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第１話　【堕おちた英雄とみじめな犬】





　物音といえるような物音はしなかった。それでもレーレは目覚めた。もともと熟睡していなかったのだろう。レーレの眠りはいつも浅いのだ。

　ひどく濁っていて底が見えないのに、実際には踝くるぶしまでの深さもない。流れはあってなきがごとしで、途方もなく厭いやな臭においがする。そんなドブ川のような睡眠しか、レーレには用意されていない。

　覚かく醒せいした途と端たん、レーレは自動的に記憶や知覚を総動員して、状況を認識し、把握する。ここは聖騎士団魔女討伐隊“〝星の鎖”〟隊長ヴィリー・ブランドロウがフルマノの町の代官から借りあげた屋敷の中だ。レーレは一人、桶おけに溜ためた水が凍るような炊事場の脇わきにある貯蔵室で、何枚もの毛皮にくるまって樽たると樽の間に寝転んでいる。

　レーレが所属している星の鎖の諜ちよう報ほう部隊“〝影犬”〟の犬どもは、ひどく寒い夜に身を寄せあう犬の群れみたいに大部屋に固まって寝るように指示されたが、不快なドブ川の眠りに身を浸すときは一人きりになりたかったのだ。貯蔵室で眠らせてほしい。御お頭かしらのイアン・ブラックハートにそう頼んでみたら、あっさり認められた。聞き入れられる見込みはあると思っていた。何せ、貯蔵室はえらく寒い。誰だれも好きこのんでこんな場所では寝たがらない。それに、レーレは鷹たかの目、あるいは狩人かりゆうどの目を持つ優秀な犬で、手柄をたくさん立てている。増長しているつもりはないが、多少の好き勝手は許されてもいいはずだ。暖炉のある暖かい部屋じゃなくて、身も心も凍えるような場所で、一人きりで眠る。それくらいしても、主しゆは笑って許してくださるだろう。人類が自分たちのために他の生き物を殺しまくっても、小言一つ言わないくらい、主は寛かん容ようなのだから。

　この屋敷は、石と木を組みあわせて、できるだけ外気を遮断するように造られている。雪に閉ざされるクジェ帝国の冬は当然酷寒だ。晴れた昼間でも室内はやたらと暗いが、それでも日が昇っていれば、どこからか光が忍びこんでくる。

　まだ暗い。朝がきていないのだ。

　誰だろう。ドブ川の眠りを邪魔する不届き者は。

　レーレは目をつぶったまま耳を澄ました。不届き者はすでに炊事場に足を踏み入れている。かなり上手に足音を消しているが、人間の身体からだには重さがあるので、どうしても微かすかな音が立ってしまう。それに、何かが動けば空気が揺れる。レーレにはそれらを感知する能力が備わっている。

　不届き者は貯蔵室に入ってこようとしている。

　レーレはわざと頭の位置を変えてみた。

　不届き者は貯蔵室の入口あたりで止まったようだ。引き返そうとする気配はない。レーレがしばらくじっとしていると、不届き者はまた動きだした。

　近づいてくる。

　息を殺し、音を立てないように注意を払って、慎重なだけじゃない、大胆でもある。

　不届き者は一気に距離を詰めてきた。

　もうレーレが足を少し伸ばせば、不届き者の足に触れるだろう。

　不届き者が身を低くしようとした。その瞬間、レーレは跳ね起きて不届き者に組みついた。左手で不届き者の右手首を握り、右手で首を鷲わし掴づかみにした。レーレは不届き者と身体を入れ替えるようにして床に押し倒した。不届き者は後頭部を床に強打しないように受け身をとった。それでも背中は打った。不届き者は息を詰まらせた。レーレは両足を不届き者の両腕に押しつけて動きを封じ、両手で首を絞めた。

「――かっ……はっ……！」

「サリ」

　暗いが、完全な闇やみじゃない。

　完全な闇はもっと深くて、濃い。

　レーレには見える。レーレに組み伏せられているのは同じ犬だ。サリ・エクルンド。肌は褐色で、黒い髪の毛には癖があって、青い目はいつも生意気そうだ。身のこなしは獣みたいに隙すきがない。ヴィリー・ブランドロウに顎あごで使われている犬は雄だけじゃない。雌もいる。このサリのように。

「何のつもりだ」

「あ……くっ……」

　サリは口を動かして何か言おうとしているが、声になっていない。レーレに首を絞められているからだ。わかっている。でも、レーレはしばらく力を緩めなかった。サリは苦しそうにしているが、まだ余裕がある。雌とはいえ、サリは犬なのだ。そんなにやわじゃない。窒息する寸前まで追い詰める。サリは「ひい、ひい」と声ともいえない声を漏らした。レーレの背中に膝ひざ蹴げりを見舞ったり、全身の筋力を駆使してレーレを押しのけようとしたりして、懸命に抵抗しているが、そんなものは通じない。サリはもうすぐ失神する。その直前で少しだけ指を緩めた。

　サリは必死に空気を吸いこんで激しく咳せきこんだ。その瞬間、レーレはまた指に力をこめた。サリの身体からだがぴんと張って、それから震えた。サリは「えう、えう」と変な声を出した。犬とはいえ、これはとても苦しいはずだ。当然だ。レーレは苦しめるためにやっている。こうでもしないと、この雌は懲りないだろう。サリに寝込みを襲われかけたのは、これが初めてじゃない。二度目でも、三度目でもない。これが五回目か。六回目か。はっきりとは覚えていないが、たぶんそれくらいだ。

「いいかげんにしろ」

　レーレはサリの首から手を離した。サリは身み悶もだえようとした。すかさずレーレはサリを完かん璧ぺきに組み伏せた。サリは咳せきをしながら必死に呼吸をした。レーレはサリの息が整うまで待ってやった。

「次は殺すよ。わかったな」

「嘘うそばっかり」

　サリは喉のどを鳴らして笑い、また咳きこんだ。

「あんたはサリを殺さない。その気があれば、今まで何回も殺せたでしょ。あんたはサリを殺さなかった。これからだって殺せないよ」

「本当にそう思ってるの？」

「思ってる」

「なら、そう思ってればいい」

　レーレの心は波立たない。凪ないだままだ。

「おれたちはどうせ天国には行けない。死んでから後悔しても遅いけど、そうしたいっていうなら止めないよ」

「生きてるうちに天国を味わいたくない？」

「地上に天国があるなんて、聞いたことない」

「あるよ。すぐそこに。サリが教えてあげる。連れてってあげる」

「おまえこそ嘘うそつきだ」

「サリはけっこう嘘をつくけど、これは本当だよ」

「信じない」

「レーレ。あんた、まだ女を知らないでしょ」

「それがどうかした？」

　レーレの心は凪ないでいる。それは気のせいかもしれない。凪いでいるのではない。そもそも心なんて存在しないのかもしれない。

「サリが教えてあげる。女はね。最初は痛いけど、だんだんよくなってくる。男は最初からいいみたいだよ。天国に行きたくない？」

「うん」

　レーレはうなずいた。

「行きたくない」



    

  
    
      



    

  
    
      　わかっているからだ。そこはレーレの望む場所じゃない。主しゆがそこに至るまでの道をお造りになった天国には、山や羊ぎのドードはいない。それに、魔女の疑いをかけられたユユも、天国には行けなかっただろう。そこがどんなにすばらしい土地でも、ドードもユユもいない場所になんて用はない。女を知りたいとも思わない。そんなことよりも、レーレは敵を殺したい。そのために犬をやっているのだ。

　サリは唾つばをのみこんだ。

「レーレ……」

「何？」

「あんたって――」

「おれがどうかした？」

「大丈夫？」

「何が？」

「何がって」

「サリ・エクルンド」

　レーレは立ちあがってサリから離れた。

「出ていけ。おれはもう少し眠りたいんだ」

「どのみち、すぐ叩たたき起おこされるよ」

　サリは身体からだを起こしたが、立ちあがろうとはしない。

「チェルノの村がやられたって。報しらせがきたんだ。誰だれか見に行かされる。でも、御お頭かしらはみんな起こすでしょ」

「チェルノの村が……？」

　レーレは胸を押さえた。

　その奥で少しだけ何かが震えたのだ。



　　　



「休まなくて平気か、アンドレイ」

　レーレは長くて強こわい毛に覆われているマブローの頸くびを軽く叩たたいた。マブローは長毛の馬と鹿しかの中間といった姿をした雑食の動物で、クジェ帝国では馬の代わりとして乗用や荷物運びに使われている。足は馬よりずっと遅いが体力があり、深い雪の中も進める。気性はおとなしくて、人懐っこい。レーレが乗っているアンドレイも従順で忍耐強く、賢いマブローだ。アンドレイは頸を振って、ぶふふん、と低く鳴いた。

「そうか。疲れたら教えて。休憩するから」

　余計なことを喋しやべらない、人間以外の動物を相手にしているときが一番気が楽だ。

　人間はどいつもこいつもめんどくさくて、疲れる。

　レーレは志願して、チェルノ村の偵察に一人で赴くことを了承された。他にはサリしか希望者がいなかったし、一人で十分だというレーレの主張が認められたのだ。レーレの要求はだいたい聞き入れられる。レーレも無む茶ちやなことは言わないからだ。それに、任務はしっかりこなしている。誰だれにも文句は言わせない。たまには一人になりたいのだ。アンドレイのような動物は別だが、どっちを向いても、人間が視界に入らない。そんな時間が欲しい。レーレのごとき犬にも息抜きは必要なのだ。

　果たして、それだけなのだろうか。

　魔女の軍勢に占領されたゾア・ザナークを攻略する際、星の鎖はチェルノという名の村に拠点を置いた。ザナークというのは、クジェ帝国が支配しているボドイーの地で古くから建設されてきた木造要よう塞さいだ。とりわけ冬場は難攻不落なので、星の鎖は持久戦に持ちこむ構えでゾア・ザナークから１モーデン（約８km）以上離れているチェルノに駐屯した。そう見せかけておいて、ヴィリー・ブランドロウは悪天候に乗じてレーレを含めた七人の犬を送りこみ、指揮官の魔女カイラと魔王ギアナクを始末させた。統率者を失って混乱に陥ったゾア・ザナークに、星の鎖は総攻撃をかけた。魔女の軍勢は丸二日間耐えた。たった二日間の攻防の末に、ゾア・ザナークは陥落した。星の鎖はゾア・ザナークをクジェ帝国軍に引き渡し、チェルノに戻って、死傷者の処置や休息に三日間を充てただけで村を発たった。そうして二日後にフルマノの町に到着し、一泊して、夜が明けきらぬうちに、チェルノの村が襲撃されたとの急報がもたらされたのだった。

　冬の北国における軍隊の動きは笑えるほど鈍重だ。単身で身軽なレーレは、アンドレイのおかげもあって、半日もかからずにチェルノの村に辿たどりつこうとしている。

　この針葉樹林を抜ければ、村が見えるはずだ。

「あいつ……なんて言ったっけ」

　真っ白い息と一緒に声を出してから、呟つぶやいたことに気づいた。

「一人で喋しやべるなんて、バカみたいだ」

　どうせおれはバカだし、べつにいいか。

「そうだ」

　レーレは一人の女の顔を思い浮かべた。

　チェルノの教会で出会った。女は尼僧の服を着て、頭ず巾きんを被っていた。まだ若い娘だった。水色の瞳ひとみをしていた。

「ナターシャ」

　たしか、そんな名前だった。

　ぎこちない南部語で、ナターシャはレーレに言った。自分の親は魔女に殺されたのだと。魔女を憎む気持ちが自分にもあると。

　同じですね、レーレ。

　ナターシャはそう言った。

　レーレは逃げたのだ。ナターシャは叫んだ。

　またいらしてください、と。

「あいつ、なんで笑ってたんだ……」

　ナターシャは魔女への憎悪を語りながらレーレに微笑ほほえみかけた。

「頭がおかしいんだ、きっと……」

　アンドレイが頭を振って、ぶふふん、と鳴いた。なんてことを言うんだ。そんなふうに言われたような気がした。

　くだらない。

「どうでもいいし」

　そうだ。どうでもいい。

　じゃあ、なんでおれは偵察を志願したんだろう。

　一人になりたかった。本当にただそれだけなのか。

　針葉樹林を抜けて視界が開けた。

　行く手に小さな盆地がある。

　チェルノの村が見えた。

　いや、違う。あれはもう村じゃない。

　一軒の例外もなかった。石と木で出来た建物はすべて打ち壊されていた。

　白い雪の上に点々と穿うがたれている歪いびつな形をした黒い穴の正体は何なのか。すぐに見当がついた。

　人間だ。人間だったものだ。死体だ。

「急げ、アンドレイ」

　腹を蹴けると、アンドレイは深い雪をものともせずに足を速めた。村を囲っていた柵さくは八割方崩されていた。古い門は跡形もなかった。小川が凍っているのでこの季節は役に立たない水車小屋も当然、壊されていた。そこらじゅうで人が死んでいた。骸むくろはどれも凍りつきかけていた。武装している死体は一つもなかった。大人も、老人も、子供も、全員、戦い方を知らない、武器を持って戦うことなど思いも寄らない人々だった。夜着を身につけている者はいないから、魔女どもは朝から日暮れの間にこの村を襲ったのだろう。村人たちは逃げ惑っている間に殺された。小さい村だ。人間たちを殺し尽くして、建物をぶち壊す。魔女どもにとってはたやすい仕事だったはずだ。

　レーレは手綱を引いてアンドレイを止まらせた。

　村の中心部だ。ここには星印を掲げた大きな建物があった。

　教会は徹底的に破壊されていた。

　レーレは鞍くらから降りた。

　彼女は教会跡のすぐそばで腹はら這ばいになり、顔を横に向けていた。

　尼僧服は着ていない。裸だ。レーレに尻しりを向けて、頭ず巾きんだけは被っている。右の肩けん胛こう骨こつの下あたりに穴があいていて、そこから流れだし、彼女の背中を汚した血は、すっかり凍っていた。傷は尻にも、腿ももにもある。腕もかなり傷ついている。右手は人差し指と中指、親指が欠損していた。

「ナターシャ……」

　呼びかけても、返事をしてくれるはずがない。

　ナターシャは死んでいるのだ。

　レーレは腰を折って、ナターシャの亡なき骸がらに手をふれようとした。

　そんなことをして、それで、どうするつもりなのか。ここでは何だから、どこかへ運んで、せっせと雪をどけ、凍いてついた大地に穴でも掘って埋めるのか。ナターシャ以外にも死人はいる。大勢いる。ナターシャだけ埋葬しようというのか。

　レーレは雪に片かた膝ひざをついて目をつぶり、胸の前で星印を切った。

　立ちあがって、灰色の空を仰いだ。

　ふたたび目を落とすと、ナターシャの死に様は嘘うそみたいに無残だった。

　罪を犯していようといまいと、こんなふうに死んだ者が天国に行けるとは思えない。

　紀元一四〇〇年太たい星せい月づき、一の月。

　チェルノという名の村は消滅した。



　紀元一三九九年の迅じん星せい月づき、十一の月から、魔女の軍団は新たな戦術を採用しはじめた。

　それまでは主に、大兵力を砦とりでに集結させて古く歴史のある町を襲うというのが魔女の常じよう套とう手しゆ段だんだったが、標的を変えた。魔女討伐隊が作戦行動のために駐留した町だ。しかも、決まって魔女討伐隊が去ったあとで、魔女はそれらの町に奇襲をかけた。

　魔女の狙ねらいは明らかだった。魔女は行動で示しているのだ。魔女にとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵である魔女討伐隊を支援した者は代償を払うことになる。

　このまま被害が重なり、広がってゆけば、子供たちの憧あこがれの的であり、人類の英雄だった栄光ある魔女討伐隊が、厄介者と見なされるようになりかねない。

　魔女討伐隊はサイオン教主直属の聖騎士団の象徴にして主戦力だ。昨年の洞どう窟くつの魔女砦攻略の失敗により、聖騎士団作戦部の影響力は大幅に衰えた。聖騎士団を統括する参謀本部といえども、魔女討伐隊を掣せい肘ちゆうすることはできない。今や魔女討伐隊は聖騎士団そのものであるといっても過言ではないだろう。

　魔女討伐隊から人心が離反すれば、聖騎士団、ひいては教主、それどころかサイオンの威光に翳かげりが生じないともかぎらない。

　魔女討伐隊の隊長やら副隊長やらは頭が痛いだろうが、レーレのような犬にとってはどうでもいいことだ。

　犬は命令どおりに走り、敵を追い、その喉のど笛ぶえに噛かみついて息の根を止めればいい。

　敵がいなくなるか、自分がくたばるまで、血の海でもがきつづけるだろう。



　　　



　主人が何か命じてくれなければ、犬には飯を食らうかドブ川のような眠りに身を浸すか、牙きばを研ぐくらいしかやることがない。

　紀元一四〇〇年橙とう星せい月づき、三の月。

　星の鎖はモドリッチ王国のデターナという古い都市の郊外で野営している。市街に足を踏み入れていないのは、魔女の企たくらみが功を奏しつつあるからだ。魔女討伐隊を歓声と拍手で迎える民が皆無だとはいわないが、魔女に滅ぼされた村や町に関する噂うわさはすでにだいぶ広まっている。魔女討伐隊は西方の各地で活動しており、魔女の軍団も同じようにあちこちで村や町を襲っているのだ。クジェ帝国の南東に位置する荒れ海に面したこのモドリッチ王国でも、先月、ドブルドラという村が魔女どもの手によって壊滅した。モドリッチ王国二十代国王リハードもかなり神経質になっているようで、星の鎖はデターナの手前でモドリッチ王国西方面軍に足止めされたのだ。現在、ヴィリー・ブランドロウ隊長が使者を立ててリハード王と交渉しているようだが、何らかの結論が出るまで、星の鎖はデターナの郊外で無駄に時を費やすことになりそうだ。

　仕事を与えられない犬はみじめだ。

　不意打ちのようにヨナハン・クロムスティードに試合を挑まれると、断る理由が思いつかず、考えるのがめんどくさくなって受けてしまった。

　審判は形式上のレーレの主人、セルジュ・フレンドールが務めるようだ。

　軽くひねって、さっさと終わりにするつもりだったのに、暇を持てあましている騎士だの従士だの輜し重ちよう卒だのが続々と野営地の片隅に集まってきて、ちょっとした見み世せ物ものになってしまった。

「懐かしいな、レーレ」

　ヨナハンは右手に星の鎖の剣を、左手に盾を持っている。鎧よろいは胸当てだけだ。兜かぶとは被っていない。

「大勢の前で君と剣を交えるのは久しぶりだ」

「そんなに昔でもないし、人前で剣を交えたことはないだろ」

　レーレは右手にやや細身の長剣を、左手には愛用のナイフを持っている。鎧はつけていない。重い装備は邪魔なだけだ。

「あのときは棒きれだった」

「そうだったな」

　ヨナハンは頬ほおを引きつらせるようにして笑った。

「あれ以来、君には何度も勝負を挑んだが、一度も勝つことができていない。正確にいえば、零勝十三敗だ」

「すぐ十四敗になるよ」

「それはどうかな」

　ヨナハンはセルジュに顔を向けてうなずいた。

「開始の合図を頼む、セルジュ」

「ああ」

　セルジュは赤茶色の瞳ひとみでレーレを一いち瞥べつした。そういえば、セルジュとはしばらく口をきいていない。レーレはセルジュと主従契約を交わした。レーレはセルジュの従卒として星の鎖の従士になった。従士のレーレにヴィリー・ブランドロウは犬になれと命じた。犬は御お頭かしらのイアン・ブラックハート以下、身分は全員、従士だが、他の従士たちとは違う。騎士や従士で構成される本隊とは別行動をとることが多いし、戦場で一緒に戦う際もだいたい独自の命令を受けて動くのだ。騎士や、他の従士と違って、年に一度の長期休暇も与えられない。その代わり、ヴィリー・ブランドロウが特別の手当を出してくれる。つまり、騎士の従卒としての給料と、星の鎖の従士としての報酬、そして、特別手当までもらえるということだ。実入りはいいが、死地に赴くような任務を課せられることもあるので、割がいいかどうかはわからない。命が惜しいなら、犬になんかならないほうがいい。とはいえ、一従士でしかないレーレには断る権利などなかったし、セルジュも反対しなかった。できるはずもなかった。

　それでもレーレはセルジュの従卒だ。

　紙の上では、まだそういうことになっている。

　ただそれだけだ。

　セルジュが右手を振りあげると、観衆がわいた。

「始め……！」

　そう叫んでセルジュが右手を振りおろした瞬間、一切の音が消えた。

　レーレはもう正面にいるヨナハンしか見ていない。

　ヨナハンは腰を落として身体の半分ほどを盾で隠している。剣も引き気味だ。ヨナハンは知っているのだ。自分から仕掛ければ、必ずレーレに後の先をとられる。まずは守りを固めるしかない。何度もレーレに負けて、ヨナハンは学んだのだろう。でも、レーレに言わせれば、ヨナハンは間違っている。

　守っても攻めても無駄だ。何をしてもヨナハンはレーレに勝つことができない。

　なんでわからないのかな。おれとあんたは違うんだ。

　レーレは動きだした。ひどくゆったりとした足どりだ。レーレはそう感じる。ヨナハンにとってはそうじゃない。動いたレーレを、ヨナハンは目で追う。追おうとするが、決して追いつかない。完全に遅れている。あれでも、レーレが飛び抜けて速いことを知っているから、予測して、先回りして、なんとか目で捉とらえようとしているのだ。ヨナハンは魔女狩りの聖騎士だ。しかも、まだ若いが、腕は立つ。もともと筋がよかったが、ここ半年でさらに進歩した。あらゆる面で。ヨナハンと互角以上の腕を持つ者は、星の鎖の中にも数えるほどしかいないだろう。それでも、レーレとは違う。どうやっても埋めがたい差がある。その差はおそらく最初からあったのだが、広がってゆく一方だ。広がれば広がるほど、レーレの中で何かが、どこかが乾いてゆく。だからどうということもない。ただときおり、その場所が少しひりひりするだけだ。

　なんでわからないのかな。

　レーレはもうヨナハンの目の前にいる。ヨナハンは盾を振ってレーレを迎え撃とうとしているようだが、遅い。遅すぎる。見えるんだよ。おれには、ぜんぶ。レーレは緩慢な、泥沼みたいな世界を泳いだ。ヨナハンの盾なんて、わざわざかわすまでもなかった。レーレには見えていたので、最初からヨナハンの右手のさらに外側に回りこむつもりだった。ヨナハンの右手には剣が握られているが、突いてくるにしろ、振りおろすにしろ、横よこ薙なぎにするにしろ、どうせレーレにはかすりもしない。ヨナハンは今、レーレを視認して、これから右手に持った剣を動かそうとしている。それでは間に合うわけがない。ヨナハンが剣を繰りだしたとき、レーレはもうそこにはいないのだ。

　違うんだよ。違いすぎるんだ。

　レーレはヨナハンの剣の下をくぐって背後をとった。ヨナハンは振り向こうとしている。無意味だ。レーレはヨナハンの尾骨のあたりを右の踵かかとで蹴けった。それから、長剣の柄つか頭がしらで後頭部を殴りつけた。

　ヨナハンはゆっくりと沈むように地面に倒れこんだ。

「ほら」

　レーレはため息をついた。

「十四は――」

「隙すきあり……！」

　ヨナハンは倒れた姿勢のまま猛然と右足を伸ばしてきた。後ろ蹴りだ。もちろん、レーレには見えていた。レーレは左足でヨナハンの右足を蹴飛ばした。ヨナハンは蹴られた衝撃に逆らわず、横に転がった。そうしてすぐに起きあがって逆襲に転じようとしたのだろうが、もういい。こんなことをやっていたってしょうがない。レーレはヨナハンの喉のど元もとに長剣の切っ先を突きつけた。

「隙すきなんかないよ。あんたの気のせいだ」

「――ぬう……！」

　ヨナハンの顔が真っ赤になった。湯気が噴きださないのがいっそ不思議だ。眉まゆをつりあげて唇を引き結び、鼻や顎あごに皺しわが寄っている。よっぽど悔しいのか。すごい形相だ。

　そうかと思ったら、いきなり満面にすさまじい笑みを炸さく裂れつさせた。

「私の負けだ……！」

　観衆が一斉に歓声と怒声を発した。おそらく、こっそり金を賭かけていた者もいるのだろう。平民の従士はもちろん、騎士たちにとっても、賭かけ事ごとは従軍生活における貴重な気慰みだ。彼らは何でも賭けの対象にする。さすがに聖騎士団ということで、みんな行儀がいいのか、すってんてんにされる者は少ないようだが、各国の小銀貨は賭け事のためにあるようなものだ。

　レーレは剣を引いて鞘さやに収めた。

「さすがだな！　レーレ……！」

　跳ね起きたヨナハンが胸をぶつけるようにして近づいてきた。

「いやあ、まいった！　何もできなかった！　まるで歯が立たない！　これでも君との距離を少しでも縮めるべく、日々研けん鑽さんを積んでいるつもりなのだが！　情けないことに、突き放される一方だ！」

　レーレはヨナハンの顔をまともに見ることができない。許嫁いいなずけに裏切られて絶望の底に落ちた男は、いつからか以前のように明るく笑うようになった。前と同じでは決してない。その青い瞳ひとみにはいつも暗い翳かげが射さしている。顔つきが変わった。肉が削そぎ落おとされて大人の顔になった。でも、ヨナハンは笑うことができるようになったのだ。

　いや、レーレだって笑うことくらいはできる。

「無駄なことはしないほうがいいんじゃないの」

　レーレは目を細めて鼻を鳴らした。

「あんたがいくら剣を速く振りまわせるようになっても、空を飛ぶ鳥には届かないだろ。それと同じことだよ」

「かもしれん！」

　ヨナハンは剣を鞘に収めて、拳こぶしで自分の胸を叩たたいた。

「だがな、レーレ！　羽がない私には、鳥のように飛ぶことはできないとしても、この二本の足で地の果てまで駆けることならば、あるいはできるかもしれない！　何もできないと決めつけて、ただ空を見上げているだけの男にはなりたくないのだ！　それゆえに私は君に挑むのだ！　何度でも！」

「どう考えようと、あんたの勝手だけどね」

　レーレは地面に目を落として首を左右に振った。

「おれをつきあわせるなよ。疲れるんだ」

「レーレ……」

　ヨナハンは表情をゆがめて手を伸ばしてこようとした。レーレはその前にヨナハンに背を向けて歩きだした。あんな顔は見たくない。あんな声で名を呼ばれたくもない。あんな目で見られるのもいやだ。白けた観衆が左右に割れてレーレの前に道を空けた。レーレは前を向いて、それでいて視線は地面に落とし、足音を立てずに歩いた。気配を消して行動することが多い犬の習性だ。ヴィリー・ブランドロウの飼い犬になってから、気の遠くなるような歳月が流れたわけじゃない。それなのに、レーレは身も心も犬になりきっている。きっと性に合っているのだ。犬は余計なことを考えなくていい。命令に従い、憎しみだけを育てて、そのときがきたら飢えに逆らわずに敵を噛かみ殺ころせばいいのだ。ただそれだけで飯が食える。金までもらえる。おれには似合いの仕事だ。おれは犬だ。どこかでくたばるまで犬のままでいい。



　　　



　星の鎖はデターナからモドリッチ王国の首都ハルドラールへと移動した。犬の知ったことではないが、どうやらリハード王との交渉が難航して、ついにヴィリー・ブランドロウは痺しびれを切らしたらしい。星の鎖は強行軍でハルドラールに迫り、灰色の高い防壁のすぐそばに一夜で柵さくと櫓やぐらを備えた野営地を造りあげた。戦慣れした魔女討伐隊の輜し重ちよう卒たちにとっては、半日で立派な野営地をこしらえることくらい、じつはお手の物なのだが、ハルドラールの市民や、首都を守備しているモドリッチ王国ハルドラール中央軍の兵隊たちはさぞかし驚いたことだろう。きっと脅威に感じてもいるはずだ。それがヴィリー・ブランドロウの狙ねらいなのだろう。犬にとっては遠い存在なので、よく知っているわけではもちろんないが、あれはそういう男だ。なんとしても自分の要求を通そうとして、そのためには手段を選ばない。敵に回したら厄介だ。味方にとっては頼もしいのかもしれない。少なくとも隊員たちにとっては、よき兄であり、ときに父のようでもある。有能な指揮官で、勇敢な戦士でもある。黄褐色の目は鋭いものの、柔和な表情も見せ、よく笑い、弁舌さわやかで、厳格だが、寛かん容ようさも持ちあわせている。星の鎖にブランドロウを敬慕していない者はほとんどいない。人知れず命を落とすことも多い犬たちでさえ、ブランドロウのことは悪く言わない。ブランドロウが勝利のために死ねと命じたら、彼らは喜んで死ぬのだ。レーレにはその気持ちがわからない。戦って死ぬのはいいが、ブランドロウのために死んでやってもいいとはどうしても思えないのだ。おそらく、レーレはブランドロウが嫌いなのだろう。なぜ嫌いなのか。そんなことはわからない。とにかく気にくわないのだ。一匹の犬に毛嫌いされたところで、あの男はなんとも思わないだろうが。

　御お頭かしらの天幕に呼びつけられ、遠い存在だと思っていたその男のお供を命じられたもので、あまり出来のよくないレーレの頭は混乱した。しかも、ブランドロウはこれからリハード王に謁見して、星の鎖への支援をとりつけるために直じか談だん判ぱんするのだという。王宮に行くということだ。

「……なんで、おれが？」

　御頭はやたらと背が高い。６ソールと３ディル（約１ｍ89cm）ほどもある。縮れた髪の毛はオレンジ色で、一見、黒い瞳ひとみは光の加減で緑色に輝く。痩やせているように見えるが、とんでもない。御頭の身体からだには余分な贅ぜい肉にくが一切ついていないのだ。鍛え抜かれた筋肉の上に、青白い皮膚が張りつけられている。少し猫背だが、姿勢が悪いというよりも、いつも何かを狙ねらっているかのようだ。それでいて、黙っていると妙に目立たない。樹木みたいな印象さえ受けるが、レーレは御頭の前に立つといつも緊張する。そんな相手は他にいない。レーレは肌で感じているのだ。訊きいたことはないし、尋ねたところでおそらく答えてくれないだろうが、間違いない。

　御頭も違う。

　たぶん、鷹たかの目を持っている。

「理由を知りたいか」

　御頭は無口だ。その声は地響きのように低い。

　レーレは顎あごを引くようにうなずいた。

「教えてもらえるなら」

「おまえは犬だ」

　御頭が何らかの表情を浮かべたところを、レーレは見たことがない。

「命令に従え」

「……はい」

　レーレは騎士の恰かつ好こうをさせられてブランドロウについてゆくことになった。他の同行者は副隊長のダーヴィッド・リンチと、ヨナハン・クロムスティード、それからセルジュ・フレンドールという顔ぶれだった。お偉いさんが二人に、若手の騎士が二人、犬が一人。おかしな組みあわせだとしかレーレには思えなかったし、ヨナハンとはデターナ郊外での試合以来、顔をあわせていなかった。セルジュにしても同じだ。なんだか気まずいが、犬は黙って言われたとおりにするしかない。

　レーレは黒くろ鹿か毛げのエリオに乗り、ブランドロウ、リンチ、ヨナハン、セルジュにつづいてハルドラールの門をくぐった。ハルドラールは一言でいうと灰色の街だった。防壁もそうだが、建物はほぼすべて灰色の石で出来ていて、通りの石畳まで灰色なのだ。家々の外壁には彫刻が施され、赤や緑や黄の顔料で何か描かれていたりもするが、あまり目立たない。道は広々としていて、建物も大きいが、全体的に重苦しい雰囲気が漂っている。

　鎧よろいが重くて仕方なくて、内心でエリオに謝りながら頸くびを撫なでていると、不意にレーレは、見たことがある、と思った。

　おれはこの灰色の街を知っている。

　そんなわけがない、と言いきることはできない。

　レーレは大ブルノー連合王国ブルノー公領のボージェという町で育った。その前は別の場所にいた。どこかは知らない。誰だれも教えてくれなかった。ただ、最初のうちは言葉が通じなかった覚えがある。レーレは大ブルノーやスタンリー公国で使われている南部語を知らなかったのだ。主にクジェ帝国で使われている北部語か、カラリヤ語か。わからないが、幼いレーレは何か別の言葉を喋しやべっていた。その後、南部語を覚えた。今は亡きギューヌ・カルヴァンに連れられてボージェに移り住んだのが四歳だったか。年齢からすればろくに使いこなせていなかっただろうが、とにもかくにもそれまで使っていた言葉は完全に忘れてしまった。

　モドリッチ王国ではモドリッチ語が使われている。北部語やカラリヤ語にやや似ているが、失われた古いシレー語の響きを残しているという、歌うような抑揚が特徴的な言語だ。変な言葉だとレーレは感じたものだが、嫌いではないとも思った。あまり口を動かさないでぼそぼそと喋る北部語や、意味がわからないのにいちいち冗長に感じられるカラリヤ語よりはずっといい。

　もしかして、おれ、ここに住んでたのかな。

　レーレの素性を知っていたはずのギューヌ・カルヴァンが死んでしまった今、確かめるすべはない。

「どうでもいい」

　レーレは低く呟つぶやいて息を吐いた。そうだ。どうだっていい。関係ない。もしおれが昔、ここに住んでたんだとしても、それが何だっていうんだ。ギューヌ・カルヴァンは聖騎士だったから、ひょっとしたらレーレの父も聖騎士だったのかもしれない。でも、今は違うだろう。たぶん父はいない。どこにもいない。死んだのだ。母はもとからいなかった。きっとレーレが生まれてすぐ、病気か何かで死んだのに違いない。ユユも死んだ。魔女に殺された。認めたくはない。いまだに認めきれずにいるが、そう思うしかない。レーレは捜したのだ。魔女に攻められて、ほとんど灰かい燼じんに帰したハイデンの街を、何日も、何日も、何日も歩きまわった。ユユは見つからなかった。そもそも生き残った者が皆無に近かった。ユユはもういないのだ。ボージェには戻れない。戻りたいとも思わない。帰る場所はない。レーレには魔女と魔王を狩るための鷹たかの目しかない。この胸にはユユを殺した魔女への憎しみしか残っていない。べつにそれでいい。

　ヴィリー・ブランドロウ一行は、市民たちに見守られながらハルドラールの臍へそに位置するレダンテール城へと向かった。

　十数本の高い塔で構成された王城は、深くて幅の広い濠ほりで囲まれているだけでなく、堅固そうな城壁に守られていた。

　灰色の街で、王城だけがやけに白い。

「いい城だ」

　先頭のブランドロウがそう言うと、ヨナハンが「はい！」と大きな声で応じた。

「私もそう思います！　さすが音に聞こえた名城です！」

「おまえならどう攻める、ダーヴィッド」

　ブランドロウにそう訊きかれた副隊長のダーヴィッド・リンチは「お戯れを」といなすように言った。ブランドロウは肩を揺らして笑った。

「必ずしも冗談事ではないのだがな。今後は敵がどこぞの城を乗っ取って立たて籠こもるような事態も起こりうる」

「楽しそうにおっしゃらないでください」

「つまらなくはなかろう。城攻めだぞ。男なら一生に一度は経験してみたい。そうは思わんか。なあ、ヨナハン」

「はっ！　はい……！」

　一度は無視されたのに急に名を呼ばれて、ヨナハンはほとんど狼ろう狽ばいしている。

「わ、私も同感であります！　僭せん越えつながら、城攻めは男の夢ではないかと……！」

「セルジュ・フレンドール」

　ブランドロウは顔を振り向かせてセルジュに視線を投げた。

「貴様はどうだ」

「はっ……」

　セルジュはうつむいた。

「そのようなことが起こらなければよいと……そう願っています」

　ブランドロウは「ふむ」とうなずいて前に向きなおった。それきり何も言わなかった。ふとレーレは思った。ブランドロウはセルジュが女だと知っているのだろうか。もちろん、知っているだろう。ヨナハンはこの半年で精せい悍かんな大人の男になった。セルジュは女を隠しきれなくなってきた。鎧よろいを脱げば、どこからどう見ても今のセルジュは女だ。そうでなくとも、ブランドロウはセルジュの素性なんて百も承知だろう。それなのに、わざわざセルジュに話を振ったのだ。だいたい、腕の立つヨナハンならまだわかるが、なぜセルジュを連れてきたのか。

　たいした意味はないのかもしれないが、悪意があるように感じてしまう。

　レーレはヴィリー・ブランドロウという男が嫌いなのだ。

　城の跳ね橋の前にはお揃そろいの鎧兜かぶとを身にまとった兵士が列をなしていた。

　列から一人、兜を小こ脇わきに抱えた恰かつ幅ぷくのいい男が進みでてきて、ハルドラール中央軍団長アリソン・フアールデンを名乗った。やたらと堅苦しい南部語だった。

「聖騎士団魔女討伐隊星の鎖隊長ヴィリー・ブランドロウ殿とお見受けするが、いかがであろうか！」

「まさしくそのとおりです」

　ブランドロウが馬から下りると、いつも笑みを顔に貼はりつけているダーヴィッド・リンチがレーレたちに目配せをして、自分も下馬した。レーレたちもそれにならった。

　ブランドロウはアリソン・フアールデンの前で逆手に持ったナイフを胸に突き刺すような仕し種ぐさをしてみせた。聖騎士団の敬礼だ。

「本日はリハード陛下に謁見の願いあり罷まかり越しました。お取り次ぎ頂けましょうや」

「……いけしゃあしゃあと」

　フアールデンは顔を真っ赤にしてブランドロウを睨にらみつけた。

「事もあろうに我らが王都の面前に陣を張るとは我が王国を面めん罵ばするがごとき所業、いったい何のつもりか！　事と次第によってはただではおかぬぞ！」

「我が意は直接、陛下にご説明申しあげます。何とぞお取り次ぎ頂きたい」

「万が一陛下の御おん前まえにて無礼を働かば、たとえ誉れある魔女討伐隊の隊長といえども承知せぬ！　お覚悟の上での申し出なのでござろうな！」

「むろんです、閣下。ああ、それから――」

　ブランドロウは軽く肩をすくめた。

「ご無理をして南部語を使って頂かずとも結構です。私はかつて“〝散り花”〟に籍を置いておりましたからな。モドリッチ語は学ばせて頂きました」

「ふんっ！」

　フアールデンは息の代わりに火を噴きそうな勢いで鼻を鳴らした。それからはブランドロウとの間でモドリッチ語でのやりとりがあった。レーレにはまったく理解できなかったが、結局、リハード王との謁見は認められたようだ。というよりも、フアールデンたちはブランドロウがやってくることを知っていた。むしろ待ちかまえていたが、門前払いしなかったということは、謁見は既定路線だったのだろう。兵を並べて威を示し、何だかんだと文句をつける。そんなものはぜんぶ、嫌がらせにすぎない。無駄な抵抗と言い換えてもいいだろう。

　ブランドロウは一人で謁見の間へと赴き、リンチ以下お付きの面々はその間、別室で待機することになった。通されたその別室とやらは、立派な椅い子すやテーブルが置かれ、彫刻やら絵画やらで飾り立てられた応接間だった。リンチは椅子に腰を下ろし、ヨナハン、セルジュ、レーレは立ったままでいた。しばらくの間、誰だれも口を開こうとしなかった。

　やがてリンチが「君らも座るといい」と椅子を視線で示した。ヨナハンとセルジュは椅子に腰かけたが、レーレは無視して部屋の入口にいる見張りの兵士を見つめていた。

　リンチは何も言わなかった。やっぱりそうかとレーレは思った。ヨナハンとセルジュは騎士だが、レーレは従士だ。副隊長のリンチが「君ら」と呼びかけた中に従士風情のレーレが含まれているはずがない。おそらく、調子に乗ってレーレが椅い子すに座ったら、リンチに嫌いや味みの一つくらいは言われただろう。レーレはブランドロウが嫌いだが、リンチはたぶんレーレを嫌っている。そういう目をしているのだ。いつも笑っている印象のリンチがレーレを見る目には、何かじとっとしていて、底暗い輝きが宿っている。目には見えないほど細い棘とげが生えていて、レーレをちくちくと刺すのだ。

　そのうちブランドロウが戻ってきた。どうやら謁見の結果、本格的に協議をすることになったらしい。

「ダーヴィッド。それに、レーレ。一緒にこい」

「……隊長」

　リンチは異議を唱えようとしたのだろう。黙っていたが、レーレも同感だった。何もおれじゃなくたっていいじゃないか。ヨナハンだって。いや、セルジュと二人きりになるのは、ちょっとめんどくさいけど。

「何だ」

　ブランドロウは人が悪そうな薄笑いを浮かべてリンチを見た。

「何か文句でもあるのか、ダーヴィッド」

「いえ」

　リンチは例の棘を生やした眼差しをレーレに向けた。

「隊長のご命令だ。ついてきたまえ、レーレ・イジュール」

「はい」

　レーレはおとなしく従った。逆らえるはずがない。反抗する気もなかった。レーレはヴィリー・ブランドロウの飼い犬なのだ。

　協議は教会を思わせる白壁の広間で行われた。自己紹介などはなかったから、レーレには誰だれが誰だかわからなかったが、王冠を被っている白髪の男がリハード王だろうということくらいは見当がついた。やたらとでかいテーブルを挟んで、モドリッチ王国側はリハード王以外に武官らしい男が四人、文官なのだろう男が八人で、星の鎖はブランドロウとリンチの二人だけ。レーレはおまけだ。全員、モドリッチ語で喋しやべっているので、レーレにはちんぷんかんぷんだったが、モドリッチ側はひたすらぎゃあぎゃあ喚わめきたてて、ブランドロウとリンチは落ち着きはらっていた。リハード王はほとんど口を開かず、なぜかレーレをちらちらと見て、後ろに控えていた老人を呼びよせ、何か耳打ちをした。老人はぐるりとテーブルを回りこんできて、後ろからブランドロウに「失礼」と南部語で声をかけ、やはり何か耳打ちした。ブランドロウは小声で何か答えたようだが、レーレには聞こえなかった。老人はレーレを一いち瞥べつして去っていった。

　協議は何度かの中断を挟みながら日暮れまで及んだ。

　レーレは他にやることがないので人間たちや白壁の広間を観察していた。

　不思議だった。

　おれはこの広間も知ってるような気がする。見たことがある。

　協議が終了すると、そのまま晩ばん餐さんが行われた。協議のときとは打って変わって、ブランドロウはよく笑い、抑揚をつけて喋しやべり、モドリッチ側の者たちも表情をやわらげた。酒が入って場はいっそう盛りあがり、楽士が呼ばれて歌を披露したりもした。聞き覚えのある歌だった。そんなわけがないと思った。どうしてそんなわけがないのか。レーレはボージェに連れてゆかれる前、モドリッチに住んでいた。このモドリッチ語の歌を聴いた。ありえない話じゃない。でも、この白壁の広間を知っているなんて変だ。なんでリハード王はレーレをちらちら見ていたのか。老人はブランドロウに何を囁ささやき、ブランドロウはどう答えたのか。

　晩餐が終わると、応接間とは別の寝台を備えた部屋に案内された。ブランドロウ、リンチ、レーレ、それぞれ別の部屋だった。どうやら一泊することになったらしい。ヨナハンやセルジュはどうしているのだろう。気になったが、誰だれかに訊きけるような雰囲気じゃなかった。そんな身分じゃない。

　レーレは鎧よろいを脱いで寝台に腰かけた。立派な寝台だった。藁わら布団じゃない。羽毛か羊毛か何かを詰めた布団と枕まくらはやたらとふかふかしている。手ざわりのいい毛布はあたたかそうだ。身体からだよりも心が疲れている。横になりたいが、眠れないような気がした。どうせ眠ることなどできない。いつものことだ。ぐっすり眠るなんて一生無理だろう。

　罪を犯したのだな、レーレ。

　ギューヌ・カルヴァンの苦しそうな顔が浮かんだ。

　罪。罪。罪。何が罪だ。罪。それがどうした。おれはたくさん殺した。これからも殺す。それがどうしたっていうんだ。たとえそれが許されることのない罪だとしても、誰かがやらないといけないんだ。そうだろ、カルヴァンさん。あんただってやってたことじゃないか。あんたはもういない。死んだ。殺された。だから、あんたにはもうできない。おれがやってやるよ。殺す。殺す。殺す。敵を殺す。あいつらは人類の敵なんだ。根絶やしにしてやる。魔女と魔王を一人残らず殺せば、戦いは終わるだろ。おれにはできるんだ。魔王の弱点が見える。魔女の泣き所が。魔女はたいてい泣くんだ。魔王が死ぬと泣くんだ。悲しそうに泣くんだ。でも、やつらに人間が殺されれば、誰かが泣くんだ。嘆き悲しむのはやつらだけじゃない。あたりまえだ。

　まだるっこしいな。

　もっと力があればいいのに。

　おれ一人で魔女と魔王を皆殺しにできればいいのに。

　誰だれかが扉を叩たたいた。レーレは立ちあがって扉を開けた。ブランドロウだった。

「レーレ。少しいいか」

　何の用だろう。なんであんたがくるんだ。ぜんぶ押し殺して「はい」と短く答え、ブランドロウを部屋に招き入れた。ブランドロウは部屋に入ると、寝台の脇わきの机に並べてあったレーレの装備に目をやった。そうしてナイフを手にとり、それをもてあそびながら椅い子すに腰かけて脚を組んだ。レーレはどうしていいかわからず、入口の近くに立っていた。

「この国はどうだ、レーレ」

「どうって……」

　レーレはうつむいた。こんな口の利き方はまずい。わかっているが、ちゃんとした喋しやべり方なんて知らない。セルジュにみっちり教育される前に、レーレは犬になった。それ以来ずっと犬だ。

「べつに、どうってことはないですけど」

「そうか」

　ブランドロウは寝台を足先で叩いた。

「まあ、座れ」

「はい」

　レーレはブランドロウの言うとおりにした。犬だから、どのみちそうする以外ない。

「急に昔話をしたくなってな」

　ブランドロウはナイフを鞘さやから抜いて、刃を眺めた。

「聞き役がいないとつまらん」

「副隊長は」

「ダーヴィッドはいい聞き手ではない。すぐに口を挟んできて、うるさいからな」

「そうなんですか」

「俺おれは星の鎖に引き抜かれるまで散り花にいた。あの隊は、今でこそだいぶ落ちぶれたがな。当時は最精鋭として名高かった。誰も口にしようとはせん過去の栄光だ」

「散り花……」

「モーラン・アレルカルドという名の聖騎士がいた」

　レーレは眉まゆをひそめた。どこかで聞いたことがある。何だろう。そうだ。思いだした。ギューヌ・カルヴァンが率いていた“〝雨雲”〟だ。あの隊の騎士は小型の弩いしゆみを持っていた。その名がモーラン弩どだった。

「俺はな」

　ブランドロウはナイフの刃を親指の腹に軽く押しあてた。

「いまだにアレルカルド隊長ほど強い騎士を他に知らん。敵も、味方も、誰一人として彼には敵かなわなかった。それどころか、ふれることすらできなかった。彼は飛んできた十本の矢を剣で斬きり落とすこともできたし、飛ぶ鳥を矢で撃ち落とすことも楽々とやってのけた。彼の功績は偉大だ。彼は魔女が使う魔術の仕掛けを多く見破った。たとえば、死の魔術。魔女どもは黒こく星せいの魔術と呼んでいるが、何の前触れもなく騎士や従士が泡を吹いて倒れ、痙けい攣れんし、息絶えてしまう。我々はこの死の魔術を大いに恐れていた。だが、アレルカルド隊長には見えたのだ。樹上や茂みに潜んだポルモどもが、極小の毒矢を吹き矢でもって撃ちだす。それが死の魔術の正体だった。種さえわかれば、被害は怖いが、対策を立てることはできるし、無む闇やみに怯おびえる必要はない。彼はたぐいまれな、比肩しうる者とていない戦士であり、また、天性の戦上手でもあった。魔女どもの意表を突くために、新たな兵器を考えだしもした。さらに敬けい虔けんな信徒で、聖職者でもないのに、奇跡の書オルタメントを暗あん誦しようすることさえできた。彼は模範的な聖騎士だった。彼を妬ねたむ者、羨うらやむ者はむろん大勢いたが、陰口をたたこうにも、そのための材料は乏しかった。彼は強固な信仰者であり、主しゆのために敵を討ち滅ぼす聖騎士以外の何物でもないと己を規定していた。一切の私利私欲は彼には無縁だった。彼は真の聖騎士だった。英雄と称しても大おお袈げ裟さではなかった」

　ブランドロウの親指にはうっすらと切り傷ができて、血がにじんでいた。

　レーレはその血を呆ぼう然ぜんと眺めていた。

「モーラン・アレルカルドはモドリッチの誇りだった。彼はもともとモドリッチの十三等臣、最下級に近い士官でしかなかったが、聖騎士団に入団して功成り名を遂げると、三等臣まで昇進した。この国の三等臣といえば、武官では各方面軍の軍団長と同等だ。盗賊退治でも全隊の指揮を任されることのない下級士官が、わずか数年で軍団長に肩を並べるに至ったのだ。途方もない栄誉だ。しかし、アレルカルド隊長は微み塵じんも驕おごることなく、ただひたすら聖騎士としての聖務に全身全霊を捧ささげた。聖騎士団の俸給も、三等臣の俸禄も、家門を維持するのに必要最低限の金以外はサイオンに喜捨した。彼の名は清廉潔白、勇猛果敢の代名詞だった。紀元一三七六年、一人の魔女がメンヒル王国のタブールを占拠して、魔女エンデの復活を宣言した。タブールが人類の手に奪還されたのは一三八四年のことだ。この戦いにおいても、モーラン・アレルカルドは重要な役割を果たした。彼の率いる魔女討伐隊散り花は――俺おれもうら若き騎士としてその中にいたのだが、二代目魔女エンデを追いつめた。エンデの伴はん侶りよ、魔王ルキファルを討ちとったのはアレルカルド隊長だ。こうして目を閉じると――」

　ブランドロウは目をつぶった。

「今でも浮かんでくる。アレルカルド隊長は満まん身しん創そう痍いになりながらも一騎討ちで魔王ルキファルを斃たおした。千人を超える騎士や従士を血祭りにあげた最強最悪の魔王ルキファルを、その双剣で、たった一人でしとめたのだ。アレルカルド隊長は魔王の遺い骸がいの前で星印を切り『人類の勝利だ』と叫ばれた。俺はあのお姿を、あのお声をはっきりと覚えている。アレルカルド隊長は我々の誇りだった」

　レーレはブランドロウの親指にできた傷を見ている。

　モーラン・アレルカルド。散り花の隊長だった聖騎士。ギューヌ・カルヴァンは聖騎士で、雨雲の隊長だった。雨雲はモーラン弩どを使っていた。私は君の父上に君のことを託されたのだ。カルヴァンはそう言っていた。

「タブール奪回のあとから、アレルカルド隊長は変わられた。いや――変わりつつあったことに、誰だれも気づかなかっただけかもしれん。ともあれ、俺おれのような一介の騎士の目にも、隊長の変わり様は明らかだった。敵と見れば必ず撃滅することを信条としていた隊長が甘くなった。敵が退ひけば追おうとしなかった。俺たちは不満だった。弱い敵でも集まれば厄介だ。殺せるときに殺しておくべきだ。そう進言する者もいた。隊長は否定しなかった。受うけ容いれることもなかった。隊長は敵を根絶するのではなく、追い払うための戦い方を選ぶようになった。隊長は腑ふ抜ぬけになった、と俺たちは囁ささやきあった。そして、決定的な出来事が起こった」

　ブランドロウは大きなため息をついて、目を開けた。

「忘れもしない。このモドリッチとカラリヤの国境付近の森で、散り花は魔女の砦とりでを襲った。腑抜けになっても、隊長は先陣を切ることを決してやめなかった。隊長は自ら魔王を斬きり伏ふせた。伴はん侶りよの魔女はまだ若かった。とびきり若かった。ほんの娘だった。魔女は取り乱し、泣きわめいて、魔王の名を呼びつづけた。魔女を討つことは聖騎士の誉れだ。俺たちにとっては好機だった。隊長がやらんのなら、俺が。皆そう思っていた。魔女に飛びかかろうとしたら、隊長に制止された。隊長は俺たちを、次に魔女を一喝した。この場を去れ、と魔女に命じた。俺たちは隊長の正気を疑った。当然だ。魔王を失った魔女が涙を流す。そんな場面は何度も目にしてきた。何度も、何度も。それがどうしたというのだ。抗弁した者もいた。隊長は無言だった。だが、隊長の決断に逆らえば、斬られる。それだけは間違いなかった。魔女は逃げた。隊長が逃がしたのだ」

「……それで」

　レーレは唾つばをのみこもうとした。唾なんて一滴も出なかった。

「どうなったんですか。その……モーラン・アレルカルドって人は」

「異端告発され、裁きを受けた」

　ブランドロウは軽くうなずいた。何のためにうなずいたのか、レーレにはよくわからなかった。

「記録が抹消されているから、詳しいことはわからん。だが、異端審問の場で、彼は信仰を捨てることを宣言したともいう。これまでの功績を鑑かんがみて死罪はまぬがれたが、聖騎士団からは追放された。三等臣の位も剥はく奪だつされた。名誉も、なけなしの財産も、すべて失った。その後のことは知らん。荒れ海に身を投げたとも、流る刑けい島とうに渡ったとも、東方へ向かったとも言われているが、すべて噂うわさだ。俺が思うに、おそらく生きてはおられまい」

「なんで……」

「白か黒か。この二つしかない御お方かただった。彼の真情を推しはかるすべはない。だが、彼は自らが正義としていたものを信じられなくなったのだろう。だとすれば、彼の行いは何もかもが間違いだったということになる。悪をなした、悪しかなしてこなかった自分自身を、許すことなどできないはずだ。彼は正義の名の下に目の前の敵を残らず殺した。彼自身が悪であるのならば、死なねばならん。彼ならそう考えるのではないか。俺おれにはそう思える。しかとはわからんがな」

　ブランドロウは静かに笑って親指の傷を舐なめ、ナイフを鞘さやに収めた。

「昔話だ。今となっては誰だれも語りたがらん。堕おちた英雄は、魔女討伐隊……いや、聖騎士団とモドリッチ王国の汚点なのだ。もっとも、彼が行方をくらましてから、彼に同情を寄せる者も、とりわけこの国では次第次第に増えたという。八つ当たりのようなものなのだろうな。何しろ、あの一件を契機に、聖騎士団内のモドリッチ閥は一気に衰退し、教主庁内での発言力も低下した。サイオンに対する強烈な批判まで飛びだしたらしい異端審問の記録が抹消されたことも手伝って、彼の破門は陰謀ではなかったのかという説も囁ささやかれた。その犯人と目されたのが、何を隠そう我がスタンリー閥だ」

　レーレは思わずブランドロウを睨にらみつけてしまった。

　ブランドロウは皮肉っぽく唇をゆがめた。

「むろん、濡ぬれ衣ぎぬだがな。我が母国麗しのスタンリー公国は制度が硬直していて、聖騎士か聖職者になって出世する以外、成り上がるすべはない。俺たちは必死なのさ。上にはへつらう。下はこき使う。利用できるものは何でも利用する。ある者たちは、俺たちをダニだと評する。ダニで結構だ。そう開きなおっているところが、余計に面憎いのかもしれん。とくに、モドリッチには剛直の士が多い。よく毛嫌いされるが、彼らは純真なのだな。胸襟を開いて語りあえば、たいてい誤解は解ける。リハード王と直接話して、問題はだいぶ整理された。俺はしばらくの間、王のために働く。この国を掃除するのだ。忙しくなるぞ、レーレ」

　レーレはうなずくこともできずに両の拳こぶしを握り固めていた。

「貴様はセルジュ・フレンドールには過ぎたる物だな」

　ブランドロウは、くく、と低く喉のどを鳴らした。

「名実ともに俺の物になれ。それが言いたかったのだ」



    

  
    
      
第２話　【殺し屋と楽がく士し】





　降り積もった大量の時間が凝り固まってできたようなモドリッチの森は、大樹のねじまがった根が馬の進行を阻み、そうした根にびっしり生えている苔こけは人の進入をも容易ならざるものとする。不用意に苔を踏むと、表面がずるりと剥むけるのだ。とてつもなく滑る。木々以外にも、高さ１バーレ（約５ｍ）にも達する、鎌かま首くびをもたげた蛇のような形をしたウレという植物があちこちに生えていて、やたらと視界が悪い。じめじめしていて、気温の高低にかかわらず不快だ。この森は人の領域ではないのだと思わざるをえない。少なくとも、森のほうは人間を拒んでいる。

　かつてこの地がシレーと呼ばれていたころ、シレーに住む者、シレーンたちは、森に親しみ、森と共に生き、森の中で死んでいったのだという。彼らは野人であり、樹木を利用して高い塔を建て、その上に邪神を祀まつった。また、親子や兄妹で交わる蛮習も持っていた。それゆえに、彼らは主しゆアルド・サイオンに討たれた。彼らのうちの生き残った者たちは散り散りになって各地で血を残した。千数百年経たっても、その血は絶えていない。レーレの中にもシレーンの血が流れているのだ。

　鷹たかの目、あるいは、狩人かりゆうどの目は、一部のシレーンが持っていた特性だといわれているらしい。

　その狩人としての卓越した能力で、シレーンは主アルド・サイオンを大いに苦しめたのだという。

　大昔に主が率いた軍勢を殺した力を授けられた犬が、主の威光を汚す魔女を討つ。

　皮肉だとは思わない。どうでもいい。犬は命じられるまま、敵の匂においを嗅かぎとって、追いまわし、噛かみ殺ころすだけだ。そのために利用できるものがあれば、何でも利用する。

　違う。

　犬は利用されるだけだ。単なる道具だ。

　紀元一四〇〇年王おう星せい月づき、四の月一日をもって、セルジュ・フレンドールはレーレ・イジュールとの主従契約を解消した。その日のうちに、レーレはヴィリー・ブランドロウの従卒になった。セルジュからブランドロウへと譲り渡されたのだ。レーレはブランドロウの所有物になった。

　それから何のかので十五日。レーレのやっていることは、いや、やらされていることは以前と変わらない。ようするに、レーレはとっくにブランドロウの道具だった。そういうことだろう。

　橙とう星せい月づき、三の月の終わりから、星の鎖はモドリッチ王国内で魔女の軍勢の掃討作戦を展開している。レーレら影犬の者たちが森の中を駆けずりまわって索敵を行い、敵の拠点を発見し次第、本隊に連絡して、これを急襲するのだ。影犬はこの半年で欠員以上に増員され、今や総勢百名に届こうとしている。影犬はたいてい二人一組で行動するから、五十近くの目と耳がモドリッチの森に放たれていることになる。

　レーレ・イジュールとサリ・エクルンドも一組の目と耳だ。

　いや、犬なのだから、鼻、というべきか。

　レーレは足を滑らせないように慎重に歩きながら、大木を見上げて思う。

　サリがいなければ、いっそのこと、木に登って、枝から枝へと移動したほうが楽そうなのに。

「レーレ」

「何」

「今、サリが邪魔だって思ったでしょ」

「……思ってないよ」

「嘘うそばっかり。わかるんだよ。サリには」

　サリは、くっ、と喉のどを鳴らした。

　レーレは返事をせずに足を動かした。遅れずについてくるサリは決して無能じゃない。身軽だし、鼻も利く。薬の知識が豊富だ。女だから、戦闘ではあまりあてにならないが、犬の任務は戦いだけじゃない。むしろ、戦いは犬の仕事じゃない、と言いきってしまってもいいかもしれない。犬はたいてい魔女や魔王を殺すことだけを命令される。戦わずに殺せるのなら、そのほうがいい。毒殺だろうと、眠っているところを襲おうと、標的を始末すればそれでいいのだ。犬の中でも忍び足が上手で、毒物を扱うこともできるサリは、役立たずじゃない。

　ただ、いちいちすり寄ってきて、うっとうしいのだ。

　レーレは足を速めた。

「――ちょっと」とサリが声をあげた。

　レーレは振り向いて、人差し指を唇にあてた。サリはうなずいた。

　二人の犬はモドリッチの森を音も立てずに進んだ。

　狩人かりゆうどの目は、遥はるか遠くで木々やウレの合間にちらつく黒い生き物の姿をとらえている。

　人間のように二足歩行するが、黒く硬い毛で全身が覆われていて、背丈は人間より一回り小さいくらい、常に前まえ屈かがみの姿勢で、脚は短く、腕が長い。毛の生えていない尻尾しつぽを持ち、潰つぶれた狼おおかみみたいな顔をしている。あれは黒毛のグーシーだ。

　鎖くさり帷子かたびらを着たグーシーは、槍やりを杖つえにして地面につきつき歩いている。単独なのか。そうらしい。いや。違う。グーシーは立ち止まった。槍を振って何か合図をしている。左前方だ。別のグーシーがいる。レーレは近くの木に身を寄せた。サリもレーレに倣ならった。

「当たりみたい？」

「ああ」

　レーレは木の陰から顔を出してグーシーたちの様子をうかがいながらうなずいた。

「たぶんね」

「分かれる？」

「うん」

「サリが一番でいい？」

「おれが行く」

　サリは不満そうだったが、レーレはかまわず先行することにした。敵を発見した際、犬は二手に分かれる。一番の犬は可能なかぎり接近し、二番の犬は少し離れる。二番は敵よりも一番を尾行するのだ。そうして一番が敵に気づかれた場合に備える。きっと頭がおかしいのだろう、サリは危険を冒すのが好きらしいので、一番をやりたがるが、レーレにしてみれば、何かあったときにサリの尻しりぬぐいをするなんて冗談じゃない。



    

  
    
      



    

  
    
      　レーレは滑らせるように足を運んでグーシーとの距離を詰めた。合流した二頭のグーシーどもは移動しはじめている。距離はおよそ２ナート（約２００ｍ）。グーシー相手なら、２ゲイン（約40ｍ）くらいまで近づいても絶対に気づかれない自信がある。レーレはそうした。サリの位置は気にしない。本当はサリなんていなくてもいいのだ。

　おれは一人でいい。

　一人のほうがいい。

　レーレは己を森に同化させてグーシーどもを尾行した。

　こうしていると、とても落ちつく。細心の注意を払って、休みなく身体からだを動かしているのに、呼吸がどんどん深くなってゆく。

　人間を拒むこの森を、レーレは気に入りはじめている。もう肌に馴な染じんでいる。

　レーレの中にシレーンの血が流れているからだろうか。

　父さんもこの森が好きだったのかな。

　モーラン・アレルカルド。

　おれの父さんも、聖騎士だったんだ。

　若い魔女を逃がして、人類を裏切った。破門され、レーレをギューヌ・カルヴァンに託して、行方をくらました。

　おそらく生きてはおられまい、とヴィリー・ブランドロウが言っていた。

　レーレもそんな気がする。きっと父はどこかで死んだのだ。

　ユユも魔女たちに殺されてしまった。

　おれは一人だ。

　一人でいい。

　犬はグーシーどもを追いかけた。

　頭をからっぽにして、獲物のあとをつけることだけに集中した。

　やがて連中は一際大きい樹木の前で足を止めた。上を見ている。樹上だ。目立たないが、小屋と呼ぶには大きな建物がある。木材と、乾燥させるとそうとう丈夫なウレで造られているようだ。グーシーが槍やりで樹木を叩たたくと、建物から縄なわ梯子ばしごが下ろされた。グーシーどもは縄梯子を登ってゆく。レーレは建物を観察した。たしかに、小屋とはいえない大きさだ。でも、十人、二十人が住めるような広さはないだろう。見たかんじではそうだが、もしかしたら、樹木の中にまでつづいているかもしれない。考えてみたが、それはないと判断した。魔女どもはみだりに木々を傷つけない。人間は森と戦い、切り開いて、生活の場を広げてきた。魔女どもは森と共に生きることを標ひよう榜ぼうしている。生きている木に釘くぎを打ちつけるくらいのことはしても、年とった大樹をくりぬくような真ま似ねはしないだろう。

　サリが抜き足差し足でやってきた。寄り添ってきたサリを、でも、レーレは放ほうっておいた。この雌犬はかまうとつけあがるのだ。

　レーレは樹上の建物だけではなく、あたり一帯に目を配った。他に似たような建物がないか。敵の姿は。見たところではなさそうだ。

　サリがレーレの耳みみ許もとで囁ささやいた。

「本隊に報告するには、小さすぎる拠点だよね」

　同感だが、レーレは答えなかった。問題は、潰つぶすほどの価値がある拠点かどうかだ。

　レーレは待つことにした。とりあえず日が落ちるまでじっとしていよう。サリは身体を押しつけてきたり、手を伸ばしてきたり、煩わしかったが、無視していたら何もしてこなくなった。それからは自然と我慢比べのような恰かつ好こうになった。喋しやべったら、首を巡らす以外の動作をしたら、負けだ。勝ち気なサリは勝負に乗ってきた。でも、だいぶ日が傾いてきて、とうとう我慢できなくなったのか。サリはさかんに身じろぎをしたり、大きく息を吸って止めたり、ゆっくり吐いたりするようになった。

　レーレはちらりとサリを見た。サリはそっぽを向いた。顔色があまりよくない。

「どうしたの」

「……ど、どうもしないけど」

「そう」

「ただ、ちょっと」

「ちょっと、何」

「……ずっと我慢してて」

「何を」

「何って」

　サリは唇を噛かんだ。身体からだが震えている。というよりも、小刻みに揺らしているのか。

「ああ」

　レーレは遠くのほうを視線で示した。

「してくれば」

　サリはいきなりレーレの後頭部に肘ひじ打ちを見舞おうとした。レーレはとっさによけた。サリは「もう」と言って離れていった。何だ、あれ。

　サリがどこかで用を足して戻ってくると、また我慢比べになった。

　日が落ちて、少ししてからだった。

　動きがあった。

　建物から何か出てきた。建物の出入口は下向きの扉のようで、そこから縄なわ梯子ばしごを下ろして上り下りする仕組みになっている。その扉から何かが顔を出した。一瞬だったが、逆さまになった顔が見えた。人間だ。女だった。グーシーが入っていった建物に普通の人間がいるわけもない。

「魔女がいる」

「え」

　サリは目を凝らして樹上の建物を見た。２ゲイン（約40ｍ）以上の距離があるし、もうだいぶ暗い。それ以前の問題として、魔女はちょっと顔を出し、すぐに引っこめた。どんなに目がよくても、もう何も見えない。サリはレーレに向きなおった。

「どうする？」

　自分の目では確認できなかったのに、疑っていないようだ。レーレは空に目をやった。ほどなく完全に暗くなるだろう。

「まず夜を待つ」

「夜は魔女の時間だよ」

「敵が出てきたら始末しよう」

「出てこなかったら？」

「こっちから攻める」

「そのほうがおもしろそう」

　サリは唇の両端をつりあげて、くっ、と喉のどを鳴らした。

　レーレはあたりを見まわした。とくに建物のある樹木の周辺を注意深く観察した。木々の枝の太さ、間隔などからすると、あまり音を立てず、枝から枝へと移動するのは無理だろう。攻めるとしたら、建物のある樹木を登ってゆくしかない。木登りをするとなると、両手両足がふさがる。途中で気づかれたら、かなり危険だ。言うほど簡単じゃない。敵が出てきてくれるといい。あのグーシーどもは何をしていたのだろう。何かしていたのだ。きっとそのうちまた姿を現すだろう。

「何匹かわざと逃がして、あとをつけてもいい」

「またサリを二番に置こうとしてない？」

　サリは無駄に勘がいい。そのとおりだ。敵を逃がす場合、サリには遠くにいてもらい、レーレは敵を攻撃する。何匹か逃がして、サリがひっそりとそいつらを追う。そういう形になるだろう。

「二人いるんだ。役割分担だろ」

「へえ。あんたもそんな小こ賢ざかしいこと、言ったりするんだ」

「犬はだいたい二人だ」

　レーレはサリのいつも拗すねている青い目を見た。おれはいつだってサリの息の根を止められる。本当にそう思う。

「サリはあのとき、誰だれと組んでおれを尾行してた？」

「あのときって」

　サリは唇の端を舐なめようとして、やめた。

「いつのこと？」

「監視してたのは、おれだけだった？」

「だから、何のこと？」

「ユユのことも見張ってたんじゃないの？」

「あんたが何を言ってるんだか、サリにはわからない」

「そう」

　レーレは樹上の建物に視線を戻した。それからは一切口を開かず、鼻だけで呼吸をして、よそ見をすることもなかった。ただひたすら神経を研ぎ澄ませて、標的だけに精神を集中させる。レーレは飛ぶように過ぎてゆくその時間が好きだ。半日でも、一日でも、何日間でも、こうしていたい。自分にはできると思う。

　敵は夜半に動いた。建物から縄なわ梯子ばしごが下ろされて、最初に出てきたのはグーシーだった。次もグーシー。さらにグーシー。それから小さいポルモ。その次が髪の長い魔女だった。最後は人間の男に見えた。あれは魔王だろう。人間の姿をしている魔王は少なくない。魔王は縄梯子を引きあげ、木にしがみついて降りようとしている。グーシーが三頭、ポルモが一匹、魔王に魔女。敵勢の数は六。

「サリはくるな」

　レーレはサリにそう耳打ちするなり、ひそんでいた木の陰から出た。そのときにはもうレーレは鷹たかの目を持つ森の狩人かりゆうどになっていた。

　レーレは一直線に建物のある樹木を目指した。最初にレーレに気づいたのは一頭のグーシーだった。そのグーシーがこっちを向くまでの間にも、かまわずレーレは距離を詰めた。グーシーが太い、太すぎる声で「ごおおうおおおんおおおおん」と吠ほえた。まだ樹上にいる魔王がまず反応した。レーレの姿を認めて飛び降りようとしている。それから、二頭のグーシー、ポルモの順で、魔女は一番遅かった。グーシーどもは全員槍やりを持っている。ポルモは短剣と吹き矢筒か。魔女は腰に細身の剣を提げている。魔王は樹木を蹴けって空中に身を躍らせながら、背中に斜めがけしていた長い棒を手にした。レーレはもうどいつを狙ねらうか決めていた。当然、魔女だ。

　グーシーどもが魔女とポルモの前で横並びになって槍を構えた。

　魔王はグーシーどものさらに前に降り立った。

　レーレは右手で剣を、左手でナイフを抜いて、あえて魔王にまっすぐ突っこんだ。

　魔王は棒を振りまわしてレーレを打ちすえようとしたのだろうが、レーレには見えている。当たるはずがない。

　レーレは上半身が地面と平行になるくらい体勢を低くして、魔王が振りまわした棒の下を突っ切った。

　そうして魔王のすぐ脇わきを駆け抜けると、グーシーどもが槍の穂先をそろえて待ちかまえていた。違う。そう見えるだけだ。グーシーどもはただ槍を前に出して突っ立っているだけで、レーレの突撃には対処できない。おまえらになんか、用はないんだ。べつにどいてくれなくたっていい。

　レーレは突進して槍やりのすぐ手前で跳んだ。

　三頭いるうちの、真ん中のグーシーの肩を蹴けった。

　その向こうにはポルモと魔女がいた。

　ポルモは吹き矢筒を口にあてようとしていた。筒の先はまだこっちを向いていない。レーレは着地すると、まず吹き矢筒を持っているポルモの両手を剣で斬きり落とした。間髪を容いれず、ポルモを蹴け倒たおして、魔女に肉薄しようとした。

　へえ、とレーレは思った。

　暗くて何色かわからない魔女の瞳ひとみは、だが、明らかにレーレを見ていた。

　魔女は何か包みのようなものを投げつけてきた。

　この魔女はきっと、知ってるんだ。鷹たかの目を持つ魔女狩りがいることを。この半月ばかりの間に、どれも小物だったが、レーレは魔女を二人、魔王を三体殺した。魔女どもが危険な敵の存在を感知して、警戒していたとしてもおかしくはない。

　鷹の目の魔女狩りは、まず魔女か魔王を殺そうとする。魔女にしてみれば、自分が優先的に狙ねらわれることがわかっているわけだから、そのことを前提として迎え撃つべきだ。魔女は決してバカじゃない。それくらいのことは考えるだろう。

　包みは封をされていなかったようで、すぐに開いて、中身がぶちまけられた。

　砂なのか。ごくごく小さい粒だ。それがたくさん。レーレには見えた。だが、もうレーレの身体からだは魔女に向かっている。よけるのは無理だ。いくつかの、いや、かなりの数の粒が、すでに目の前に、比ひ喩ゆではなく本当の意味で、目の前に迫っている。

　レーレは迷わず目をつぶった。

　瞼まぶたをふくめた顔中を小さな粒が叩たたいた。

　いきなり背中に重石おもしをのせられたように感じた。

　レーレはおののきながら夢中で剣を斜めに振りあげた。

「――ああっ……！」

　女の悲鳴があがった。手応えがあった。かなり深く斬った。でも、致命傷かどうかわからない。見えないからだ。レーレは魔女を突き倒して、その胸の真ん中、やや左寄りの位置と思われる場所にナイフを突き立てた。魔女は、ぐ、ぐ、と喉のどを鳴らして、ガイアル、もしくは、ガイユル、と言った。魔王の名前かもしれない。やばい。魔王どもがくる。後ろから。レーレはナイフを引き抜いて、起きあがりながら目を開けた。眼球に猛烈な痛みが走った。痛みは我慢すればいいが、涙が噴きだして止まらない。よく見えない。それでも、グーシーどもを押しのけて、魔王が打ちかかってこようとしていることはなんとかわかった。冷静になれ、とレーレは自分に言い聞かせた。見えなくたって大丈夫だ。やれる。根拠はなかった。でも、やれると思わないと、戦えない。魔王がきた。棒だ。わからない。どっちから、どうくるかなんて、さっぱりわからない。レーレは左方向に身を投げた。空を切るものすごい音がした。無事だ。かわしたのだ。レーレは起きあがって、涙を流しながら目を細めた。魔王は棒を振りかぶっていた。振りおろそうとしている。脳天だ。レーレは今度は右に転がった。魔王の棒は地面を叩たたいた。魔王は吼ほえた。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ……！」

　びりびりと震えた。心も、身体からだも。魔王の咆ほう吼こうを至近距離で聞いたのだ。並みの人間なら金縛りに遭う。レーレは違う。並みじゃない。人間じゃない。犬だ。魔女狩りの道具だ。レーレは左の袖そでで目の周りをこすりながら剣を突きだした。棒で叩き落とされた。レーレは「うああああああ」と声を出した。見える。見える。見える。たとえ涙でくもっていても、見える。見ることさえできれば、殺せる。

　魔王は棒を斜めに振りまわした。レーレは後ろに身体を倒した。切れた。刃物じゃないのに。髪の毛。それから、額だ。深くはない。かすっただけだ。レーレはでんぐり返しをして、立とうとしたら、後方から押しよせる気配を感じた。額の傷から流れだした血が目に入った。レーレは振り返りざまに右手の剣を鋭く振り、一頭のグーシーが突きだしてきた槍やりを弾はじいた。そうして、ナイフを持った左手の甲で血をぬぐいながら横っ跳びした。グーシーどもはレーレについてこられないが、魔王は違う。くる。レーレは地面に転がった。魔王は雄お叫たけびをあげて、二度、三度と、棒を振りおろした。見えるので、かわせる。でも、それだけで精一杯だ。魔王の目は赤っぽく輝いている。人間に似ているが、人間そのままじゃない。顔が違う。毛だらけだ。牙きばが生えている。獣みたいな顔だ。魔王の全身から湯気が立ちのぼっている。その速度がどんどん上がってゆく。速いが、まだレーレの目は捉とらえることができている。レーレの身体も反応できている。両手を失ったポルモが奇声を発して飛びかかってこようとした。グーシーどもも、槍を持って群がってこようとしている。邪魔だ。遅いくせに。でも、邪魔くさい。

　口笛の音が鳴り響いた。

　レーレはそっちを見なかった。

　グーシーどもは違った。口笛の方向に身体を向けた。魔王の注意もそっちに向いた。その隙すきにレーレは体勢を立てなおした。目を凝らした。見える。真ま金がねの秘玉の位置。右肩だ。魔王の本体である心玉を、鉄でも貫くことができない、その名のとおり金剛石のごとく硬い金剛殻が覆っている。それが真金の秘玉だ。ただ、金剛殻には必ず隙間がある。なぜなら、心玉を完全に覆い隠してしまえば、魔王の霊力も遮断されてしまう。魔王は魔女の血を吸って養分とするという。その血も心玉に届かない。その隙間こそが魔女の泣き所と呼ばれる魔王の急所だ。魔王は心玉を破壊しないかぎり死ぬことはない。契約を結んだ魔女が息絶えれば、血が補給されなくなり、いずれ痩やせ枯れて朽ちてしまうが、滅びるわけではないのだ。心玉さえ健在であれば、魔女との血の契約によって、魔王はふたたび、みたび、何度でも、召喚される。魔王の力をえた魔女は、人類に仇あだをなす。魔王は滅ぼされねばならない。おれが魔王を殺す。この手でしとめる。

　そのための力だ。

　レーレは魔王めがけて突進した。魔王はもうレーレに向きなおっている。棒を繰りだしてきた。レーレは棒の先端を見ている。はっきりと見える。顔を少しだけ横にずらした。かすりもしなかった。頬ほおの肉がぶるんと震えただけだ。レーレは魔王に組みついて、左の脇わきに剣を突き刺した。左肩を目指して突きあげた。あった。ここだ。魔女の泣き所。何が魔女の泣き所だ。あんたのために泣いてくれる魔女はもういないじゃないか。おれが殺した。あんたも死ぬんだ。ほら。達した。魔王は「ぶおおおおおおおおああああ」と呻うめいた。牙きばを剥むきだして噛かみついてこようとした。とろくさいんだよ。レーレは笑って魔王から飛び離れた。ついでに魔王の胸を蹴けってやった。魔王は踏んばって、尻しり餅もちこそつかなかった。でも、膝ひざをついた。

「あははは」

　レーレはもう一度、今度はちゃんと笑った。笑ってやった。

　魔王の身体からだは崩壊しはじめていた。心玉を破壊された魔王はどろどろの残ざん骸がいになるのだ。その醜悪さといったらない。無様だ。見苦しい。気持ち悪い。ほとんど汚物だ。

　すでにそうなりかけている。

　魔王の赤い目がレーレを見ている。

　もう魔王は立ちあがることもできない。

　レーレは魔王を見下ろしている。

　叫べ。呪のろえばいい。そんなことさえできないのか。

　ざまあみろ。

「――レーレ……！」

　サリがグーシーどもを向こうに回して、苦戦している。レーレは魔王に背を向けて、グーシーどもの始末にとりかかった。あっさり片がついた。両手を失ったポルモは、血を流しすぎて勝手にくたばってくれた。

　目もく論ろ見み通りとはゆかなかったが、犬の仕事は終わった。

　レーレは魔王の残骸を剣でかき混ぜて、その中から金剛殻と金の結婚指輪を探りあてた。サリがナイフで魔女の指を切断した。そうして、その指から魔王のものと同じ意匠の指輪を抜きとった。

　サリは魔女の指をそのへんに放ほうり、薄笑いを浮かべて指輪をもてあそびながら、レーレを見た。

「余計なこと、した？」

「いや」

　レーレは剣を鞘さやに収め、金剛殻と指輪を物入れにしまった。

「そんなこと、ない」

「危なそうに見えたから」

　サリは、くっ、と喉のどを鳴らした。

「めずらしく」

「ありがとう」

　レーレはサリに向きなおった。

「助かった」

「え」

　サリは目を見開いて、身体からだをこわばらせた。隙すきだらけだ。レーレは一瞬でサリの懐ふところに入りこんだ。右手で鳩尾みぞおちに当て身を食らわせると、サリは「うっ」と呻うめき声ごえをあげた。レーレはサリを押し倒して、右手で額を押さえ、喉のど元もとにナイフを突きつけた。

「正直に答えろ、サリ。あのとき誰だれと組んでた？」

「な……」

　サリは首を左右に振ろうとした。レーレはナイフの刃を皮膚に食いこませた。皮膚は簡単に破れて、血がにじんだ。

「言わないと殺す。本当に殺すよ。けっこう手て強ごわい魔王だった。サリは魔王にやられた。そういうことにする。言え。あのとき誰と組んでた？」

「あ――」

　サリは一度、歯を食いしばった。震えを止めようとしているのだ。どうやらサリもわかったようだ。レーレは本気だ。白状しなければ、殺す。レーレはためらわずにやる。

「アロワ・ジャール」

「あいつか」

　知っている。当然、同じ犬だ。ヨナハンほどではないが、背が高く、痩やせて見える。くすんだ金髪。エメラルドグリーンの瞳ひとみ。優男といったかんじだが、喋しやべっているところをほとんど見たことがない。

「監視してたのは、おれだけじゃないよね。ユユも見張ってた。そうだろ」

「さ、サリは――」

　サリは唇を舐なめて、はあ、はあ、と息をついた。嘘うそをつこうとしてるんだ。それくらいわかる。レーレは右手の指に思いきり力を入れた。頭ず蓋がいを握り潰つぶすような馬ば鹿か力ぢからはないが、苦痛を与えることくらいはできる。

「う、あっ……」

「ごまかしても無駄だ」

「わ、わかった。わかったから」

　サリは小刻みに頭を縦に振った。

「そ、そう。サリとアロワは、見張ってた。あんたと、女の子」

「サリはおれについて雨雲を追いかけた。アロワはユユを監視するためにハイデンに残った。そうだな」

「うん」

「アロワは生きてる。ユユはどうなった？」

「し、知らない」

「嘘うそつけ」

「ほんとだって。あのあと、サリが星の鎖に戻ったら、アロワはもういた。サリも気になったし、アロワに訊きいたけど、報告はもうしたからって。余計なことは知らなくていいって、サリには教えてくれなかった。アロワは口が堅いから」

「でも、アロワは知ってるんだ」

「たぶん」

　サリは顔をしかめた。

「わからないけど。保証はできないよ。サリは知らないんだから。だけど、アロワが帰ってきたってことは、尾行できなくなったんだよ。そういうことでしょ」

「アロワに訊いてみればわかる」

「口、割らないと思うけど」

「割らせる」

　どうしても言わなければ、殺すまでだ。アロワ・ジャール。よく知らないが、用心深そうな男だから、好機をうかがわないといけないだろう。レーレは舌を伸ばして唇の周りを舐なめた。血の味がした。額の傷は深くないが、そこまで浅くもないようだ。サリの顔にぼたぼたとレーレの血が落ちかかった。サリはじっとしている。レーレは右手をサリの額から離し、ナイフを引いた。

「レーレ」

「何」

「好き」

　何を言われたのかわからず、レーレはまばたきをした。

　サリが右手を伸ばしてきた。

　その人差し指と中指と親指がレーレの唇をまさぐった。

「サリは、レーレ、あんたが好き」

　こいつはきっと、人間じゃない。魔女でもない。鹿しかだの豚だのとも違う。狼おおかみでもない。魔女の味方をしている怪物たちとも違っている。

　得体が知れない。何なんだ、この生き物は。気味が悪い。

　サリはつづいて左手を伸ばしてきて、両腕でレーレの首を抱えこんだ。

　顔が急接近してきて、レーレは思わず目をつぶった。唇に何かやわらかいものが押しあてられた。それよりは硬い、ぬるぬるしたものが唇をねぶった。レーレは歯を食いしばった。あぁ。はぁ。熱い、息だった。レーレ、レーレ、と何度も名前を呼ばれた。サリは両脚をレーレの腰に巻きつけ、身体からだを押しつけて、こすりつけてきた。レーレの胸ははち切れそうだった。今にも破裂しそうな胸の奥が、とてつもなくつめたい。破れてしまいそうなのに、そこには何もないのだ。からっぽなのだ。その空洞は、どうやっても埋めることができない。永遠に。

　ずっとこのままでいないといけないなら、死んだほうがましだ。

　レーレはサリを突き放した。

　起きあがって、手の甲で口の周りを、それから、顔中をぬぐった。

　サリに何か言おうと思った。

　何もない。

　言うべき言葉なんて、見つからない。

　サリも無言だった。

　息づかいだけがむなしく聞こえていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　



　アロワ・ジャール。レーレの頭の中にはその名が刻みこまれている。

　犬の全員が集合する機会はまずないが、数人、十人に満たない人数が、御お頭かしらに呼びつけられることはある。そんなとき、レーレは必ず、ただし、それとなくアロワ・ジャールの姿を探した。アロワはレーレを見ようとしなかった。ちらりとも。一いち瞥べつもしなかった。アロワを意識するようになるまで、レーレはまったく気にしていなかったが、考えてみれば少し変だ。他人に関心を持たない犬も多いので、異常とまではいえないが、アロワはかつてレーレとユユを尾行していたのだ。ちょっとくらいは気になるものではないのか。それに、興味がなかろうと何だろうと、レーレは機会があればアロワをうかがっているのだ。たまに視線がぶつかりかけることくらい、あってしかるべきだろう。

　たぶん、わざとだ。

　アロワはあえてレーレを見ないようにしている。

　紀元一四〇〇年輝き星せい月づき、五の月。

　モドリッチ王国における掃討作戦は依然として継続されている。

　先月の終わりに、魔女討伐隊“〝朱の槍やり”〟、“〝暴れ馬”〟も相次いで作戦に加わったため、現在、モドリッチでは三千以上の魔女狩りたちが活動していることになる。

　かつて門前払いに近い扱いを受けたデターナに星の鎖が入ったのは、輝星月十七日のことだった。

　デターナの市民は歓呼して星の鎖を迎えた。それはもう、上を下への大騒ぎだった。何しろ、掃討作戦が始まってから、モドリッチでは町や村が襲われることがほとんどなくなったのだ。今や皆無といってもいいかもしれない。魔女討伐隊はわずか二ヶ月で英雄の座を取り戻した。現金な話だが、市民にすれば、できればずっとその座が空からにならず、魔女討伐隊に座りつづけていてほしいというのが本音だろう。そのため、というわけではないかもしれないが、市民の歓迎っぷりはちょっと常軌を逸していた。とにかく、街中で星の鎖の鎧よろいだの平服だのを身につけている者を見かけると、手を叩たたいて、片言の南部語で何か声をかけ、しまいには取り囲んで、食い物だの酒だのを振る舞おうとするのだ。騎士に色目を使う女はおとなしいほうで、騎士だろうと従士だろうと輜し重ちよう卒だろうと抱きついてゆく女もいる。モドリッチの人間は、おしなべて実直で、ふだんはおとなしいが、何かあると人が変わったように陽よう気きになるらしい。今がそのときなのか。千年以上の歴史があるというデターナの街は、すっかりお祭り騒ぎだ。

　レーレたち犬は、身分こそ星の鎖の従士だが、皆、それとわからない恰かつ好こうをしているので、その気になれば喧けん噪そうの外に身を置くことができる。

　レーレは気配を消して古い匂においのする路地を歩いていた。

　デターナは大昔、今は跡形もない国の首都だったこともあるらしい。建物は入り組んでびっしりと建ち並び、どんなに細い道にも石畳が敷かれている。

　路地はひどく曲がりくねっていて、前を行くアロワ・ジャールの姿は見えない。でも、足音は聞こえる。アロワはレーレの尾行に気づいているのか。たぶん、それはない。そう思うが、どうもアロワという男はとらえどころがない。慎重そうだし、無駄のない身のこなしは犬の中でも上等の部類だが、隙すきがあるようにも見える。旅の楽士を装うことが多いようだが、たしかに見た目はそんなかんじだ。楽器も一通りできるらしい。どこで覚えたのか。サリから聞いたところでは、仲間内では腕が立つほうだと見なされているようだ。おそらく、そのとおりなのだろうとレーレも思う。でも、なぜそう感じるのか。自分でもいまいちわからない。

　今ごろ他の犬たちは、街の賑にぎわいを楽しんだり、飲食したり、割りあてられた宿舎で体を休めたりしているだろう。レーレも遊びに行こうとサリに誘われた。アロワはこんなところをほっつき歩いて、いったい何のつもりなのか。

　考えることは毒だ。毒はやがて全身に回って動きを鈍らせる。

　レーレはアロワの尾行に集中することにした。アロワの意図なんてどうでもいい。レーレの目的ははっきりしているのだ。

　レーレは耳を澄ませてアロワの足音を追った。

　アロワはときおり足を止めたり、ゆるめたりする。何をしているのだろう。姿が見えることはほとんどないので、そこまではわからない。

　次第に人通りが多くなってきた。騒がしいと、アロワを追いづらい。ともすれば、気持ちが乱れそうになる。この程度で苛いら立だつなんて、どうかしている。

　この道はもう大通りに近い。人が多すぎる。アロワの足音を聞き分けるなんて、もう不可能に近い。気づかれたのだろうか。レーレはそんなに下手な尾行者じゃない。でも、否定はできない。その先は大通りだ。

　顔だけ出してアロワの姿を探した。アロワはいた。左のほうだ。道の端に立ちどまってきょろきょろしている。レーレは慌てて顔を引っこめた。少し時間を置いて、また顔を出した。アロワは建物の外壁に背をもたれさせ、楽器を手にしていた。レーレはその名前を知らないが、弦楽器だ。何人か、通りすがりが足を止めて、アロワのほうを見ている。

　アロワは楽器を奏ではじめた。大通りはすごい人だ。楽器の音なんてよく聞こえない。でも、早くも人が集まりだしている。アロワは口を開いた。楽器にあわせて歌っているようだ。歌声らしきものは聞こえる。歌の良よし悪あしなんて、レーレにはわからない。でも、アロワの伴奏と歌には、十人か、十五人、いや、もっとだ、二十人以上、その人数は今も増えつつある――とにかく、人々の注意を引くような力が備わっているのだろう。

　あれも任務なのか。

　わからない。そうかもしれない。犬は資質や能力に応じて、いろいろな仕事を言い渡される。

　レーレに与えられるのは、いつも、魔女の偵察か、魔女や魔王を始末する仕事ばかりだ。それしか能がないと思われているのだろう。きっとそのとおりなのだ。

　曲が終わったらしい。

　アロワが楽器を持ちあげると、周りの人々が拍はく手しゆ喝かつ采さいした。

　レーレは鷹たかの目でアロワの表情をうかがった。

　アロワは笑みを浮かべている。嬉うれしくて嬉しくて仕方ない。そんなふうには見えないが、間違いなくあれは笑顔だ。

　周囲の人々が囃はやしたて、何人かは硬貨を投げた。アロワは歓声に応こたえて、楽器を操りながら踊りだした。これで一気に盛りあがった。

「バカじゃないのか」

　レーレは低く呟つぶやいた。勝手に顔がゆがんだ。だって、滑こつ稽けいだ。喜んでいる者も多いが、半分蔑さげすんで、おもしろがっているだけの者もけっこういる。あれじゃあ、まるで見み世せ物ものじゃないか。そうだ。見世物なんだ。

　自分を見世物にして、アロワは楽しそうだ。

　見ていられない。

　レーレは踵きびすを返した。口の中が苦かった。

　アロワ・ジャール。

　あいつは気にくわない。嫌いだ。



　　　



　星の鎖はデターナで三日間の休息をとった。本隊は。犬は別だ。星の鎖は遊びにきたわけじゃない。休暇のあとには作戦が控えている。デターナから二日の位置にある谷間の魔女砦とりでに、魔女の軍勢が集結しつつあることを、星の鎖は察知していた。犬は交替しつつ谷間の砦を監視しつづけていたのだ。

　レーレは一日だけデターナで過ごし、そのあとは監視の任務に就いた。デターナから谷間の魔女砦まで、二日の距離といっても、それはあくまで行軍の速度で計算した場合だ。レーレにかぎらずだいたいの犬は、短い仮眠を何度か挟むだけで、ほとんど一日中歩きつづけることができる。さすがに何日も連続で、ということになると厳しいし、道が悪いと難しいが、レーレはとくに急がなくても一日にだいたい12モーデン（約96km）ほど移動できる。デターナを出てから谷間の魔女砦に到着するまで、一日もかからなかった。

　谷間の魔女砦とりでは、その名のとおり、深い森の中の谷にある。洞どう窟くつと、目立たない木製の建物と、ぱっと見には盛りあがった地面にしか見えない石造の小屋の集合体で、なかなか構造が複雑だ。出入口も複数あり、どうやら各建物や洞窟はトンネルで連結されているらしい。

　この砦に現在、集結している敵勢は、モドリッチの各地で活動していた魔女の軍団の残党だ。星の鎖ら魔女討伐隊に襲撃されて、敗走し、散り散りになっていた者どもを、ある魔女がかき集めて、態勢を立てなおそうとしている。

　その魔女とは“〝人狩り”〟アヤミだ。

　浅黒い肌をしていて、黄金の髪と瞳ひとみを持つ、まだ若い魔女なのだが、人狩りという物騒な異名は伊だ達てじゃない。アヤミの伴はん侶りよである魔王ガオララは、鬣たてがみを持つ巨大な銀色の猫といった姿をしている。こいつがとんでもなく手て強ごわいらしい。また、アヤミは弓矢の名手でもある。ガオララの背に乗って、神出鬼没のアヤミは、これまで何人もの有力な聖騎士を殺してきた。砦に集まっている敵の数は、多く見積もっても四百くらいと見られているから、数の上では騎士と従士をあわせて千を超える星の鎖のほうが有利だが、魔女と魔王に自由にやらせると、苦しい戦いになる。だが、名のある魔女アヤミと魔王ガオララ率いる敵を打ち負かすことができれば、星の鎖にとっては大きな勝利だ。その後、魔女どもがむきになってモドリッチに侵攻してくるか、あるいは手を引くか。それは様子を見てみないとわからないが、いずれにしても、この一戦は一つの節目になる。また、百人力のアヤミとガオララが死ねば、魔女の軍団にとっては痛手だろう。魔女どもに打撃を与えるために、星の鎖としては、なんとしてもアヤミとガオララをしとめたいところだ。

　レーレは三日間、たまに樹上や茂みの中で休みをとりながら、仲間の犬たちと連絡をとりあいつつ、谷間の魔女砦を監視した。

　その間、二度、アヤミとガオララの姿を目撃した。

　相手はもう、星の鎖の動きを察知している。集められるだけ数を集めて、迎撃するつもりのようだ。数で劣っていても勝利する自信が、アヤミとガオララにはあるのかもしれない。そう思えるくらい、ガオララの背に乗ったアヤミは威風堂々としていた。遠目からでも、やばい敵だということはすぐにわかった。レーレはこれまで、魔女を八人、魔王を九体殺したが、とくにあのガオララは格が違う。小さな魔女ヨモジの伴侶、魔王キジタカ、あいつもそうとうやばかったが、あれに匹敵するくらい恐ろしい敵だ。あんなやつ、どうやって殺したらいいんだ。

　谷間の魔女砦から１カーレル（約２km）の地点に星の鎖本隊が到着して布陣すると、魔女アヤミの軍は砦に籠こもって一兵たりとも出てこなくなった。

　御お頭かしらの命令で、犬たちは少数の見張りを残して、本隊中央に位置しているヴィリー・ブランドロウの周りに集められた。

「今回、貴様らには独立部隊として動いてもらう。貴様らの標的は言うまでもないな。魔女アヤミと魔王ガオララだ。他はどうでもいい。本隊に任せろ。貴様らはアヤミとガオララだけを狙ねらえ。主しゆの御おん為ために、聖騎士団のために、星の鎖のために、このヴィリー・ブランドロウのために、身命を賭として目的を果たしてみせよ。貴様らの働きは必ずや報われる。人類の平和という形でな。健闘を祈る」

　ブランドロウに言われるまでもない。レーレをふくめた犬たちは、言い渡されるだろう任務を予想していた。

　砦とりでの見張りについている十人をのぞいて、九十人ほどの犬は、御お頭かしらの指図で三隊に分けられた。「黒犬」と名づけられた一隊は御頭が率いて、「赤犬」はデルデンという三十路を越えた犬が、「白犬」はゲズーという頭の禿はげた四十年配の犬が仕切ることになった。アロワは黒犬、レーレとサリは白犬に配属された。

　犬たちは本隊に先立って進発した。谷間の魔女砦にできるだけ接近して、魔女アヤミと魔王ガオララを殺す機会をうかがうのだ。

　谷間の魔女砦は本隊の北にある。黒犬は砦の西、斜面の上に、赤犬は砦の東に、白犬は大きく回りこんで、北の斜面の上に陣どった。これで一応、星の鎖は谷間の魔女砦を包囲したことになる。

　日はすでにだいぶ傾いていた。ブランドロウは日没までに決着をつける気だろう。

　犬たちが配置についてから間もなく、本隊が動きはじめた。

　星の鎖の騎士たちは騎乗していない。馬はデターナに置いてきた。輜し重ちよう卒たちもデターナに居残っている。遠くから見ると、馬に乗っていない騎士は従士とほとんど見分けがつかない。でも、実際は装備がだいぶ違う。騎士のほうが重い鎧よろいを着ているし、聖騎士の剣と盾を持っていて、それから、星の鎖独自の武器、火ひ打うち銃じゆうを携帯している。従士は要所要所だけを鉄板で守る軽い鎧を着ていて、扱いやすい丸盾と、小振りだが頑丈な剣、あとは槍やりを携えている。

　本隊は砦のある谷に進入しようとしている。

　ゲズー以下、レーレたち白犬は微動だにしない。砦にまだ動きがないからだ。

　本隊は砦まで４ナート（約４００ｍ）ほどの位置にまで達した。

　深い森の谷は依然として静かだ。

　レーレは隣にいるサリを見た。親指の爪つめを噛かんでいる。レーレの視線に気づいて、サリは親指を口から離した。

　本隊は進む。砦まであと３ナート（約３００ｍ）、２ナート（約２００ｍ）――、

　まだなのか。

　１ナート（約１００ｍ）――、

　きっとそろそろだろう。

　４ゲイン（約80ｍ）、３ゲイン（約60ｍ）、２ゲイン（約40ｍ）――、

　やっとだ。出てきた。一斉だった。あちこちの木造、石造の建物や洞どう窟くつから、豚みたいな顔をしたブードだの、岩肌人間ダングーだの、黒毛のグーシーだの、狼おおかみどもだのが、わっとあふれだすように姿を現した。

「始まった」と一人の白犬が呟つぶやいた。見ればわかることだ。わざわざ口に出す必要はないが、誰だれもその白犬を責めなかった。

　敵は星の鎖を知っている。火薬を使って銃弾を撃ちだす火ひ打うち銃じゆうは強力な武器だ。弓矢のように連射はきかないが、距離によっては鉄板を撃ち抜くほどの威力がある。星の鎖の騎士隊は、馬で敵に急接近して一斉射撃を浴びせるという戦術を得意としているが、あれをまともに食らえば、大集団でも動揺する。ともすると崩れてしまいかねない。

　だとしたら、まともに食らわなければいいのだ。

　密集隊形をとらず、射撃の的を絞らせない。

「敵も然さる者もの、だな」

　白犬の頭、ゲズーが感心したように息を吐いて言った。

　敵は四方八方から本隊に襲いかかってゆく。もう先頭同士は揉もみあっている。あれでは火打銃を使うことはできない。たぶん、それが敵の狙ねらいだ。敵は火打銃を警戒し、これを封じるため、できるだけ星の鎖を引きつけて打って出た。固まらずに。あちこちから。

　ただし、言うまでもなく、兵力はできるだけ集中させたほうがいい。ばらけさせると、各個撃破される。

　星の鎖の隊員たちは百戦錬磨だ。その動きは滑らかで、無駄がない。敵がどの方面から押しよせてこようと、星の鎖は自在に隊列を変化させて、必ずそれ以上の数で受け止め、撥はね返す。彼らはよく声を出す。戦意を昂こう揚ようさせ、維持するため。それだけじゃない。指令が下れば、伝達しあう。苦戦していたら、すぐさま助けを求める。余力のある者は迷わず加勢する。彼ら一人一人が、どうすれば負けないか、自分や仲間が死なないか、どうやって戦いに勝つか、よくわかっているのだ。そして、いざというときは主しゆのために自らの命を捧ささげる。人類のために雄々しく戦う者は、たとえ戦場で斃たおれても、天国に行くことができると信じている。

　星の鎖は強い。

　敵はみるみるうちに打ち減らされてゆくが、星の鎖の隊列はまったくといってもいいほど痩やせ細ることがない。

「勝負にならないじゃないか」

　一人の白犬が低く笑った。

「気が早いぞ」

　ゲズーが少し尖とがった声を出した。

　レーレは駆けだした。サリがレーレの名を呼んだ。白犬たちがざわめいた。ゲズーが何か怒鳴った。レーレは気にしなかった。鷹たかの目はとらえていた。星の鎖の、隊列の最後尾だ。食い破られた。そんなふうに見えた。魔王ガオララだ。魔女アヤミはいなかった。魔王が単身で星の鎖に突っこんだのだ。でも、犬たちが三方から砦とりでを見張っていた。砦の正面には本隊がいた。魔王はどうやって本隊の背後に回りこんだのか。どこかに秘密の出入口でもあるのか。ないとは言いきれないが、今はどうでもいい。

　レーレは斜面を駆け下りた。

　砦を構成している建物群を突っ切って、まだ激しく戦っている敵と星の鎖本隊の脇わきをかすめるようにして駆け抜けていった。

　どうやらレーレが一番乗りのようだが、他の白犬だけでなく、黒犬や赤犬も動いているだろう。

　でも、そんなの、知ったことじゃない。

　というか、考えている場合じゃない。

　魔王ガオララは大暴れしていた。近づくと、本当にでかい。その巨きよ躯くはどこもかしこも凶悪な武器だ。魔王は前肢で従士を踏み潰つぶす。後肢で蹴けり殺す。一咬かみでほとんど木っ端微み塵じんにする。尻尾しつぽの一撃で払いのける。頭から突っこんでいって、盾を構えた複数の騎士をまとめて吹っ飛ばしてしまう。魔王の周りには絶えず人間やその破片が舞い、血ち飛沫しぶきが濃霧みたいに立ちこめている。それなのに、魔王の全身を覆っている被毛や鬣たてがみは赤く汚れることがない。あくまでも銀色に美しく輝いている。

　あいつをしとめろっていうのか。ガオララまでの距離は１ゲイン（約20ｍ）ほど。これ以上接近したら、ガオララの圏内だ。魔王はあっという間に迫ってくる。その身体からだの一部でもかすったら、それでレーレは終わりだ。おそらく、二度と立ちあがれないような打撃を被る。レーレはガオララの動きを鷹の目で確実に捕捉しないといけない。ガオララより速く動かないといけない。必ず一突きで致命傷を与えないといけない。真ま金がねの秘玉はどこだ。見る。見るんだ。見える。腹だ。腹部のど真ん中。最悪だ。あの胴回り。逞たくましい骨格。筋肉は鋼鉄の鎧よろいみたいだ。きっと剣なんて通らない。火ひ打うち銃じゆうの銃弾だって、真金の秘玉までは到達しないだろう。しかも、心玉を覆っている金剛殻の隙すき間ま、魔女の泣き所は、上を向いている。背骨に守られているということだ。

　無理だ。

　少なくとも、不可能にかぎりなく近い。

　本当に方法はないのか。考えつく唯一の方法は、ガオララの背に乗る。背中に剣を突き刺す。背骨の脇から、魔女の泣き所めがけて。

　できるとは思えない。それでも、レーレは走りだした。

　身体が動きだすと、雑念は消えた。

　騎士や従士たちは魔王から距離をとろうとしている。邪魔にならなくていい。レーレはむっとする血霧の中に突入した。魔王は従士をくわえたまま、こっちを向いた。噛かみ砕くだいた。もっとだ。もっと速く。もっと加速できるはずだ。魔王が吼ほえた。ごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああん。一瞬、鷹たかの目が曇りそうになった。一瞬だけだ。レーレは魔王の咆ほう吼こうを聞きながら前進した。魔王が突進してくる。恐怖はない。これっぽっちも。しくじったって、死ぬだけだ。

　魔王が迫ってくる。レーレも向かってゆく。

　でかい顔だ。口が、口の中に並んでいる牙きばの一本一本が、笑えるくらい大きい。

　魔王は身体からだごと突っこんできた。

　その鼻先が接触する寸前に、レーレは両脚を投げだすようにして身体を倒した。

　ぎりぎりだった。

　すぐ目の前に魔王の顎あごがある。

　レーレは魔王の鬣たてがみを両手で引っつかんで、その太い首に両脚を巻きつけた。

　魔王は身をよじりながら前肢の爪つめで首を掻かくようにしてレーレを引きはがそうとした。その前に、レーレは鬣を頼りに魔王の背に回りこんだ。

　魔王はまた吼えた。

　レーレは左手で鬣をがっちり握りしめたまま、右手で剣を抜こうとした。

　間に合わないか。

　魔王は身体を横転させようとしている。

　レーレはやむなく鬣から手を離して思いきり魔王の背を蹴けった。

　空中を移動している間に、盾を並べて整列している騎士たちと、駆けつけてくる犬たちの姿を見た。

　レーレは右足から着地した。膝ひざを曲げて転がり、腿もも、尻しり、肘ひじ、肩を地面について、勢いを殺した。すぐに起きあがった。

「突撃……！」

　ヴィリー・ブランドロウの声はやたらと通るから、すぐわかる。騎士たちは盾を前面に出して魔王に猪ちよ突とつした。

　魔王は迎え撃った。身体を斜めにして騎士たちの盾の列に体当たりを見舞い、簡単に粉砕した。十数人の騎士たちは、一人の例外もなく吹き飛ばされた。

　すかさずブランドロウがまた号令をかけた。

「次ぃっ！　行けぇい……！」

　第一波の騎士たちの後ろに、第二波が控えていたのだ。同じく十数人の騎士たちが魔王にぶつかっていって、やはり撥はね返された。

「けぇぇい……！」

　第三波は槍やりを構えた従士隊だった。魔王は右の前肢を一いつ閃せんさせて槍を叩たたき折り、左の前肢で二人の従士を殴り殺し、一人の従士を咬かみ殺したが、三本、いや、四本の槍がその巨体に突き刺さった。といっても、浅い。魔王がぶるんと身を震わせると、槍はぜんぶ抜けてしまった。従士の槍がつけた傷からは赤い血が流れた。人間の血では決して汚れることがなかった銀色の被毛に、初めてついた汚点だった。

　魔王も無敵じゃない。

「次ぃ――」

　ブランドロウは第四波の突撃を命じようとした。

　魔王が身をひるがえした。逃げるのか。

　第四波の従士たちや、第一波、第二波、第三波で無事な者たちが、つられて魔王を追いかけようとした。

　レーレは動かなかった。

　何だ。何か変だ。おかしなかんじがする。気持ち悪い。

　ブランドロウはレーレから半ゲイン（約10ｍ）くらい離れた場所にいる。

　この感覚は、何だ。どこかをさわられている。つかまれている。違う。

　見られている。

　レーレは吸いよせられるようにその方向に鷹たかの目を向けた。魔王が逃げてゆこうとしているほうじゃない。逆だ。その正反対。木がある。斜面から斜めに生えている、かなり年とっていそうな、なかなかの巨樹だ。

　その枝の上にやつはいた。

　浅黒い肌。黄金色の髪。同じ色の瞳ひとみ。魔女アヤミ。弓を手に持っている。その弓にはもう矢がつがえられていて、いつでも発射できそうだ。

　ここまでの距離は１ナート（約１００ｍ）以上ある。何を狙ねらっているのか知らないが、普通は当たらない。普通は。

　でも、あいつは違う。

　あの目。金色の目。あの視線。あいつには見えている。

　レーレはブランドロウに視線を送った。ブランドロウは戦場でもほとんど兜かぶとを被らない。今もそうだ。名を呼ぼうかと思った。やめて、レーレは走った。すぐだった。レーレはブランドロウに飛びかかった。押し倒すと、頭上を矢が通りすぎていった。ブランドロウも生半可な騎士じゃない。すぐに事情を察したようだ。

「――む……！　狙そ撃げきか……！」

「隊長をお守りしろ……！」

　副隊長のダーヴィッド・リンチが剣を振りまわしながら叫んだ。

　レーレは飛び起きた。ブランドロウに何か言われた。すまんな、とか、命拾いしたぞ、とか、何とか。レーレは返事をしなかった。魔女だ。あいつを殺す。魔女はもう木から下りようとしている。でも、鷹たかの目は捉とらえている。離さない。逃がさない。レーレはまっしぐらに駆けた。騎士も従士も敵も、邪魔だなんて思わなかった。標的を視界に入れていれば、この身体からだは勝手に動く。障害物をよけて標的を追う。つかまえるまで、どこまでも追いつづける。

　魔女は木から下りた。一瞬、こっちを見た。目があった。黄金色の瞳ひとみ。魔女はそれから斜面を下りず、登ることもせず、南へと向かった。魔女はきっと、魔王と合流するつもりだ。魔王も今ごろ南へと方向を転換していることだろう。魔王の行方を確かめたい欲求はあった。無視した。それよりも魔女だ。魔女が死ねば、魔王は長く生きられない。魔女が捧ささげる血の力で、魔王は形を保っているのだ。

　レーレは魔女を追う。もう斜面に達した。

　魔女は逃げる。レーレから魔女までの距離は１ゲイン半（約30ｍ）くらいだ。

　あの魔女。けっこう身軽だ。そう簡単には縮まらない。ただ走るだけでは。

　レーレは腰の物入れから投とう擲てき用の小刀をとりだした。小刀といっても、四角い形をしていて、それぞれの角が出っぱり、尖とがっている。御お頭かしらが考案した武器らしい。そのまま四角刀、と呼ばれている。

　その四角刀を、レーレは手首をきかせ、回転させて投げつけた。

　魔女が振り向いて、黄金色の瞳で見た。

　レーレは魔女の背中を狙ねらったのだが、魔女は間一髪のところで身をよじった。四角刀は魔女の左肩の下あたりをかすめた。魔女はすぐさま体勢を立てなおした。でも、速度がゆるんだ。レーレにはそれで十分だった。一気に半ゲイン（約10ｍ）まで距離を縮めた。あとはじりじり詰めてゆけばいい。遠からず追いつく。レーレは叫んだ。

「あきらめろ……！」

「誰だれが……！」

　魔女は叫び返すなり背中にくくりつけていた弓を手にとって、矢筒から矢を抜いた。振り向いて弓に矢をつがえたときにはもう、黄金色の瞳はレーレに狙いを定めていた。

　矢は放たれた。

　鷹の目はその矢を完全に捉えている。

　レーレは突っこんでいった。

　首を左に曲げて、矢をかわした。

　魔女は二本目の矢を弓につがえようとしていたが、遅い。

　レーレは左手で腰の後ろからナイフを抜きながら魔女に飛びかかった。

　押し倒しながら、魔女の胸の真ん中にナイフを突き立てた。



    

  
    
      



    

  
    
      　魔女は弓を手放して、右手をレーレの首に、左手をレーレの顔にかけた。魔女は最後の力をふりしぼって爪つめを立てた。魔女の爪が皮膚に食いこんだ。痛くも痒かゆくもなかった。

「……その、力、を……サイオンのために、使う、なんて……！」

「違う」

　レーレは魔女の黄金色の瞳ひとみを睨にらみつけて、ナイフをさらに深く突き入れた。

「サイオンのためじゃない。おれはおまえらが憎い。それだけだ」

「……がお……ら……」

　魔女の顔がゆがんだ。その両手が地面に落ちた。泣きたいのか。悔しいのか。レーレはナイフを握る手に力をこめた。何かをぶちりと断ち切った。そんな感触があった。黄金色の瞳は光を失った。レーレはナイフを引き抜いた。血は噴きださなかった。あふれでるだけだった。レーレは魔女の左手を見た。薬指に金の指輪が嵌はめられている。レーレはそれをぞんざいに抜きとって、物入れにしまった。起きあがって、右手で自分の頬ほおにふれた。血ち塗まみれになった。魔女の爪はけっこう鋭かったらしい。でも、魔女狩りを殺すには足りなかった。ぜんぜん足りなかった。

　振り返ると、また魔王が本隊とやりあっていた。

　本隊は、だが、魔王の迎撃と包囲に兵力を割きながらも、他の敵を着々と討っている。

　火ひ打うち銃じゆうの銃声が轟とどろいた。魔王はいったん退ひいた。

　後退してゆく魔王に群がろうとしているのは、黒犬、赤犬、白犬各隊だ。

　レーレは魔女を一いち瞥べつした。ちゃんと死んでいるか確認しただけだ。魔女は完全に事切れていた。確認すると、魔女のことは忘れた。みんな戦っている。戻らないと。

　でも、みんなって、誰だれなんだろう。

　どうでもいいか。

　レーレは本隊の中を駆け抜けて、魔王を取り囲んでいる犬たちの戦列に加わろうとした。その前に、ブランドロウが「離れぇいっ！」と叫んだ。犬たちは一斉に魔王から距離をとった。ブランドロウが「てぇいっ！」と掛け声をかけると、二十人くらいの騎士が火ひ打うち銃じゆうをぶっ放した。そのうちの半分以上が魔王に命中した。魔王は踏んばって、それから吼ほえた。ごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん。ものすごい咆ほう吼こうだった。地面が、空気が震えた。身体からだ中じゆうが痺しびれた。あいつはきっと、知ってるんだ。魔女が死んだことを知ってる。

　ブランドロウが剣を振りおろして「かかれいっ……！」と号令を下した。

　騎士たちは盾を構えて、剣を振りあげ、従士たちは槍やりを前に突きだして、犬たちは思い思いの武器を手に、魔王めがけて突進していった。当然、レーレもつづいたが、最前列まではやや距離があった。結果的には、そのおかげで助かったのかもしれない。

　魔王はぐるぐる回った。

　飛び跳ねた。

　尻尾しつぽを、前肢を振りまわした。

　人間たちが撒まき散ちらされた。

　魔王は血肉の海と血の霞かすみの中心で天を仰ぎ、またもや咆吼した。

　それから、身をひるがえした。

　人間たちの一部は魔王を追おうとした。レーレはとっさに叫んだ。

「魔女はしとめた！」

「――深追いするな！」

　すかさずブランドロウが全隊に命じた。

「影犬は距離を置いて魔王を追跡！　騎士は守備隊形！　従士は敵に警戒しつつ、負傷者の救護にあたれ！」

「黒犬は魔王を追う！」

　御お頭かしらがめずらしく大きな声を出した。

「赤犬と白犬は周辺の索敵！」

　星の鎖はそれぞれの役割を果たすべく動きだした。レーレは気抜けしていた。周辺の索敵、か。しょうがない。おれは犬だ。言われたことを、言われたとおりにする犬。

　それにしても、けっこう死んだ。敵はもちろん、味方も。いや、よく見ると、死者は意外と多くないのかもしれないが、負傷者はかなりの人数にのぼりそうだ。

　ヨナハンとかセルジュは大丈夫だったのかな。

　捜そうとして、やめた。どうでもいい。おれはブランドロウの犬だ。もう関係ない。

　それでも、自然と地面に横たわっている者たちを見ていた。

　知っている顔があった。

　金髪。優男風の顔は、血で汚れているだけでなく、半分潰つぶれていて、見る影もない。

　レーレは男に近づいていった。

　男はまだ息があるようだ。

　しゃがんで、肩を揺すってみた。男は片方しか残っていない目を開いた。

「……ああ……」

　何を言えばいいのか。どう声をかけてやればいいのか。レーレにはよくわからなかった。気がついたら、無意味に男の名を呼んでいた。

「アロワ・ジャール」

「……レーレ……イジュール……」

　アロワはなぜかうなずいた。

「ぼくに……訊ききたいこと……ある……じゃない……のか……」

「いいんだ」

　レーレは首を横に振った。

「もういい。喋しやべるな」

「……どうせ……死ぬ……」

　アロワは咳せきをして、血を吐いた。身体からだのいたるところが、折れたり、ねじ曲がったり、潰れたりしているのだ。

「……ユユ、は……あの、子は……」

「知ってるのか。ユユがどうなったか」

「……死んだよ……きっと……魔王に……殺された……それで……ぼく……は……逃げたんだ……死ぬ、わけには……いかないから……任務の……途中……でも……結局……同じか……ああ……」

「水を」

　レーレは水筒をとりだそうとした。

「いらない」

　アロワは、はっきりとそう言った。

「水は、いい。いらない。笛、を……」

「笛……」

　レーレはアロワの無残な身体からだを見まわした。腰のところに笛が差してあった。レーレは笛を抜いて、アロワの顔の前に持っていった。アロワは右手を動かそうとした。無理だった。肘ひじが折れている。でも、左腕は完全にぐちゃぐちゃだ。レーレはアロワの右手を持ちあげて、笛を握らせた。

「ああ……」

　アロワは目をつぶった。

「……ありがとう……」

　そうして、短く息を吸いこみ、ゆっくりと吐きだした。

　レーレは動かなくなったアロワ・ジャールをしばらくの間、見つめていた。

　我に返って、星印を切ろうとした。

　指が震えていた。

「ありがとうって……」

　レーレは笑った。こんなときに、なんで笑うんだろう。自分でもわからなかった。

「何だよ、それ」



    

  
    
      
第３話　【首飾りと魔王の歌】





　魔王ガオララは十七日間も単独でモドリッチ王国内を荒らしまわった。

　ガオララはどうやら、被毛を周りの風景に同化させて、姿を隠すことができるらしい。谷間の魔女砦とりででの戦いで、いきなり星の鎖本隊の後方を強襲することができたのも、その力のおかげなのだろう。姿を隠したまま砦を出て、そのまま後ろに回りこみ、本隊に襲いかかった、ということだ。星の鎖は八人の騎士と二十八人の従士を失い、六十人の重傷者、百人以上の軽傷者を出したが、大半はガオララにやられたのだ。

　ガオララは猛威を振るった。

　星の鎖だけでなく、朱の槍やり、暴れ馬、さらに金の喇らつ叭ぱも加わって各地の警備にあたったが、三つの村が壊滅して、五つの村で大勢の死傷者が出た。ナハールという大きな街も甚大な被害を受けた。

　谷間の魔女砦とりでの戦いから十八日、ガオララはついに首都ハルドラールに迫った。

　レーレもハルドラールの防壁の上からガオララの姿を見た。

　ヴィリー・ブランドロウの采さい配はいで、星の鎖だけではなく、ハルドラール中央軍も街の外には布陣していない。総員は防壁の上か、固く閉ざされた門の後ろにいる。

　防壁の上には、弓矢を構えたハルドラール中央軍の兵士たちと、火ひ打うち銃じゆうを持った星の鎖の騎士たちがずらりと並んでいた。

　鷹たかの目を持つレーレは、同じ資質の持ち主である御お頭かしらイアン・ブラックハートと共にブランドロウのそばに控えて、ガオララの様子をうかがうように命じられたのだ。

「そろそろだ。魔女の血が尽き、魔王は果てる」

　リハード王や重臣たちにだいぶ嫌いや味みを言われ、せっつかれてもいるという話だが、ブランドロウはどこ吹く風といった態度だ。

「まあ、ガオララは、魔女ドラコの魔王グルブブ、魔女ルチアの魔王バルバロと比肩しうるほど手て強ごわいとされてきた魔王だからな。まともに戦ってしとめようと思えば、精強をもって鳴る魔女討伐隊といえども、一隊では足りん。一軍に匹敵する戦力ということだ。この程度の犠牲はやむをえん。そう考えるべきだろう」

「申し訳ありません」

　御頭が低い声で言った。

「力不足です」

「気にすることはない」

　ブランドロウはからからと笑った。

「むしろ、イアン、貴様やレーレを失う羽目になったほうが、私にとっては痛手だった。兵もそれほど死なせずにすんだしな。レーレが魔女アヤミの息の根を止めた瞬間、我々の勝利は確定したのだ。あれは見事な戦果だったのだぞ、レーレ」

　何と返せばいいのかわからず、レーレは黙っていた。

　御頭の、一見、黒だが、よく見ると青い鷹の目は、じっと前を見すえている。

　その視線の先では、魔王ガオララが防壁から３ナート（約３００ｍ）くらい離れて吼ほえたり跳ねまわったりしている。

　ブランドロウがレーレの肩を叩たたいた。

「いや、実際、貴様には助けられた。貴様がいなければ、私の命も危うかったかもしれんのだからな」

　レーレが曖あい昧まいにうなずいてみせると、ブランドロウはまた笑った。

「ガオララが注意を引きつけて、魔女が狙そ撃げきする。単純だが、ガオララの力が並外れているだけに、どうしても引っかかってしまう。その手で烈心隊のオリバー・フィンク隊長が討たれた。私もまんまとアヤミの策に嵌はまるところだった。私が斃たおれていたら、兵たちは動揺し、ガオララに引き裂かれ、蹂じゆう躙りんされていたことだろう。勝負は紙一重なのだ。レーレ、今回は貴様がその紙一枚分だった。勝敗は時の運とも言うが、私は信じぬ。運などありはしない。紙一枚分でも相手に優まさったほうが勝利する。それが戦場の真実だ」

　３ナート（約３００ｍ）の距離があっても、鷹たかの目は徐々に崩壊しつつあるガオララの身体からだをはっきりと捉とらえていた。

　ブランドロウがガオララを指さした。

「村をいくつ破壊しようと、何人殺そうと、あれは敗残者だ。すべては悪あがきにすぎん。それすら間もなく終わる」

　ガオララがこれまで以上に大きな吼ほえ声をあげた。

　遠いせいか、儚はかなく聞こえた。

　ガオララが走りだした。こっちへ向かってくる。ブランドロウが右手を振りあげた。

「騎士隊！　狙ねらぇい……！」

　防壁の上で列をなしている騎士たちが火ひ打うち銃じゆうを構えた。

　ガオララが駆けてくる。防壁まで、あと１ナート（約１００ｍ）――、

「てえぇい……！」

　ブランドロウの掛け声にあわせて、百挺ちょう以上の火打銃が一斉に火を噴いた。

　数十の銃弾がガオララに命中した。ガオララの身体はすでに崩れかけていて、かつて銀色だった毛皮は見る影もない、茶色いどろどろしたものに成り果てている。そのどろどろしたものにたくさんの穴があいた。ガオララは一瞬、止まった。また走りだそうとしたが、踏みだした右前肢が崩壊した。つづけて、左前肢も。ガオララは後肢で身体を押しだそうとした。後肢もすぐに役に立たなくなった。ガオララはそれでも身をよじって起きあがろうとしたが、とうてい無理だった。

「よし」

　ブランドロウが右の拳こぶしを突きあげた。

「魔王ガオララは死んだ……！　もはや魔王が人の街を襲うことはない！　聞け！　これは人類の勝利である！　小さな一歩でしかないが、主しゆの加護の下、怯ひるまずに前進しつづけることで、我々は必ずや魔女と魔王、その手下どもを滅ぼすことができる！　私は諸君の前で誓おう！　私と我が星の鎖はそのための礎となる！　諸君もどうか我々と共に歩んでほしい！　真の勝利をつかむために、戦おうではないか！　主の御為にロオ・エルウ……！」

　星の鎖の隊員たちが、主の御為にロオ・エルウ、と叫んだ。ブランドロウはそれから、モドリッチの言葉で何か叫んだ。きっと同じことを繰り返したのだろう。そして、主の御為にロオ・エルウ。今度は星の鎖の者たちだけではなく、ハルドラール中央軍の兵士たちも唱和した。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ……。

　レーレはガオララの残ざん骸がいを見下ろしていた。

　不意に、どこかをさわられているような、つかまれているような――見られているかんじがして、横を向くと、御お頭かしらと目があった。

　御頭は無表情でレーレを見つめていた。きっとレーレの表面じゃない。御頭の鷹たかの目はレーレの骨や内臓を見ているのだ。

　レーレはガオララに視線を戻して、呟つぶやいた。

　主の御為にロオ・エルウ、と。



　　　



　紀元一四〇〇年伴ばん星せい月づき、六の月。

　星の鎖はモドリッチ王国をあとにして、カラリヤ王国に入った。

　カラリヤ王国にはアマルディア湖という巨大な湖がある。なんでも、西方で一番大きな湖らしい。その北岸に位置する首都パルメクは、カラリヤ王の住まう都としてよりも、エルウシオンがある街として名高い。ある、といっても、パルメクの中にあるわけではなくて、教都とも称されるエルウシオンは、アマルディア湖に浮かぶ涙の島に建設された城じよう塞さい形式の小さな都市なのだ。

　どうせカラリヤ王国を訪れるのなら、エルウシオンに立ち寄りたい。せめて遠くからその威容を目にしたい。

　サイオン信徒ならば、そう思うのが普通らしいが、レーレはまるで興味がなかった。教都も教主も信仰もどうだっていい。それに、星の鎖の目的地は、カラリヤではなく、その向こう、西の果ての国、名も無き荒野と接しているメンヒル王国のタブールだ。カラリヤはただ通りすぎるだけなのだ。

　モドリッチ王国首都ハルドラールを出て約一ヶ月、星の鎖はタブールに到着した。

　タブールは紀元一二六九年、魔女エンデに占領された。タブール事件は、聖騎士団結成のきっかけになったのだ。

　聖騎士団はメンヒル王国軍と力をあわせて、一二七一年、タブールを奪還したが、魔女エンデの動乱は一二七六年、ゴガ・ザナークの決戦で魔女エンデと魔術師アレクが死ぬまでつづいた。

　その後、名も無き荒野を臨む城塞都市として復興を遂げたタブールは、だが、一三七六年、ふたたび魔女の軍団に攻め落とされた。「私はエンデ。ひとたび土に還かえったが、百年の時をへて復活した」と宣言した魔女が、本当に魔女エンデだったのか。そうではない、別人が魔女エンデを名乗っただけだというのが、大方の見解らしい。ともあれ、魔女エンデはタブールを拠点として勢力を伸ばした。魔女討伐隊を中心とした聖騎士団や各国連合軍が十と重え二十重はたえにタブールを包囲したのが一三八二年。それから魔女エンデの軍団は一年以上も籠ろう城じようをつづけた。一三八四年、奪回されたタブールは、城じよう塞さい都市どころか、人の住む街の面影は微み塵じんもなく、単なる瓦が礫れきの山だったという。

　数奇な運命をたどったタブールは、街というよりは砦とりでとして生まれ変わった。

　高い、高い防壁にしっかりと囲まれている市街は、すべてが石造だ。建物と建物の間にも屋根が渡されていることが多く、日当たりはよくない。街の中心へ向かうほど高くなってゆき、真ん中にはタブール伯エルドスが住まう「緋ひの館やかた」がある。城と呼ばれていないのは、おそらく、タブール自体が巨大な城のようなものだからだろう。本当に、城をそのまま大きくしたような街なのだ。

　タブールの西には、見渡すかぎり褐色か黄色、橙だいだい色いろしかない不毛の地が広がっている。

　名も無き荒野は主しゆアルド・サイオンさえも足を踏み入れることがなかった、神に見捨てられた土地だ。

　その人跡未踏の荒れ野を住処すみかとしている者たちがいる。

　白髪白しら髭ひげのムウラ、豚人間ブード、岩肌人間ダングーといった怪物たち、それから、蝙蝠こうもりに似たアンダルース、巨大熊くまゾフー、斑まだら狼おおかみジドネといった獣たちだ。

　魔女と魔王は名も無き荒野に分け入ってゆき、連中をかき集めて軍団として組織する。そうして西方各地に入りこみ、人の街を襲うのだ。

　同じように怪物や凶暴な獣が棲せい息そくしている場所としては、名も無き荒野以外にも、北の永久凍土、南の慈悲の海に浮かぶ流刑島があげられる。永久凍土はクジェ帝国が、流刑島は海を挟んだ大ブルノー連合王国が、そして名も無き荒野はメンヒル王国が、それぞれ監視し、少しでも敵の侵入を阻もうと躍起になっているのだが、魔女の活動が一向に衰えないという現状からすると、その試みは必ずしも成功していないのだろう。あるいは、魔女の手下どもはすでに、西方の山岳地帯や深い森の奥にすっかり浸透していて、そこで殖え、勢力を伸張させているのかもしれない――。

　そうはいっても、名も無き荒野は依然として怪物たちの棲息地だ。

　タブール伯エルドス麾き下かのメンヒル遊撃隊“〝梟ふくろう”〟は、近年、大胆にも名も無き荒野に入りこんで偵察を行うようになった。梟の働きによって、タブール伯はブードやダングーの動きが活発化していることを察知し、近々、西方への大移動があるのではないかと予想している。敵の狙ねらいが、三度目のタブール占領なのか、それとも、ただ大兵力を西方に送りこもうとしているだけなのか。そこまではわからないが、座視するよりは先手を打つべきだろう。

　タブール伯は聖騎士団に情報を伝え、助力を要請した。

　この求めに応じて、星の鎖、烈心隊、輪舞、暴れ馬、あわせて四個の魔女討伐隊がタブール入りしたのだ。

　タブールとその周辺地域を警備するメンヒル国境防衛隊“〝曠こう野や”〟は総勢一万を超えるが、彼らは防衛に専念しなければならないので、基本的には動けぬ身だ。

　タブール伯の右腕、アベル・デロン隊長率いる梟ふくろうは、二千。

　四個の魔女討伐隊で、戦闘要員は約四千。

　梟と魔女討伐隊は、総計六千の兵力でもって名も無き荒野に押し入り、アンローという名の赤い山の麓ふもとにあるブードやダングーの大野営地を攻める。

　それが「疾風迅雷作戦」と名づけられた今回の作戦の概要だ。

　その作戦名のとおり、タブール入りした魔女討伐隊は、一日どころか半日も休まなかった。梟とともに、すぐさまタブールを出て、名も無き荒野に足を踏み入れた。

　タブールから大野営地までは、通常の行軍速度であれば七日かかるとのことだが、これを五日以内で踏破する。梟が敵を監視しているように、敵もこちらを見張っているに違いない。アンダルースは大きな蝙蝠こうもりのような生き物で、昼間に飛んでいたら、弓矢の名人が射撃の的にする。だが、連中は夜目がきくから、夜の間に飛んできてどこかに身を潜め、密偵のような真ま似ねをする厄介な怪物なのだ。数は少ないし、西方ではめったに見かけないが、名も無き荒野には連中の巣があるらしい。敵はこちらの動きをつかんでいると考えたほうがいい。ただ、敵にとっても、この速さは予想外だろう。梟も魔女討伐隊も実戦慣れした精強な部隊だからこそ、この作戦は実行可能なのだ。

　星の鎖の影犬は二手に分かれた。御お頭かしら以下六十人ほどは本隊と行動をともにする。禿はげのゲズー以下レーレやサリをふくめた三十人は、梟の斥候と一緒に、ほとんど不眠不休で、昼間は灼しやく熱ねつ、夜間は凍えるほど寒い赤茶けた荒野を突っ走った。

　とにかくできるだけ早く大野営地の近くに到着して、状況を把握しておくのが先遣隊の役目だ。そのためには、多少の、いや、かなりの無理をする。飲食はもちろん馬上で行い、馬に飲食させるとき以外は止まらない。馬は多めに連れてきている。へばったら乗り換え、肢あしが折れたら楽に死なせてやる。梟の斥候が乗っているやたらとがっしりた体格の馬たちは、荒野に慣れているからか、わりと平気そうにしていたが、犬たちの馬はばたばたと倒れた。

　レーレの愛馬、黒くろ鹿か毛げのエリオも、二日目に右の前肢を痛めてしまった。完全に折れてはいなかったから、休ませてやれば治らない怪け我がではなかったが、ついていてやることはできない。放したところで、この荒野で生きられるはずもない。レーレは自分の手でエリオの息の根を止めた。鷹たかの目で急所を探りあて、苦痛を感じることがないように、丁寧に、素早く殺した。

　これまでたくさん、それはもうたくさん、殺してきた。

　心は痛まなかった。

　痛むような心なんて、レーレは持ちあわせていないのだ。

　そう言い聞かせた。

　夜、馬を並べて走っていたサリが声をかけてきた。

「エリオ、残念だったね」

　レーレは無視した。

「せっかくサリが心配してあげてるのに！」

　勝手に腹を立てているサリなんて、どうでもよかった。レーレはエリオじゃない馬を走らせながら、なぜかアロワ・ジャールのことを考えていた。犬が死ぬと、御お頭かしらは決まってその犬の名を呟つぶやいて星印を切る。御頭に倣って、同じことをする犬も多い。あとは、星の鎖の従士として扱われる。聖職者に祈りを捧ささげてもらい、埋葬されるのだ。犬はだいたい身寄りがないので、近くの墓所に埋められる。アロワもそうだった。死ぬときに握りしめていた笛と一緒に、土の中で眠りについた。

　馬の場合、余裕があれば、埋めてもらえる。隊によっては、解体して食用にすることもあるようだが、星の鎖ではしない。

　エリオは放置された。

　死んだ馬に向かって祈る者や、星印を切る者はいない。

　レーレもしなかった。殺す前にさよならを言っただけだ。

　エリオは最後に何を思っただろう。馬だから、何も思ったりしないのか。

　アロワはどうなのか。笛を持たせてやったら、礼を言われた。

　ああいうとき、人間はたぶん、嘘うそをついたりしない。そんな気がする。

　ユユは魔王に殺された。アロワはそう言った。

　やっぱりユユは死んだんだ。

　なぜか、ちっとも悲しくない。わかっていたことだからか。でも、生きているかもしれない。望みを持っていなかったわけじゃないのに、どうしてだろう。

　心がないからかもしれない。

　前はあったと思う。もうなくなった。レーレの心は死んでしまった。だから、平気で殺せるんだ。エリオのことだって、殺す以外の選択肢もなかったわけじゃない。でも、殺した。おれは殺せるんだ。心が死んでるから、いくらでも殺せるんだ。そんなおれを、ブランドロウは、優秀な犬だって褒めるんだ。

　丸二日で大野営地を遠くに望むことができる小さな赤い岩山にたどりついた。この先は身を隠す場所がほとんどないので、これ以上接近すれば、まず間違いなく敵に見つかってしまう。梟ふくろうの斥候二十人とゲズー以下三十人の犬は、この場を拠点にして、アンダルースに発見されないように用心しつつ、主に夜間、大野営地の様子をうかがうのだ。

　大野営地は石造の小屋が雑然と建ち並んでいる集落だった。小屋といっても、大きな石を積んだだけの、即席のかまどに蓋ふたをしたようなものでしかないのだが、人間より頑健な怪物どもにはあれで十分なのだろう。小屋の数は、とても数えられないが、大野営地にいるのはダングーとブードばかりだ。西や南西からやってきて大野営地に合流するのはだいたいブードどもで、ダングーどもはアンローの山々から下りてくる。梟ふくろうの斥候によると、アンローの奥にはダングーの王国があるらしい。いざ戦となったら、その王国とやらから、ダングーの援軍が大挙して押し寄せてくる、という危険性はないのか。少し気になったが、それはない、とのことだった。王国といっても、人間からすれば、その規模は大きめの村程度でしかないらしい。怪物どもにとっても、名も無き荒野の環境は過酷なのだ。動物どころか、植物もきわめて少ないのだから、当然といえば当然だろう。この地には十分な水も食糧もない。それなのに、なんで連中はこんな場所に棲すんでいるのか。

「レーレ、あんた、そんなことも知らないの？」

　本隊の到着が間近に迫った底冷えのする夜、レーレは岩陰で毛皮にくるまり、日の出を待っていた。梟の斥候や犬たちは交替で大野営地を見張ってきたが、もうレーレの出番はない。レーレの隣で同じく毛皮で寒さをしのいでいるサリも、それは同じだ。

「あいつらみんな、もともとは西方にいたんだよ。主しゆに逆らって、こてんぱんにされて、居場所がなくなったから、名も無き荒野とか、永久凍土なんかに逃げたの」

「じゃあ、シレーンと似たようなものか」

「シレーンは一応、人間だし、違うでしょ」

「違うのかな」

「違うよ。あんたみたいに、シレーンの血が濃くて、その力で主のために戦ってるやつだっているんだし」

「サリは主のために戦ってるんだ」

「孤児だったから。サリは」

　サリは微かすかに笑った。普通の女みたいな、むしろ、少女みたいな笑い方だった。

「聖堂の孤児院で育ったんだけど、そこのおかあさんが――ていっても、もちろん本当のおかあさんじゃないよ。おかあさんって呼んでただけ。その尼僧さんがね。すごくやさしくて。他の連中はさ。やなやつばっかりだったけど……」

　レーレは黙って聞いていた。サリは地面を軽く蹴けった。

「よくわかんないけど、ああいう人がいるんだったら、神さまもいるんだろうなって。おかあさんが主を信じてるなら、サリも信じてもいいかなって、思って。魔女をのさばらせといたら、いつかおかあさんも殺されちゃうかもしれないでしょ。そんなの、サリは許せない。サリは並の男よりは強かったからさ。犬になれて、よかった。おかあさんのために戦うってことは、主のために戦うってことと、そんなに変わらないでしょ」

　レーレはうなずいた。うなずく以外に、できることなんてなかった。

「そうだね」

　朝を待ちながら、自分のからっぽさに嫌気がさして、せめて誰だれかのために戦いたいと思った。ユユが生きていたころは、レーレの剣やナイフはユユのためにあったのだ。戦いがおもしろいとか、好きだとか、そんなふうに思ったことは一度もない。でも、ユユのためなら戦うことができた。ユユのためなら死んだってよかった。ユユはもういない。ユユを殺した敵が憎くて、レーレは戦っている。いくら戦っても、ユユは戻らない。敵を殺しつくせば、おれは満足するのかな。いい気分で朝を迎えられるようになるのかな。サリはレーレの隣で少しだけ眠った。レーレは一睡もしなかった。

　太陽が中天に達する前に梟ふくろうの本隊と四個の魔女討伐隊がやってきて、ただちに大野営地への攻撃が開始された。

　御お頭かしらイアン・ブラックハート率いる影犬百名足らずは、大野営地の裏手に回りこんだ。迎撃に集中している敵を、後方から攪かく乱らんするのが影犬の仕事だった。影犬は大野営地の裏手に移動するまでは慎重に、それからは大胆に動いた。少しもためらわなかった。影犬は堂々と大野営地に進入した。すぐに敵に見つかった。十人のダングーだった。

　ダングーたちは、二人をのぞいて影犬に向かってきた。二人のダングーは増援を求めに行ったのだろう。影犬はよってたかって八人のダングーをまたたく間に殺した。軽傷を負った者が一人いただけで、影犬の損害は皆無に近かった。二人のダングーは、すぐに援軍を連れて戻ってくるだろう。

　御頭は犬たちに、散開して大野営地の中を走りまわるよう命じた。ここから先は戦わなくてもいい。むしろ、できるだけ戦わずに敵を引っかきまわすのだ。

　犬たちは二、三人ずつが組になって、大野営地の中に散らばっていった。

　レーレは一人でよかったのだが、サリがついてきた。

　大野営地に集結していた敵の総数は三千から四千の間だと推測されている。そのほとんどが梟と魔女討伐隊本隊の迎撃にあたっているようだが、後発のダングーやブードもいた。犬たちは連中の間を駆け抜けて、引きつけつつ、御頭の合図で敵軍の後背へと突っこむ手て筈はずになっている。突っこむといっても、攻撃するわけじゃない。あくまでそう見せかけるだけだ。敵にできるだけ近づいたら、踵きびすを返して逃げるのだ。

　わかっている。犬は言われたとおりのことをすればいい。狼おおかみの中でも、斑まだら狼おおかみジドネあたりは、身体からだつきも大きさも犬と大差ない。それでも、犬と狼はまるで違う。犬は人間に仕える生き物だ。犬は人間に従うから、餌えさや寝床を与えられる。命令を聞かない犬は狼と同じだ。レーレは狼じゃない。犬だ。

　それなのに、レーレは大野営地の中を駆けずりまわりながら、鷹たかの目を光らせて殺すべき敵を探していた。

　レーレは腰の後ろの鞘さやに愛用のナイフを、それから、腰の両側には新しい剣を提げている。一本は、見た目こそ普通の剣だが、刃がない。先端が重くなっている、頑丈な、打撃用、あるいは、相手の刃物を打ち払うための剣だ。鈍どん剣けん、という。もう一本は、外見からして普通の剣とは違う。それは、鍔つばをつけた大きな針のようなものだ。簡単に曲がったり折れたりしないようにある程度太くして、先を尖とがらせてある。突き刺す以外の用途では、まず使えない。急所を一突きするための剣で、魔王の心玉を破壊するため、魔女の泣き所を的確に貫くことを想定して、レーレが御お頭かしらに提案し、御頭がブランドロウに頼んで、どこかの鍛か冶じ屋やに大至急作らせた。魔王殺し、という。

　鈍剣も、魔王殺しも、実戦で携帯するのはこれが初めてだ。

　どうせなら、試したい、という欲求がレーレの中にはある。

　とくに、魔王殺しは、魔女の泣き所が見える鷹たかの目の持ち主にとって、とても頼もしい武器になるかもしれない。この魔王殺しの使い勝手を見て、剣身の長さや強度、尖らせ方などを調整してもらうのだ。しっくりくるものを見つけるか。何種類か作ってもらって、状況に応じて使い分けるか。いずれにしても、今より楽に魔王をしとめられるようになるだろう。

　魔女と魔王がどこかにいればいい。

　レーレは殺すべき敵を求めて駆けた。

「――レーレ！　速すぎるよ……！」

　レーレが全速力で走れば、サリはついてこられない。

「ついてこなくていい」とレーレは呟つぶやいた。

「……え!?　何……!?」

「ついてくるな！　邪魔なんだ！」

　レーレは振り返らずに石造の小屋、ダングー、ブードらの間を突っ走った。サリはバカじゃない。男勝りでも、結局、男には勝てないことを知っている。だから、男をうまく利用する。レーレに置いてゆかれたら、サリは誰だれか他の犬と一緒に行動するだろう。それでいい。そうしてほしい。

　おかあさんのために戦うサリは、おれとは違う。

　おれのそばにいたら、きっとサリは死ぬ。サリが死んだら、おかあさんが悲しむはずだ。サリは死なないほうがいい。悲しんでくれる人がいるなら、こんなところで死ぬべきじゃない。

　おれはいい。死んだって、誰も悲しまない。ブランドロウは惜しむかもしれないけど、泣いたりはしないだろう。

　おれは戦って、魔女を殺して、魔王を殺して、戦って、そしていつか殺されて、死ぬ。

　それでいい。そのほうがいい。何も考えたくない。戦っていれば、殺すべき相手が目の前にいれば、余計なことは吹き飛んでしまう。

　どうせなら、本当に犬だったらよかったのに。

　なまじっか人間だから、あれこれ考えてしまって、めんどくさいんだ。

　そのうち御お頭かしらが火薬を爆発させて、影犬全員に合図を送る。待っていられない。

　レーレは大野営地のすぐ外で梟ふくろうや魔女討伐隊の本隊を迎え撃っている敵軍の最後尾めがけて突進した。

　途中で鈍どん剣けんを抜き、ブードの頭を手当たり次第にぶん殴りながら進んだ。ダングーは鉄みたいに皮膚が硬いから無視した。ブードやダングーがレーレを追いかけてきた。つきまとってくる斑まだら狼おおかみは鈍剣で蹴け散ちらした。いいな。これはいい。鈍剣。これは使える。先端の重さを上手に利用すれば、加えた力以上の威力を発揮できる。剣だの斧おのだの槍やりだのの刃はだいたい研いであるものだから、それが丸みを帯びた鈍剣の剣身と衝突すると、けっこう簡単に欠けてしまう。ずるっと滑って、受け流す恰かつ好こうになることもある。そのあたりは、力の加え方と角度、速度で制御できる。

　いい気分だ。

　ブードの後頭部を鈍剣でぶっ叩たたきながら、レーレは少しだけ笑った。

　ずっと後ろのほうで火薬が爆発した。御頭の合図だ。

　あとで御頭に怒られるかな。どうだっていいか。どうせ、処罰はされない。ブランドロウが許さない。おれは優秀な犬だからだ。魔女と魔王を殺す、いい犬だ。

　そうだ。サリのおかあさんのために戦おうか。そういうことにしようか。

　飛びかかってきた斑狼の頸くびに鈍剣を叩きこみながら、レーレは自分の思いつきに気をよくした。

　そうだ。そう思えばいいんだ。

　このブードも、斑狼も、ダングーも、サリのおかあさんのために殺してる。

　サリ、喜ぶかな。べつに、サリが喜んだって、おれには関係ないけど。でも、誰だれも喜ばないよりはいい。ヴィリー・ブランドロウだけが悦に入っているよりは、ずっといい。魔王はいないのかな。魔女はどこなのかな。いたら、サリのおかあさんのために、おれが殺してやるのに。皆殺しにしてやるのに。



　　　



　紀元一四〇〇年の炎えん星せい月づき、七の月がもうすぐ終わる。

　疾風迅雷作戦を成功させた星の鎖は、タブールで束つかの間まの休みを満喫している。

　烈心隊、輪舞、暴れ馬はすでにタブールを去ったが、星の鎖は天てん陽よう月づき、八の月に入るまで、この城じよう塞さい都市にとどまることになっている。ひょっとしたら、敵の逆襲があるかもしれない。それに備えて、ということに、名目上はなっているようだが、星の鎖に緊張感はない。逆襲などないと、ブランドロウは考えているのだ。あの男の頭にあるのは、次の戦いのことだけだろう。そのために、天てん陽よう月づきから水すい鏡きよう月づき、九の月にかけて、全隊員の半数ずつに長期休暇をとらせ、帰郷させる予定だったのに、地ち星せい月づき、十の月まで延期になった。そのことで高まりつつある隊員たちの不満を抑えるという目的も、タブールでの短い休暇にはありそうだ。効果は上がっていた。タブールは国境警備のための砦とりでといった趣で、小さい街だし、一見、整然としているように見えるが、決してそんなことはない。市場には活気があるし、一歩裏通りに入れば、酒場も多く、着飾った女たちも大勢いる。星の鎖の隊員たちは、思い思いに楽しみ、疲れを癒いやして、憂さを晴らしていた。

　レーレもタブールでの日々を満喫していた。

　新たな発見だった。

　飲めない酒を飲もうとしてみたり、見知らぬ女に声をかけられて、慌てて逃げたりするよりも、大騒ぎしている隊員たちを遠くから眺めていたほうが、ずっと楽しい。

　タブールは、そうはいっても、狭い街だ。酒場などは一箇所に集中しているから、そのへんをぶらぶらしていれば、必ず星の鎖の隊員たちがいる。

　レーレはヨナハンを見かけた。ヨナハンは二人の女に両脇わきを固められていて、困惑している様子だったが、彼女らを振りほどいたりはしなかった。ヨナハンは他の騎士たちと一緒に、酒場に入っていった。

　盛り場の端の屋台で、セルジュが一人、杯を重ねていた。セルジュはしばらくの間、ひとりぼっちだったが、そのうち三人連れの従士がやってきた。三人はセルジュに声をかけて、たぶん、同席を求めたのだろう。セルジュは断らなかった。きっと、セルジュの下で戦ったことのある従士なのだ。セルジュは女のくせに男のふりをしている変な騎士だが、すごくまじめだし、決して無能じゃない。あの従士たちも、セルジュが女だということは知っているだろう。でも、からかい半分、といった態度には見えなかった。上官として、戦友として接している。そんなふうに見えた。セルジュも、満更でもなさそうで、ときおり微かすかな笑顔ものぞかせた。笑うと、セルジュはかわいらしい女になる。従士たちは、でも、どぎまぎしたりしなかった。レーレはよく戸惑ったものだ。あの従士たちは、レーレなんかより、ずっと大人なのだろう。セルジュには、おそらく、ああいう仲間がいたほうがいいのだ。

　市場に行って、露店をひやかした。タブールは、家の中でもないのに屋根があったりするので、露店が多いのだ。

　欲しいものなんて、レーレには何もないから、髪飾りや腕輪を眺めて、あれはユユに似合いそうだとか、これはユユが欲しがりそうだとか、そんなことを考えたりした。ユユはもういないが、ユユのことを考えたって、べつにいいはずだ。ずっとユユのことを考えていたっていい。誰だれかに文句を言われる筋合いはない。誰も、何も言わない。

　ただ、もう会えないから、寂しいだけだ。

　ある露店に、星印を象かたどった首飾りがたくさん並んでいた。

　青い石がいくつも嵌はまっている銀色の首飾りは、とてもきれいだった。

　レーレはそれを買い求めることにした。値段は、カラリヤ王国やメンヒル王国で使われているメンデル銀貨二枚、とのことだった。給料は、大ブルノーやスタンリーで使われている硬貨で支払われる。ダレル銀貨二枚でいいかと持ちかけたら、それなら三枚でなければ困る、と、露店の主は流りゆう暢ちような南部語で言った。なんだか騙だまされているような気がした。でも、金はある。あまり使うあてもない。レーレは３ダレル払って、首飾りを手に入れた。それを持って、サリを捜した。サリは、タブール中心部の近くにある、名も無き荒野を見渡すことができる広場にいた。

　広場の外縁には手すりに設けられていて、その向こうは一段も二段も低く、見下ろせば建物の屋根や、屋根のない小路が広がっている。

　サリは手すりに腰かけて、名も無き荒野を眺めているようだった。

　レーレはサリのそばまで行ってから、声をかけた。

「サリ」

「え」

　サリは気づいていなかったようだ。レーレはべつに、足音を忍ばせて近づいたわけでもないのに。ぼんやりしていたのか。サリはレーレを見て、目をぱちくりさせた。

「レーレ。どうしたの？」

「捜してたんだ」

「サリを？」

「うん」

「ふうん……」とサリは鼻を鳴らして、苦笑いをした。

「雪でも降るんじゃない？」

「ここには雪なんて降らないよ。雨だって少ないみたいだし」

「サリが言いたいのは、そういうことじゃないんだけど」

「じゃあ、どういうこと？」

「それくらい、めずらしいってこと」

「ああ……」

　レーレは手すりに背をもたれさせて、空を見上げた。

　タブールの空は少し黄ばんでいる。風が強い日は、夕方じゃなくても、赤みを帯びていることもある。

「用があって」

「どういう用？」

「サリのおかあさんに」

　レーレは首飾りをとりだして、サリに差しだした。

「これ」

「……嘘うそでしょ？」

　そう言いながらも、サリはレーレの手の下に掌てのひらを広げた。レーレはサリの掌の上にそっと首飾りを置いた。サリは首飾りを顔に近づけて、まじまじと見た。

「何、これ。きれい」

「教会にいる人って、そういうの、よくつけてるだろ」

「つけてるけど」

「いっぱいあったんだけど、それが一番よさそうだったんだ」

「……これ、サリのおかあさんに？」

　サリはおそるおそるといったかんじでレーレの顔をうかがった。レーレはうなずいた。

「いらないかな。だったら、サリが使えばいいし。サリもいらないんだったら、捨てちゃっていいよ」

「捨てないよ」

　サリは首飾りを両手で握って、首を左右に振った。



    

  
    
      



    

  
    
      「捨てるわけないでしょ。そう……だね。今度、おかあさんに会ったとき、渡そうかな。いつになるか、わからないけど。それまでは、サリが使おうかな」

「そうすればいいよ」

「そうする」

　サリはさっそく首飾りをつけた。

「どう？」

「うん」

　レーレは目を細めた。サリは笑っている。なんだか、まぶしい。どうして、胸が苦しいのだろう。

「いいんじゃないかな」

「ありがと」

　サリはそう言うと、ふっ、と吹きだし、顔をそむけた。

「なんか、変だね。こんなの」

「そうかな」

「変だよ。レーレが、普通の男の子みたい」

　違うよ、と言おうとした。声が出なかった。おれは犬だよ。

　サリはちらりとレーレを見て、またすぐに目をそらした。

　それから、両腕で抱えこんだ膝ひざに、顔を押しつけた。

「変なの」



　　　



　今日でもう三百三十二日、彼女は日の光を見ていない。

　やむをえないことだ。覚悟していた、とまでは言えないが、納得している。そのはずなのに、気を抜くと、後悔や怒り、苛いら立だちがわいてきて、まだまだ自分は未熟なのだと、彼女は思い知らされる。森の奥の地中にある、暗い、暗い牢ろう獄ごくの中に、彼女はいる。でも、一人きりじゃない。彼女から離れることができない、彼女も離れたくない、血の契約で結ばれた生涯の伴はん侶りよがそばにいる。食べ物や水も、必要最低限、与えられている。それに、時間。長い時間が彼女にはもたらされた。その貴重な時間を無駄にしてなるものか。彼女は行ぎように明け暮れた。牢獄は、決して広々としているわけではないが、動きまわることができる程度の広さはある。無の行、闇やみの行、水の行、道どうの行、そして夜の行。できることはいくらでもあった。自分でも認めざるをえないほど、彼女は未熟なだけでなく、まだ幼いのだ。早く一人前の魔女になって、友たちを守り、友たちのために道を切り開くことができるようになりたい。そのための力が欲しい。

　魔女ルチアの命令を破った彼女に下された懲罰は、三百六十五日間の禁きん錮こだった。

　彼女に同情して、反対してくれた者もいたが、彼女は懲罰を受うけ容いれることを自ら宣言した。ルチアはたしかに厳しい人だ。でも、無意味に友をいじめるようなことはしない。ルチアはあの作戦の責任者だった。皆がルチアの言いつけを守って行動しなければ、作戦に綻ほころびが生じて、最悪、失敗してしまうかもしれない。命令に背いた彼女は裁かれなければならない。そうしないと、ああ、こんなものかと思い、次の作戦で、責任者の命令を無視する者が出るかもしれないのだ。そのせいで作戦がうまくゆかなかったら、結果的に、友たちが無駄に命を落とすことになる。

　ルチアは正しい。その証拠に、魔女ドラコも、ルチアが下した判断に異議を唱えなかった。彼女は罰を受けて、反省し、また、その時間を有意義に使って、ふたたび友たちのために戦うための力をつけなければならない。その機会を与えられたのだ。

　わかっているのに、ルチアさまはひどい、と考えてしまう。ドラコさまだって、助け船を出してくださってもよかったのに、みんな、ルチアさまに反感を抱いてさえいたのに、どうして。

　牢ろう獄ごくに入ってから、三百三十二日も経たったのに、いまだにそんなことを考えてしまうのだ。お日さまの光を浴びたい。一目でいいから、夜空の星を、お月さまを見たい。おいしい森の空気を吸いたい。みんなに会いたい。ふとした瞬間、そんな思いがわっとあふれだしてきて、本当に情けなくて、涙が出る。

　彼女の生涯の伴はん侶りよは、彼女が泣いていても、何も言わない。壁に背中をもたれさせて、長い、長い刀を肩に立てかけたまま、じっとしている。前はそうではなかった。何度か、彼女の名を呼んで、慰めてくれようとした。彼女がそのたびに断ったから、彼は彼女を放ほうっておいてくれるようになった。彼女には泣くことが必要だった。自分自身の弱さと向かいあい、思うぞんぶん悔し涙を流して、流しつくしてしまおう。いつか涙のひとしずくも出なくなったら、そのときこそ彼女は一人前の魔女だ。そう言えるような気がする。彼女が尊敬している魔女たちはみんな、ちょっとやそっとでは泣いたりしないからだ。

「ヨモジは、大人にならないといけないのですわ」

　そう呟つぶやいて、彼女は結けつ跏か趺ふ坐ざし、今日も行ぎように打ちこもうとした。

　牢獄の木で出来た丸い扉を、外側から何者かが叩たたいた。

　食事は一日に一度で、まだ先のはずだ。

「いったいぜんたい何事なのですの……？」

　ヨモジは顔をしかめて立ちあがり、ええん、と咳せき払ばらいをして扉に近づいた。

「はいはい、ヨモジに何か用事でもありますのですかしら？」

「ここを開けます」

　知っている声だ。この三百三十二日間というもの、彼女は何度も食事を運んできてくれた。牢獄は剣ヶ峰を擁する山脈、カダーランに近い森の奥深くにある。ただ、ここには牢獄だけがあるわけではない。魔女の隠れ家がある。西方中でもっとも大規模な隠れ家だ。魔女たちの間では「秘密基地」と呼ばれている。傷を癒いやすために秘密基地を訪れて、滞在する者もいる。人間に追われて住む場所を失い、とりあえず秘密基地に逃げこむ者もいる。若い魔女たちが、一線を退しりぞいた年長の魔女たちに師事して、行ぎようを積んだりもしている。彼女は、新しい師をえて、友と一緒に戦う力を蓄えるため、秘密基地にとどまっているとのことだった。

「まだ途中ですが、魔女ヨモジと魔王キジタカ両名の懲罰を解くことになりました」

「でも、なぜですの、ヘルガさん」

「ドラコさまとルチアさんが話しあわれて、下された決定です」

「お二人が……」

　ヨモジは眉まゆをひそめて唇をへの字に曲げた。何か悪い予感がする。ヨモジの伴はん侶りよ、魔王キジタカが音を立てずに起きあがり、彼女のそばにきてくれた。ヨモジはキジタカに抱きつきたかった。抱きしめてもらいたかった。でも、我慢した。魔女ヘルガがかんぬきを外して、扉を開けた。

「いらしてください。お急ぎになって」

　ヘルガはそう言うなり、身をひるがえして早足で歩きだした。ヨモジとキジタカは一瞬だけ顔を見あわせて、ヘルガのあとを追った。地中の通路を出ると、日の光がまぶしくて、目が痛かった。だけれど、途方もなく気持ちいい。森の空気は甘露の味わいだ。死んでいた心と身体が生き返った。そんな心地がする。でも、うっとりしてはいられない。キジタカに背中を押されて、ヨモジは慌ててヘルガを追いかけた。

　秘密基地は静かだった。誰だれもいない。鳥の声も、風の音もしない。

　古い木が壁となり天井となっている通路を、ヘルガは急ぎ足で進んでゆく。

　ヨモジはもう泣いてしまいそうだ。これから何が起ころうとしているのか。ヨモジにはすでにわかっていた。キジタカも同じなのだろう。

「悲しむな、ヨモジ」

　そう囁ささやいて、キジタカはヨモジの背中をさすってくれた。それから、抱きあげてくれようとしたが、ヨモジは首を横に振った。大人にならなければならないのだ。一人前に。キジタカの言うとおりだ。悲しんではならない。別れは悲しいことではない。

　通路の果ては、木々に囲まれた広場だった。

　そこには魔女と魔王が、小さき者ポルモや虚うろの賢者ムウラ、地を愛めでる者ブード、鉄人ダングー、足あし速はやのランドール、鬼のアントラ、鱗うろこ肌はだガガー、黒毛のグーシーがいた。働き狢むじなのスオルピンがいた。森の狼おおかみクオードや、雪狼セアード、隻眼フォデア、斑まだらのジドネがいた。夜の翼アンダルースもいた。大おお熊くまゾフーもいた。大おお鷹たかの大飛ていひ、闇やみを走る狼の暗趨あんずお、猛たける角ハドラックや、血ち塗まみれ鹿しかのイーウェ、忍び猫ヤーズまでいた。木々の枝にはたくさんの鳥が歌を忘れてとまっていた。

　広場の真ん中の大地の上に、彼女は横たわっていた。

　その髪の毛は真っ白だ。蒼そう白はくの肌は皺しわだらけで、とても、とても、彼女は痩やせている。

　でも、誇り高い彼女は美しかった。

　薄く開かれた彼女の瞳ひとみには大空が広がっていた。

「オコナさん……」

　ヨモジは駆けだしそうになってこらえた。魔女オコナ。死病に冒されてからも、まっすぐに自分の道を歩いてきた彼女の、静かな、厳かな、そして皆に見守られてあたたかな終わりを、決して乱してはならない。

　オコナの頭のそばには、大きな毛玉のような魔王タロモレがいる。

　ひざまずいて、オコナにとって最後の弟子である一人の女性が、師の右手をあたためようとするかのように握りしめていた。

　もう一人の弟子であるヘルガは、やはりひざまずいて、オコナの左手をとった。

　ヨモジは魔女ドラコとその伴はん侶りよである魔王グルブブ、それから、魔女ルチアと魔王バルバロに目礼し、さらに、他の友たちに向かって一礼した。声は一切出さずに、オコナを囲む列に加わって、唇を噛かみ、青い空を見上げた。ヨモジは絶対に涙を流すまいと心に決めた。物心がついたころから魔女の中にいたヨモジは、死病に冒される前のオコナを知っている。そのころもう、オコナは四十歳近かったが、本当にきれいな女性だった。幼いヨモジを、叱しかることはせず、教え諭した。それでいて、オコナは厳しかった。でも、やさしかった。一度でもオコナと接したことがある者は、誰だれだって尊敬の念を抱いたはずだし、好きになったはずだ。今や魔女の象徴ともいえる魔女ドラコや、たくさんの支持者を抱える魔女ルチアでさえ、魔女オコナには一目置いていた。戦場で百人力を発揮するわけではない。その伴侶である魔王タロモレは、どちらかといえば、戦いには向かないし、戦いを嫌ってもいる。魔女オコナも、強い魔力の持ち主だとはいえない。それなのに、魔女オコナは人望が厚く、誰からも重んじられていた。そんなオコナが、どうして病に。なぜ。運命の残酷さを友たちが嘆いても、オコナだけは平然としていた。

「皆さん……」

　オコナが口を開いた。

「お別れを言うときがやってきました。もう、わたくしの目は、光を感じることしかできません。どうやら、お日さまの下で眠りにつくことができそうです。それに、皆さんがこうして集まってくださいました。わたくしはとても満たされています。これまで生きてきた中で、今が一番、幸せです」

「オコナさん……」

　ヘルガがうなだれた。ヘルガはオコナの弟子となったが、普通の師弟関係とは少し違うようだ。ヘルガは先代の魔女ヘルガから名前を受け継いだ。ヘルガの師はヘルガだ。でも、ヘルガはあえて、オコナに教えを請うた。ヘルガは断らなかったものの、自分を師と呼ぶことは許さなかったという。

「毛玉ちゃんは少しだけ、寂しがっています。覚悟していましたが、それでもやはり、寂しいと」

「そう……」

　オコナが微笑ほほえみを浮かべると、タロモレが数本の毛をのばした。タロモレの毛はオコナの顔をなぞるように撫なでた。オコナは微かすかにうなずいた。

「大丈夫ですよ、毛玉ちゃん。ヘルガさんがいます。ヘルガさんは必ず、あなたのことを大切にしてくれます。そうでしょう、ヘルガさん」

「はい」

　ヘルガはゆっくりと首を縦に振って、オコナに笑いかけた。ヘルガはオコナ亡きあと、魔王タロモレと血の契約を結ぶ。ヘルガはオコナの後継者となるのだ。

「さて……」

　オコナはそっと瞼まぶたを閉じた。

「もう、光も、あまり感じられなくなってきました。わたくしには、やり残したことが一つだけあります。それをしてから、わたしは旅立ちます。ユユ」

「はい」

　ずっとオコナの右手を両手で握りしめていたユユ・ビューレが静かに答えた。

　オコナはユユの手を握りかえした。

「あなたはまだ、修行の途中。魔女ではありません。あなたも魔女になると心に決めているわけではないでしょう。ですが、わたくしには、あなたの決断を見届けることは叶かないません。置き土産として、あなたに名を贈らせてください」

「ありがたくちょうだいします」

　ユユの頭が、背中が、肩が、小刻みに震えている。

　でも、その手だけは微動だにしない。

　ヨモジはハイデンの住民を皆殺しにせよとのルチアの命令に背いた。ハイデンから逃げだした人間を狩る任務の最中、顔見知りのユユと出くわした。ユユは子供を抱いて、自分を殺せとキジタカに向かって叫んだ。キジタカが迷ったのではない。キジタカはヨモジの動揺を感じとって刀を止めたのだ。ユユを殺せとキジタカに命じることが、ヨモジにはどうしてもできなかった。さりとて逃がすわけにもゆかなかった。人間狩りはヨモジとキジタカだけに言い渡された仕事ではなかったからだ。たとえヨモジとキジタカが見逃しても、ユユは他の友に狩られるだろう。ユユを殺すことができない、ユユの命を救うのならば、連れ帰るしかなかった。ヨモジはそうした。ユユとベラという名の女の子は秘密基地に連行され、その意思を問われた。ヨモジとキジタカは命令違反で処罰された。魔女たちに家族を殺されたベラは人間の社会に戻りたいと訴え、人里近くまで送り届けられたという。ユユは、わからない、と答えたらしい。どうしたらいいか、どうすればいいか、自分にはわからない、と。死にゆくオコナが、そんなユユを最後の弟子とすることを自ら望んだのだという。

　弟子といっても、オコナのことだから、魔女として生きるようユユに強制することはなかったはずだ。

　この一年近くの間に、オコナのそばでユユが何を学んだのか。何を思ったのか。考えたのか。感じたのか。何か決めたのか。ヨモジは知らない。

　ただ、ユユがオコナを深く敬愛していることは見てとれた。ユユはオコナを失うことを大いに恐れ、悲しんでいる。でも、それをオコナに見せまいとしている。オコナの旅立ちを乱すことも、汚すことも、ユユは望んでいない。それは多くの魔女が支持している、友の死に立ち会う際の態度だ。

「アラーニャ」

　オコナは一度は閉じた瞼まぶたをふたたび開けて、ユユに顔を向けた。

「すべてのシレーンは……狩人かりゆうどモルイーンと、花の娘アランヤの子孫だと……言われています。アラーニャは……アランヤの、別名……わたくしは……その名がとても……響きがきれいで……どこか、愛らしくて……とても……好きなのです」

「アラーニャ」

　ユユはそう繰り返して、すてきな笑顔を浮かべた。



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしも気に入りました。ありがとうございます、お師さま。わたしはその名を胸に抱いて、死ぬまで生きてゆきます」

「また……会えますね」

「ええ。もう一度、わたしを呼んでください。アラーニャと」

「アラーニャ」

「はい」

「ああ……わたくしは……ほんとうに……しあわせです……」

　オコナは目を閉じたのではない。

　ひとりでに閉じてゆく。

「みなさん……ありがとう……」

　オコナの命が燃えつきようとしている。そのときだった。

　魔王タロモレが、毛玉のような身体からだの真ん中あたりにある大きな口をぱっくり開けた。そうして息を吸いこみ、口をすぼめた。この音は。水晶で作った管楽器から流れでるような、澄みきった、心の大事なところにふれて、すぐに溶けて消えてしまうような、それでいていつまでもあとを引くような、この音は何だろう。まさか、声なのか。

　上下し、揺れて、いくつもの音が響きあう。旋律。まるで演奏のような、でも、まぎれもなくこれは歌だ。

　魔王が歌っている。

　オコナの顔に笑みが広がった。

「ああ……！」

　それは叫び声に近かった。

　閉じられた瞼まぶたの端に涙がにじんだ。

　そうして魔女オコナは死んだ。

　魔王の歌はいつまでもやむことがなかった。



　魔女オコナの死後、タロモレは自ら真金の秘玉をとりだして、召喚を解いた。それから、あらためて魔女ヘルガとの間に血の契約が結ばれ、魔王タロモレはその伴はん侶りよとなった。

　魔女ヨモジと魔王キジタカは戦線に復帰した。

　亡き師、魔女オコナからアラーニャという名を授かったユユ・ビューレは、魔女になるための修行を積みながら、魔女たちの戦いに同行することになった。アラーニャ自身がそれを望み、魔女ドラコと魔女ルチアがこれを認めたのだ。

　魔女と魔王、その友たちは、新たな作戦に身を投じようとしている。

　名も無き荒野の乾いた山脈、アンローの麓ふもとに集結しようとしていた友たちが、メンヒル遊撃隊梟ふくろうと、聖騎士団魔女討伐隊によって、ほぼ全滅させられた。

　不毛の名も無き荒野も、酷寒の永久凍土も、超大型の肉食動物が巣くう流刑島も、もともと彼らの家ではない。アルド・サイオンを名乗ったルルケの侵攻により、彼らは西方から追いやられたのだ。

　彼らが苦く心しん惨さん憺たんしてなんとか生きのびられるだけの条件を整えてきたそれらの土地すら、人間どもに踏み荒らされようとしている。

　魔女は友たちのために立たねばならない。

　決意を示さねばならない。

　森を破壊し、石の壁を築いて、土を汚す人間どもに思い知らせるのだ。

　その土地はあなたがたが独り占めしていいものではない。

　神々とすべての生き物に与えられた恵みの大地を独占しようとする不ふ遜そんな愚者どもに報いあれ。



    

  
    
      
第４話　【錆さびた心と弱いわたし】





　紀元一四〇〇年水すい鏡きよう月づき、九の月。

　水みず鏡かがみとは月のことだ。夜空の月が、はっきり、くっきりと見える季節だから、そんな名前がついているのだという。それなのに、水鏡月に満月を見ると、災いに見舞われるという言い伝えがある。そんなことは気にしないで、天上の水鏡の美しさに魅入られる者も多いらしい。

　星の鎖は大ブルノー連合王国のブルノー公領内を転戦している。戦場は海岸線だ。ブルノー公領は慈悲の海に面している。海を渡れば、流刑島があるのだ。流刑島から船で、あるいは、泳いで渡ってくる魔女の手下どもを撃滅する。言うのは簡単だが、実際やるとなったらそうとう難しい。海は広いし、こっちの戦力はかぎられている。あまり天気のよくない夜、小舟で接岸されたら、まず見つけようがない。鷹たかの目は、べつに鳥目じゃないから、暗いとまったく見えないということはないが、とくべつ夜目がきくわけでもないのだ。かといって、続々と西方に入りこんでくる敵を野放しにしておくわけにはゆかない。たまに大規模な船団がやってきたときは、それなりに激しい戦闘が起こる。戦果は皆無じゃない。前任の星の鎖隊長で、ヴィリー・ブランドロウと同じスタンリー公国出身の教主庁密儀省探査部部長アルジャーノン・ラングレン司教に頼まれてやっているらしいとか、ようするに大ブルノーのエルマン・クロケー大王にいい顔をしておくための仕事だとか、いろいろ言っているやつはいるが、レーレにはどうでもいい。敵を探せと命じられたら探すし、敵をしとめろという合図があればそうする。合図がなくたって、視界の中に敵がいれば、息の根を止めずにはいられない。

　でも、こんなに晴れていて、月明かりが海に光の波を落としている夜は、殺すべき敵なんて見つかりそうもない。

　海岸を見渡せる小高い丘の上で、レーレは一人、見張りをしている。もちろん、レーレだけじゃない。たくさんの見張りが同じくらいの間隔で配置され、夜の海を監視しているのだ。

　レーレはさっきから気づいていた。誰だれか近づいてくる。サリだろうか。足音が違う。たぶん、騎士だ。すぐに見当がついたが、そっちを見ることはしなかった。レーレは海に目を据えたまま、地面に並べた五本の魔王殺しを順々に手にとり、握りの具合を確かめたり、軽く振ってみたりしていた。やがて騎士は足を止めた。

「レーレ」

「うん」

　レーレはなんとなくうなずいて、魔王殺しで地面を突いた。いい感触だ。この長さが一番しっくりくる。

　騎士はレーレの隣に腰を下ろした。

「大変だな。君はずっと寝ずに見張りをしているのだろう」

「いつ敵がくるかわからないからね」

「だが、今夜のように美しい月が出ていれば、敵もわざわざ海を渡ってはくるまい」

「そうかもしれない」

　レーレは別の魔王殺しを持って、地面を突いてみた。やっぱり少し重いか。でも、これも悪くない。

「でも、敵はいつくるかわからないよ」

「常に心構えを怠るべきではないということだな」

「いつ敵がきてもいいように、準備しておくんだ」

「大切なことだ」

「月が邪魔だな」

　レーレは舌打ちをして、もっとも手に馴な染じんでいる魔王殺しを手にとった。

「あいつのせいで、敵がこない」

「レーレ……」

　騎士は小さく息をついて、魔王殺しに手を伸ばそうとした。レーレはすかさず騎士の喉のど元もとに魔王殺しの先端を突きつけた。

「それに、さわるな」

　初めて会ったころと比べると、見違えるほど大人っぽくなった騎士は、青い瞳ひとみでじっとレーレを見つめている。レーレも見つめ返した。

「それは、おれの大事な武器なんだ。どうせあんたには使えないよ」

「わかっている」

　騎士は自分の喉元にその先っぽがふれかけている魔王殺しをゆっくりとつかんだ。

「そんなことはわかっている」

「なら、いいけど」

　レーレは魔王殺しを引いて、海に目を戻した。

「おれにはこれしかないからね。できることが。何もしないよりはいいだろ。戦わないとさ。おれが敵を殺せば、誰だれかが殺されずにすむだろ」

「君が一人で背負う必要はないのだぞ、レーレ」

「わからないな」

　レーレは短く笑った。

「なに言ってるのさ、ヨナハン。背負うとか、背負わないとか。関係ないだろ。おれが何をするか、なんだ。それだけだよ」

　騎士は何も言わなかったが、なかなか立ち去ろうとしなかった。

　レーレはもう一度、呟つぶやいた。

「月が邪魔だな」



　　　



　ローウォックはカラリヤ王国と大ブルノー連合王国にまたがる大山脈だ。人間たちはカラリヤ側を北ローウォック、大ブルノー側を南ローウォックという具合に分けて呼んだりもするが、境目なんてどこにもない。

　ユユはもちろん知らなかったことだが、このローウォックには鉄人ダングーがひそかに築いた王国がある。いや、正確に言えば、もともとダングーたちの多くはローウォックに住んでいたのだ。千何百年も前、ルルケによって追いだされて、名も無き荒野に逃れたあとは、アンローやマンモルドといった乾いた山脈に小さな王国を建設して、細々と命脈を保った。その後、魔女たちの蜂ほう起きが起こってから、ダングーたちは少しずつ西方に戻ってきて、“〝鋼の王国ガンズメルド”〟の再建にとりかかった。ガンズメルドの実態は、ローウォックの中に掘られ、張りめぐらされた長大なトンネルの集合体だった。ルルケはガンズメルドを徹底的に破壊したし、人間たちによって鉱山として利用されている場所もあったので、再建の作業は容易ではなかった。それでも、ダングーたちは決してくじけずに、じわじわとトンネルを掘り進めた。溶鉱炉を造り、鉱石を溶かして、とりだされた金属を伝統の技術で加工し、魔女の軍団を支えた。ダングーたちのトンネルはとうとうある鉱床にたどりついた。それはローウォックの奥底にしかない。紅ぐ蓮れん石せきという名の金属がとれる赤い鉱石で占められた、硬い、硬い鉱床だ。ダングーたちは紅蓮石と鉄と炭素で紅蓮鋼と呼ばれる合金を造りだした。紅蓮鋼の鎧よろいは鋼で出来た聖騎士の剣を弾はじいてしまうし、紅蓮鋼を鍛えた剣は、鉄板を張りあわせた聖騎士の鎧をやすやすと斬きり裂く。すでに、ブードの“〝闘鬼”〟イングルード率いる鋼鉄戦隊が紅蓮鋼の装備で身を固めているが、ガンズメルドのダングーたちは、いずれ魔女とその友たちのすべてをこの合金で鎧よろうべく、溶鉱炉と鍛か冶じ場で高熱と煤すすにまみれながら、休みなく働いている――。

　魔女ドラコの部隊が、紅蓮鋼製の装備を受けとるためにガンズメルドに入ったのは、水すい鏡きよう月づきの空に浮かぶ月が奇妙なほど美しい夜だった。

　ユユはドラコの部隊に付き従って、ダングーが掘ったトンネルを進み、そこで驚くべき出会いを果たしたのだ。

　これまでユユは男性のダングーしか知らなかった。ポルモやムウラのように男女の区別がつかない種族もいるので、ひょっとしたらダングーもそうなのではないかと考えていたくらいだ。大きな間違いだった。

　ユユは魔女や魔王と一緒にガンズメルドの奥の奥、そのまた奥へと案内された。そこには半球の形をした大きな部屋があった。部屋の真ん中には地底湖があり、その底に月のような光の源が沈められているようだった。壁は水晶などの透明な鉱物で飾られ、床は平らだった。大きな部屋の周りには無数の小さな部屋が配されているようで、彼女たちは一人一人、その部屋で暮らしているようだった。

　女性だった。

　薄布をまとった肌は真っ白で、青か緑色の長い髪の毛を持ち、目は白目がなく真っ黒だが、彼女たちは人間の女性にとてもよく似ていた。それも、きわめて美しい、ただ、とても華きや奢しやで、風が吹けば折れてしまう夜に咲く花のような、人に似通っているが、やはり明らかに人ではない、そんな女性たちだった。

「ダングーは男よりも女の数が非常に少ないのです」

　魔女ドラコがそう教えてくれた。

「見てのとおり、ダングーの女はとてもか弱い。男は女を守らねばなりませんわ。もちろん、彼らはそうしてきました。ルルケの侵攻の際、男たちは己おのが身を盾として女たちを逃したのです。大勢の男が命を落としましたが、女は一人として敵の刃にかかることがなかったといいますわ。それがダングーの男の誇りなのです」

　ダングーの女たちはユユや魔女たち、魔王たちを、静かに、じつに静かに、澄んだ水と甘い苔こけのゼリーでもてなした。彼女たちは一言も発しなかったが、その仕し種ぐさはどこまでも優雅で、真心がこもっていた。静せい謐ひつで、やさしい時間だった。ユユは彼女たちに好意を持たずにいられなかった。ドラコが言った。

「ダングーの男は百年から百五十年ほどの寿命を大地から与えられていますわ。その間、彼らは女たちを守るため、友たちの信頼に応こたえるため、ひたすら働きつづけます。そして、ときどき女たちを愛します。女たちは男たちに守られ、愛されて、子を産み、育てます。そうして彼女たちは四十年ほどの生涯を静かに終えるのです」

　一人のダングー女性がドラコに何か耳打ちをした。声はやはり聞こえなかったし、何か喋しやべったようには見えなかったが、ドラコにはわかったらしい。ドラコがうなずくと、ダングーの女たちはゆったりと舞いはじめた。

「アラーニャさん」

　ドラコはダングーの女たちから目を離さずに、ひっそりと言った。

「人間たちが石や木の街を築いて生活を営んでいるように、わたくしたちにも生きるための場所が必要なのです。乾ききって今にも崩れてしまいそうな名も無き荒野や、身も心も凍りつく永久凍土、気を抜けば大きな生き物に食べられてしまう流刑島での暮らしは過酷すぎます。魔女エンデの時代から、わたくしたちは一貫して人間たちに要求してきたのですよ。かつて神々とあまねく人と賢き獣とが手を携えて生きていた西方を独占することなく、わたくしたちにもその恵みを分け与えて欲しいと。人間たちは記録から抹消してしまっていますが、百三十年間で七度、わたくしたちはサイオンと交渉を試みました。サイオンは唯一、国家の枠組みを超えて人間たちに号令をかけることができる巨大な組織だからです。彼らの始祖はわたくしの友たちを虐殺し、西方から駆逐したルルケですが、交渉の窓口としては彼ら以外考えられません。この西方で人間たちの利害を調整しうるのはサイオンだけですわ。ですが、彼らはわたくしたちを三度、門前払いし、三度、一方的に交渉を打ち切り、一度は交渉の席へと向かうわたくしたちを騙だまし討うちしました。わたくしたちは常に戦いのみを選んできたのではありませんのよ。人間たちが話しあいによる解決を望まなかったのです。彼らがあくまで狭量でありつづけるのなら、わたくしたちは戦うより他にありません」

「でも……」

　ユユはそう言ってしまってから悔いた。相手は魔女の頭領で、象徴でもある。気安く声をかけてくれるので、つい自分の思いを喋しやべってしまいそうになったが、そんなことをしてもいいのか。ユユにもよくわからないのだ。ドラコは微笑ほほえんで先をうながした。

「でも、何でしょう」

「……死ぬのは、誰だれかが下した決定とは関係のない無む辜この民や、大きな意思の手足でしかない兵士たちです」

「そのとおりですわ」

　ドラコは平然とうなずいた。でも、そう装っているだけなのではないか。なんとなくユユにはそう思えた。

「無辜の民や兵士たちが犠牲になることを承知した上で、彼らはわたくしたちとの交渉を拒んだのです」

「戦えば、友も死にます」

「ええ」

「お互いの血を流して……いつになったら、戦いは終わるんでしょうか」

「勝利が必要でしょう。決定的な勝利が」

　ドラコは深い息をした。

「わたくしたちは、彼らが譲歩せざるをえないような大勝利を収めなければなりません。必要なものが手に入るまで、戦いは継続されます。それがわたくしたちの意思ですわ」

　ユユはうなずいた。納得なんかしていなかった。でも、理解はできる。ユユが彼らの立場だったら、戦うことを選ぶだろう。だけれど、ユユは魔女じゃない。魔女オコナにアラーニャという名をもらった。ユユは今やアラーニャと呼ばれている。アラーニャになろうという気持ちもないわけではないが、なりきれない。病を押して、その死の直前までいろいろなことを教えてくれたオコナには本当に悪いけれど、やっぱりどうしても割りきることができないのだ。

　魔女討伐隊“〝雨雲”〟は魔女ルチアの罠わなに嵌はまった。魔女の砦とりでを攻めた雨雲は、ドラコが率いる部隊に背後を衝つかれて壊滅した。レーレも死んでしまったに違いない。おそらく、ドラコの部隊の誰かがレーレの命を奪ったのだ。

　レーレも戦場で魔女の友を手にかけただろう。戦いとはそういうものだ。ドラコやその友たちを恨んでいるわけじゃない。いくら恨んでも、レーレは帰ってこないのだ。

　今さら人間たちの街に戻ることはできない。アラーニャでいるしかない。でも、魔女にもなりきれない。魔女たちの戦う理由は、戦わなければならない、その経緯はわかる。よくわかる。だけれど、ユユには戦う理由がない。戦いたくなんかない。

　わたしはどうすればいいの。

　オコナならきっと、晴れきった空みたいに澄んだ瞳ひとみでユユを見つめて、こう言ってくれたはずだ。

　あなたの命です、ユユ。その命をいかに使うか。あなたは選ぶことができます。是非そうなさい。

　そうしたいけど、わからないんです、オコナ。

　わたしは何がしたいの？　どこへ行きたいの？　どうやって生きればいいの……？



　　　



　地ち星せい月づき、十の月。

　星の鎖は半休状態に入ったが、影犬に休みはない。

　大ブルノー連合王国ランケ公領のクルク川に面する街ヘリングに、星の鎖の半分は駐留している。

　魔女討伐隊を支援した街は魔女に攻撃される危険があるので、隊員たちはあまり歓迎されてはいない。ただ、ヘリングの領主ビクスラー伯は元聖騎士で、しかも、魔女討伐隊にいた。魔女どもを全滅させなければ人類に未来はないとまで考えている強硬派だ。魔女の軍団は、数でいえばそこまで多勢なわけではないことも、ビクスラー伯は承知している。元魔女討伐隊というだけあって、街の防備にも隙すきがない。守るだけではなく、攻めることさえ考えているようで、徴募して雄志隊と呼ばれる部隊を組織し、厳しく訓練している。ヴィリー・ブランドロウは、その雄志隊の強化に手を貸し、また、周辺の索敵を徹底して行うことをビクスラー伯に確約した。つまり、それが影犬の仕事の半分だ。

　もう半分は、新人教育、とでも言えばいいのか。

　影犬には新たに三十名の犬が補充された。どうやら犬たちは、前星の鎖隊長、教主庁密儀省探査部部長アルジャーノン・ラングレン司教の差配によって、西方各地の修道院や孤児院から集められてくるらしい。いずれも素質ありと見込まれた男女だが、影犬の仕事は特殊だ。ああしろ、こうしろと命じられて、すぐにできるものじゃない。頭より身体に覚えこませる必要がある。

　レーレもサリと組んで二人の犬を指導している。レーレはいやだったが、御お頭かしらに命じられたのだ。拒んでもよかったが、どうせサリがうまくやるだろう。サリは意外と器用だ。やれと言われたことは、どんなことでも、それなりにやってみせる。敵を探して、殺す。それしか能がないレーレとは違う。

　レーレとサリ、それから見習いの犬、テオとイナキは、ヘリングの東、クルク川を渡った先に広がっている湿地を移動している。ヘリングがあるクルク川の西岸は広大な農地だが、この東岸はひどい有様だ。どこもかしこもぬかるんでいて、沼もそこらじゅうにある。足場が悪く、転んだりしたらとんでもない目に遭う。泥だらけになるだけじゃない。血を吸って肥える蛭ひるがたくさんいるのだ。そして、濃い霧が進む者の視界を遮る。

　見えなければ、レーレの鷹たかの目も役に立たない。

　音や匂においを頼りに動くのは、グーシーや獣どもが得意とするところだ。

　ひょっとしたら、この霧に包まれた湿地には魔女の手下が潜んでいるかもしれない。

　見習い犬の訓練にはうってつけの場所だろう。

「レーレ！　先、行きすぎ！」

　サリの声が後ろから飛んできて、レーレは立ち止まった。サリはテオとイナキを引き連れて、間もなく追いついてきた。足を止めた拍子に、東のほうの出身で黒い髪、黒い目をしたイナキが、足を滑らせて体勢を崩しかけた。茶色い髪のひょろっとしたテオがそれを見て笑った。イナキは女で、ちょっとぐずぐずしている。テオはすぐ他人を見下していい気になるのだ。サリがよくぼやいている。イナキは能力的に、テオは性格的に、それぞれ難があると。

「テオ！　イナキを笑ってる場合じゃないよ。仲間がしくじったら、あんただってやばいんだから。足りないとこは、助けてやらないと。自分のためなんだよ」

「すみません」

　テオは注意されると謝る。でも、自分が悪いなんて思っていない。イナキは控えめだし、素直で、扱いやすいが、気が弱すぎる。テオはいやなやつだ。イナキは悪い子じゃない。でも、早く死ぬのはイナキだろう。テオはどじな味方を犠牲にしてでも生き残ろうとするに違いないが、イナキにそういう強さはない。サリもきっとわかっている。イナキには見込みがない。それなのに、サリはイナキをかばう。目をかけて、育ててやろうとしている。それでも、テオのほうが使える犬になるだろう。

　サリに背中を叩たたかれた。

「レーレ、ちょっと加減して」

「わかった」

　レーレはうなずいて、また歩きだした。さっきよりも、いくらか遅い速度だ。しばらくすると、サリがイナキを叱しかりつける声が聞こえた。間を置かずにテオも怒られた。テオはまた謝ったようだ。ふてぶてしいやつだ。あいつはイナキより長く生きるだろう。すぐ死ぬやつって、だいたいわかるんだ。いかにも死にそうな匂いがする。



　　　



　魔女ドラコの部隊は強い。連戦連勝、負けなしだ。ただ、見境なく人間の街を襲うわけじゃない。ドラコにはいつもはっきりした目的がある。ドラコの部隊の者たちは皆、その目的を共有している。これから自分たちがどこへ向かい、何をするのか、誰だれも彼もが知っている。その目的を果たすために、自分が何をするべきなのか、理解している。

　ユユはドラコの部隊に加わっているが、戦うことはない。気持ちが定まっていないし、戦う力もないのだ。だからといって、何もしないわけにはゆかない。とりあえず、戦う以外で自分にできることをしよう。ユユはそう決めた。

　だいたいは雑用だ。物を運んだり、配ったり。そういった仕事はポルモが受け持っていることが多いので、手伝わせてもらう。岩山の魔女砦とりでで別れたきりだったポルモの三人組、ニムムとランラ、メロルと秘密基地で再会して、三人もドラコの部隊に配属された。ユユはだいたい三人と一緒に仕事をする。

　戦いがあると、雑用係は一気に忙しくなる。決まりきったことではなくて、その場その場で何が必要か自分で判断しなければならない。判断が追いつかなくても、状況に押し流されるようにして、あれもこれもしないといけない。

「アラーニャ！　押さえて押さえて！」「違うよアラーニャ！　こっちだよ！」「そうそう、そこだよ！」「そのまま、そのまま！」「がっちり、がっちり！」

　ポルモたちに言われるがまま、ユユはブードのたくましい肉体に自分の身体を絡みつけた。ブードは「ふう、ふう」と荒い息をしている。怪け我がをしているのだ。傷は浅くない。腹だ。剣か何かでざっくりやられている。前線で負傷して、ここまで仲間たちに運ばれてきた。同じような状態の仲間が何人もいる。ユユとポルモたちはそのうちの一人の手当てを受け持つことになったのだ。

　ユユよりずっと場慣れしているポルモたちは、手早く傷口を水で洗った。ブードが身じろぎしただけで、ユユは撥はねのけられてしまいそうになった。なんとかこらえたのではない、すんでのところでブード自身が我慢したのだ。ポルモたちは傷の具合を確かめて「ああ！」「きゃあ！」「わあ！」と叫んだ。

「大変だよ！　このままじゃだめだよ！」「はらわたが傷ついてる！」「死んじゃうよ、このままだと、死んじゃう！」「縫わないと！」「縫うんだ！」

「じょ、冗談でしょう……？」

　ユユは思わず呟つぶやいてしまった。ポルモたちはユユの無意味な言葉なんてまるっきり聞いていなかった。一人がはらわたを引っぱりだし、もう一人が糸と針をとりだした。もう一人と力をあわせて、ユユは夢中でブードを押さえつけた。ブードは忍耐強い種族だが、こんな傷を負って、あまつさえはらわたを縫われようとしているのだ。つらいだろう。痛いだろう。たまらないだろう。

「さあ、縫うよ……！」

　ユユは全身に力をこめながら、ブードの耳に口をくっつけて、大丈夫、大丈夫だから、大丈夫、と繰り返した。ブードの中には人間の言葉を話す者もいるが、このブードは無理のようだ。ユユの南部語は通じないだろう。それでも言わずにはいられなかった。我慢して。大丈夫。大丈夫だから。ブードは「うう、ぐうう、づうう」と呻うめきながら暴れた。身み悶もだえしながらも、少しでもじっとしていようとがんばっている。まだなのか。まだ終わらないのだろうか。急いで。どうか急いで。ポルモが叫んだ。

「……終わった！」

　ユユは力をゆるめた。途と端たんに「まだだよ！」と叱しかられた。

「傷を縫わないと！」「もうちょっと！」「もうちょっとだよ！」

　今になって気づいたのだが、ポルモたちはユユには南部語で話しかけ、ブードには別の言葉で声をかけていた。どうしてそんな余裕があるのか。ユユは無我夢中でブードを抱きしめるようにして押さえつけた。とてつもなく長いような、短いような時間はようやく終わりを告げた。いや、終わってなんかいなかった。

「じゃあ、次！」「次、行っくよー！」「アラーニャ！　次だよ、次！」

「は、はい！」

　ユユは手当てが終わったブードから離れる前に、思いきり顔を撫なでて、通じないとわかった上で「がんばったわね、もう大丈夫」と笑いかけた。分厚い皮膚が層をなしているブードの顔は、見慣れるとけっこう親しみが感じられるようになってくる。とくに、笑ったときはかわいらしい。ブードは笑みを返してくれた。

　きっと大丈夫だ。ユユは自分にもそう言い聞かせて、ポルモたちと一緒に別の負傷者の処置にとりかかった。

　そのブードは夜半に容態が急激に悪化して、朝がくるまえに息をひきとった。

　魔女ドラコの部隊は常勝不敗を誇る。

　それでも、戦えば無傷ではすまないのだ。



　　　



　迅じん星せい月づき、十一の月は慌ただしく過ぎ去っていった。

　半休状態の星の鎖は、あらかじめ決めておいた合流地点を回って、そこで郷里から戻った隊員たちを拾い集めてゆくのだ。

　その間、ヴィリー・ブランドロウは、各地の有力者との顔つなぎに精を出す。どうやら、魔女討伐隊の隊長は、魔女と戦っていればそれでいいというわけではないらしい。レーレはたまに、ブランドロウの護衛に駆りだされた。騎士の恰かつ好こうをさせられるのも、慣れない晩ばん餐さんに出席させられるのも、本当にいやでいやで仕方なくて、まったく迷惑な話なのだが、主人の命令だからしょうがない。どこかに敵が潜んではいないか、それだけに心を集中させていれば、そのうち終わる。他のことは一切考えずに、ひたすら我慢だ。

　余計なことは考えない。何事につけても、それが一番大切なことだ。レーレはひたすら犬であればいい。そのつもりだったのだが、大ブルノー連合王国オーヴィエ公領のルアンダンという街で、領主モンピエ伯の城を訪れたときだった。驚いた。晩ばん餐さんの席に、見知った顔があったのだ。

　貴族のようなきちっとした恰かつ好こうをしているし、髪を黒く染めているが、あの顔は忘れない。たぶん、間違いないと思う。それに、金具で鼻と耳に引っかけてある透明な二枚の硝子ガラスを繋つなげたものは、眼鏡めがねというらしい。目の悪い者があれを使えば、遠くのものを見ることができるようになるのだという。眼鏡はけっこう高価で、めずらしい。

　賢者ハイジロだ。

　レーレは思わずじろじろ見てしまったが、ハイジロはレーレのほうには顔を向けなかった。しかも、ハイジロではなく、エルナンド・ネーブと名乗った。瓜うり二ふたつなだけで、別人なのか。いや。違う。あれはハイジロだ。犬の勘がレーレにそう告げていた。最初からあやしいやつだと思っていたけれど、やっぱり変だ。

　晩餐が終わったあと、城からの帰り道の途中、少し迷ったが、レーレはブランドロウに訊きいてみた。

「あの、エルナンド・ネーブっていう人」

「そういえば、晩餐の席でずいぶん気にしていたようだな」

「……はい」

　ブランドロウもレーレの視線に気づいていたのだ。それなのに、当のエルナンド・ネーブ――いや、ハイジロは、とうとうレーレには一いち瞥べつもくれなかった。そんなの、かえっておかしい。明らかに、わざとだ。

「知ってる人に、似ていて」

「そうか。ネーブは忙しい男だ。顔も広いしな。あれほどの商人はそうはおらん。それでいて、自ら駆けずりまわっているようだ。どこかでその姿を目にしていても、おかしくはないな」

「商人……」

「後援者の一人だ。下手な貴族よりも、商人のほうが金を持っている時代だからな。貴族は己の領地にのみ気を配っておればいいが、商人はそうもいかん。やつらは街道を領土としているのだ。ときには貴族以上に我々の保護が必要なのさ。だから、金を出す。連中をうまく利用すれば、装備を安く作らせることもできる。レーレ。貴様が考えた魔王殺しの製造にも、やつが噛かんでいるのだぞ」

「ハイジロ」

「む？　何だ？」

「そう名乗ってたんです。クローデルでは。賢者ハイジロって」

「ああ」

　ブランドロウは馬上で顎あごを撫なでた。

「その名には聞き覚えがあるな。ネーブと同一人物だというのか」

「顔がすごく……そっくりで」

「ふむ……」

　ブランドロウはうなずいて「心に留めておこう」と低い声で言ったが、なんだか煮え切らない態度だった。非情なほど果断なこの男らしくない。でも、一方で、そんなものだろうと思いもした。そのときになって気づいたのだが、レーレは半ばブランドロウの反応を予想していたのだ。ネーブのことを言ったら、ブランドロウの不興を買うかもしれない。そんなふうにさえ思っていた。

　晩ばん餐さんの席で、ブランドロウとネーブはかなり親しそうだった。打ち解けている、友人同士、といったかんじとは違う。ブランドロウはネーブに気を遣っていた。

　後援者の一人。金を出してもらっている。ようするに、そういうことなのだろう。

　ネーブは星の鎖に多大な資金援助を行い、支えている。星の鎖にとって、いなくなってもらっては困る、重要な人物なのだ。

　だから、どうだっていうんだ。

　深まる秋の夜風に吹かれながら、レーレは敵を探していた。

　ここはルアンダンの市内だ。こんなところに敵なんかいない。

　敵がいないここは、おれがいるべき場所じゃない。



　　　



　ユユは枯れ葉の降り積もる大地の上で結けつ跏か趺ふ坐ざしていた。

　右隣には魔女ヨモジが、左には魔女ドラコがいる。それ以外にも四人の魔女たちが、ユユのそばで同じように無の行ぎように励んでいるのだ。

　でも、頭の中をからっぽにするなんて、とても無理。絶対に何か考えてしまう。そういうときは、考えるままに任せるといい。一つ一つの考えにとらわれず、考えを流すようにする。すべては流れてゆくのだ。とどまることがあるように見えて、決してそうじゃない。生き物の身体も、気づかないだけで、少しずつ作りかえられてゆくのだという。ある種の樹木はとても長生きだが、それでもずっとそこにありつづけるわけじゃない。巨大な岩も、風雨にさらされて、いつか崩れ去る。山々の形も変わる。変わりながら、世界はそこにありつづける。

　わたしはその世界の一部でしかない。

　ちっぽけだ。

　わたしの悲しみも、寂しさも、苦しさも、あまりに小さすぎて、何の価値もない。

　それなのに、わたしは悲しくて、寂しくて、苦しい。わたしはわたしを止められない。

　でも、そんなわたしも流れてゆく。いつかは流れ去る。

　また会えますね、と魔女オコナは言った。ええ、とわたしはうなずいた。

　わたしはあの人を安らかに死なせてあげたかった。それだけだ。また会えるなんて思っていない。これっぽっちも。大いなる流れなんて信じていない。流れ去ったら、わたしは消えてしまう。わたしだけじゃない。みんな同じだ。

　なんだか、滑こつ稽けいだ。

　どうせ消えてしまうのに、明日のために戦って、血を流して、死んでゆく。

　せめて今日を生きればいいのに。どんなに厳しい環境でも、今日を精一杯生きればいいのに。それだけで十分じゃないの？　そんなことを思ってしまうのは、わたしが何も知らないから？　生き抜くだけで、つらくてつらくてしょうがない、そんな過酷な土地を肌で感じたことがないわたしに、そんなことを言う資格はない？

　そうかもしれない。

　だけれど、戦って死んでゆく者たちには、栄光なんてない。光は届かない。彼らは結局、生き残った者たちのための犠牲でしかない。敗者はみじめで、勝者はさもしい。嘲あざけりは醜くて、誇りはうさんくさい。

　わたしの思考は流転する。

　やっぱり、わたしは魔女になんかなれない。

　どこか静かな場所で暮らしたい。定住したい。人は多くないほうがいい。少なくていい。信じられる相手と、畑を耕したり、山や羊ぎや羊を飼ったりして暮らす。信じられる相手。レーレはもういない。他には誰だれもいない。知りあいさえいない。畑なんか、耕したこともないくせに。動物を飼う方法だって知らない。なんとかして学んだとしても、森には狼おおかみたちがいる。作物がうまく育たなければ飢える。だいたい、土地がない。条件に恵まれている土地には誰かがもう住んでいる。森の中に分け入っていって、切り開くなんて、そんなことできっこない。できるのなら、みんなやっている。人は身を寄せあわないと生きてゆけない。助けあわないと、何もできない。レーレがいないから、わたしは一人。レーレがいてくれたら、なんとでもなったのに。どうしてこんなことになってしまったのだろう。どこで間違ったのだろう。何がいけなかったのだろう。

　ユユは目を開けた。

　いつの間にか涙が流れていた。

　ユユは手の甲で涙をぬぐった。

　何か信じられるものが欲しいと強く思った。

　それが何なのか、わからないまま、ユユはふたたび目をつぶった。

　すべては流れてゆく。

　だったら、こんなわたしは、さっさと流れ去ってしまえばいい。



　　　



　父親の領地から帰ってきたセルジュ・フレンドールが、何か言いたそうな顔でこっちを見ていた。レーレが軽く頭を下げると、セルジュは意を決したように近づいてきた。

「元気か」

「うん」

　レーレはうなずいてから「――あ」と呟つぶやき、訂正した。

「はい」

「あたしはもう、おまえの主人じゃない」

　セルジュは女の顔で苦笑した。

「ヨナハンが、おまえのことを心配しているみたいだから」

「そう」

「大丈夫なのか」

「何が？」

「疲れているんじゃないのか。あたしたちと違って、影犬には休みがないだろう」

「休みなんか、いらないよ」

　あれはたしか、天気のいい日だった。レーレは空を見上げたような気がする。すごく気持ちよかった。そんな覚えがある。

「休めって言われても、何をすればいいか、わからないし」

「何もしなくていいんだ。休むというのは、そういうことだろう」

「そっか」

　でも、だったらやっぱり、休みなんかいらない。そう思った。それなのに、それから、何日か――何日……？　いくらか経たって、御お頭かしらから、三日間休んでいろ、と言い渡された。これはヴィリー・ブランドロウ隊長直々の命令だと。命令なら従うしかない。レーレは犬なのだ。けど、休む……？　何をすればいいのか。いつだったか――けっこう前のような気もする、セルジュが言っていた。何もしなくてもいいんだ。それはつまり、何もするなということだろう。それが命令だ。レーレは寝ていることにした。

　街の、木製の、建物の、二階だか三階の、薄暗い部屋だった。夜になれば、何人もの犬が群れて眠る。でも、まだ夕方で、藁わら布団の上に身を横たえているのはレーレだけだった。さっきまでは――さっき……？　いつの間にか、サリがすぐそばにいた。

　レーレは仰あお向むけになって、目をつぶって、腹の上で両手を組みあわせている。サリはレーレの腿ももに膝ひざがふれるかふれないかの位置に座っている。レーレはもちろんサリに気づいている。そのことをサリが知っているのかどうか、レーレにはよくわからない。

　レーレは何もしていない。じっとしていた。でも、眠ることはできなかった。いつものことだ。もうずっと、何日も、ちゃんと眠っていないような気がする。

　サリは何度も何度もため息をついた。そうして、レーレの額に指先をふれさせた。レーレは身じろぎもしなかった。瞼まぶたすら動かさなかった。

「寝てないんでしょ」とサリは言った。

　レーレは黙っていた。休めと命じられた。何もするなということだ。

「起きてるくせに」とサリは言って、レーレの額を指でまさぐった。痺しびれるようなかんじがした。

「傷だらけだね」とサリは言って、今度は頬ほおのあたりをさわった。そのあたりも傷があるみたいだ。額の傷は覚えている。でも、頬は知らなかった。

「顔だけじゃなくて、あんたは身体からだ中じゆう、傷だらけだって、サリ、わかってるよ」とサリは言って、レーレの胸の真ん中あたりを指で押した。

「ここも、そう」

「サリ」

「何？」

「おれ、じっとしてなきゃいけないんだ。邪魔しないで」

「サリが慰めてあげるのに」

「じっとしてなきゃ。休まないと。命令なんだ」

「レーレ、あんた……」

　サリはそれ以上、何も言わなかった。どこかへ行ってしまった。レーレはじっとしていた。休みはよくなかった。ユユのことを思いだした。三日も我慢できなかった――ような気がする。たしか、途中で起きて、御お頭かしらに頼んだ。仕事をください、と。御頭は、よかろう、と答えた。嬉うれしかった。



　　　



　また一つの戦いが終わり、夜通し歩いて、魔女ドラコは身体を休めるよう皆に言った。

　夜は魔女の時間だということは人間たちも知っている。理由は二つある。一つは、人間たちの多くが昼間に活動するからだ。夜、行動したほうが、人間たちに気づかれにくい。もう一つの理由は、もともと日の光をさけて、月や星を友とする者たちが、魔女の軍団には多いからだ。闇やみに馴な染じんでいる彼らにとって、太陽はまぶしすぎるのだ。

　深い森の奥で、魔女ドラコの部隊は、思い思いに休息をとった。たいてい、地べたにごろっと横になったり、樹木にもたれかかって座ったりするだけだが、中には木に登って、枝の上でだらっとする者もいる。さっそく眠りにつく者もいれば、飲食をする者もいて、一見、規律がないようにも感じられるが、いったんドラコが何か命じると、途と端たんに一糸乱れず動きだす。魔女の軍団にはさまざまな種族の者がいて、それぞれ生活習慣が異なっている。そんな者たちをとりまとめるために、ドラコはめりはりを大事にしているのだろう。自由を与えるときは与え、同じ方向に突き進むときにはよそ見を許さない。人間の社会で同じやり方が通用するかどうか。それはまた別問題だが、魔女の軍団の指導者として、ドラコはとても優秀なのだ。

　皆が休憩している間、ユユは休まない。戦いでは何もできないのだ。戦いを肯定する気にはどうしてもなれないけれど、やっぱり引け目を感じる。じっとしていられないなら、頭を働かせて、身体からだを動かせばいい。そんなときは、負傷者の様子を見てまわることにしていた。

　南部語が通じなくても、ポルモに通訳してもらう必要はとくにない。ユユは負傷しているブードやグーシー、ランドールを見つけると、近づいていって、怪け我がの部分を指さす。そうして「大丈夫？　痛くない？」と尋ねれば、言葉なんかわからなくても、ユユの言いたいことはだいたい理解してくれる。傷を示して、顔をしかめ、痛そうなそぶりを見せる者もいれば、首を横に振り、ぜんぜん平気だ、とでも言わんばかりに胸を張ってみせる者もいる。どちらにしても、ユユは「ちょっと見せて」と一応、断って、怪我の具合を確かめる。ポルモやムウラは違うが、彼らのほとんどは人間より丈夫で、傷の治りも早い。そうはいっても、きちんと手当てをしないと危険な場合もあるのだ。それなのに、放ほうっておいても大丈夫だと考えている者がけっこう多い。ユユは、でも、どうにかしようがあったのに、必要なことをしなかった結果、目の前で誰だれかが死ぬなんていやだ。そんなことになったら、絶対に自分が許せない。一生懸命、八方手を尽くして、それでもだめで、相手が死んでしまったとしても、悔しくて、悲しくて、たまらなくて、胸に穴を穿うがたれたような心地がするのだ。傷は細かく見る。じっくりと観察して、水か強い酒で洗い、丁寧に軟なん膏こうを塗って、布を巻きつけておく。傷口を縫うこともある。以前は怖くて、どうしてもできなかったけれど、だいぶ慣れてきた。ユユは器用だし、物覚えがいい。何をすればいいのかはっきりしていて、その気になりさえすれば、何だってできるのだ。

　信じられるものが見つからなくても、こうして目の前の仕事に集中していれば、時間はどんどん過ぎてゆく。

　大事な問題を片づけずに、避けようとしている。ユユは逃げまわっているだけだ。それはユユ自身、よくわかっている。たまにユユを指導してくれるドラコも、きっと気づいているだろう。でも、何も言わない。ずっとこのままでいいと考えているわけではないはずだ。そうではなくて、どうせそのうちユユは決断しなければならない。そのときはいやでも必ず訪れる。そんなふうに達観しているのだろう。

　魔女はたいていそうなのだ。あらゆる変化を、自分の死すらも、咲いては枯れる花のようにゆったりと落ちついて受うけ容いれる。それでいて、友たちのためには激しく戦う。運命に逆らおうとする。

　矛盾しているのではないか。生きとし生けるものはすべて死に、大いなる流れの中に還かえるというのなら、この西方で恵みに囲まれて死のうと、名も無き荒野や永久凍土、流刑島で飢え凍えて死のうと、同じことではないのか。

　浮かんだ疑問は脇わきに置いて、ユユは仕事に集中した。深入りしたくないのだ。いつかそのときが必ず訪れるのだとしたら、今は何も決めたくなかった。



　　　



　レーレは左手をあげて、後ろの犬たちに「止まれ」の合図をした。それから、ゆっくりと首を左右に曲げて、胸の前で星印を切った。

　その仕し種ぐさをするたびに、レーレは思う。サリのおかあさんみたいな、いい人たち、救われるべき人たちのために、おれは仕事をする。それは主しゆの御み心こころに叶かなう。おれはいいことをしている。

　でも、天国には行けないんだろうな。

　なんとなく、そんな気がする。

　レーレをふくめた総勢二十人の犬たちは、三隊に分かれて、高台の上から魔女の砦とりでを見下ろしている。本隊とは別行動だ。影犬だけで、小規模の砦を潰つぶす。できるかどうか、実験みたいなものだ。禿はげのゲズーが全体の指揮をとりつつ一隊を率い、サリがもう一隊を、そしてレーレが残りの一隊を受け持つ。ゲズーが隊長、サリとレーレは分隊長というわけだ。作戦の方針はブランドロウが決めて、あとは御お頭かしらの指図だから、文句を言っても仕方ないが、どいつもこいつも頭がおかしいんじゃないのか。おれが分隊長なんて。似合わない。笑える。おかしくてたまらない。笑ってる場合じゃないか。そうだ。仕事をしないと。おれは犬なんだから。それに、仕事をしている間だけは、頭がはっきりしていて、妙に気分がいい。

　砦は、いわゆる森の魔女の隠れ家を増築したものだ。五十とか六十とか、その程度の戦力を擁するこの手の小さな砦が最近、増えている。手っ取り早く砦を新造しないといけないほど、新手が続々と西方に流入してきているのか。それとも、大きな砦はやはり目立つので、見つかることを警戒しているのか。そのへんはわからないが、魔女討伐隊がわざわざ出張るには規模が小さすぎる。さりとて、放置すれば禍根を残すことになる。

　ゲズー隊十人は砦の南に位置して、総攻撃の際は先陣をきって一気に突撃する。サリ隊五人は砦の東だ。ゲズー隊よりは砦に近い場所に潜んでいる。レーレ隊五人は砦の西にある高台の上で、距離的にはもっとも砦から遠いが、見晴らしは一番いい。

　レーレは背中にくくりつけてあった弓を手にとって、矢筒から矢を一本抜いた。木々の葉はだいぶ散り落ちている。遮るものがなくていい。距離は３ナート（約３００ｍ）以上ある。砦とりでの周りをうろうろしている狼おおかみにあてるのはさすがに無理だ。でも、グーシーが扉の近くに突っ立っている。あれならいける。いつだったか、もうだいぶ前だ、魔女アヤミが弓矢を使っていた。あの魔女は鷹たかの目を持っていた。それで、いつだったか、たぶん、ずいぶん前だ、思いついた。おれにもできるんじゃないのか。練習してみたら、案の定だった。この目でしっかり捉とらえた相手に当てるのは、じつに簡単だ。風が強いと厳しいが、今日は条件がいい。高い場所からだし、この距離でも届くだろう。

　レーレは矢を弓につがえて引き絞り、静かに息を吸って、止めた。矢を放つのではない。行けと命じれば矢は勝手に飛んでゆく。グーシーの額に命中した。グーシーは「何だ？」というかんじであたりを見まわした。それから、崩れ落ちた。レーレは次の矢を準備した。狼が騒ぎはじめると、扉が開いてブードが出てきた。動くな。止まれ。止まれ。そうだ。矢が飛んでいって、ブードの左目に突き刺さった。ブードが倒れて、扉から別のブードが出てくるころには、次の矢を弓につがえていた。そのブードは倒れたブードを砦の中に引っぱってゆき、また出てきて、今度はグーシーを運んでいった。レーレは首を右に傾けて、矢を矢筒に戻した。後ろの犬たちが駆けだそうとしたので、左手をあげて制止した。まずレーレが弓矢で狼煙のろしを上げて、ゲズー隊、サリ隊の順で突っこみ、レーレ隊は最後だ。そういう手て筈はずになっていると、皆、わかっているはずなのに、なんで違うことをしようとするのだろう。犬なのに、言われたとおりにできないのか。犬なのに。

　レーレは苛いら々いらしながら金属製の入れ物をとりだして、あらかじめ作っておいた火種の様子を確認した。大丈夫だ。入れ物はすぐにしまった。

　狼どもがゲズー隊の接近に気づいた。狼は砦の周りに十頭ほどいた。狼どもはけたたましく吠ほえながらゲズー隊に向かっていった。ほどなく砦の中からブードやらグーシーやらが出てきた。サリ隊が東から砦に迫ろうとしている。レーレは左手を動かして、後ろの犬たちに「進め」の合図を送りながら走りだした。ゲズー隊とサリ隊が敵の迎撃隊を引きつけている間に、レーレ隊は砦の裏手に回りこむのだ。

　レーレは犬たちを突き放して、どんどん砦に近づいていった。犬たちが何か喚わめいていたが、かまわなかった。レーレはとうとう砦の裏手にとりついた。物入れからまず、油入りの小瓶を出して、中身を砦の外壁にぶちまけた。それから、火薬が入った壺つぼをとりだし、ナイフで蓋ふたに穴を開けて、中に導火線を突っこみ、火種を使って点火した。レーレは壺を外壁のくぼみに置き、砦から少し離れて木の陰に隠れた。火薬が爆発して、油まみれの外壁に引火した。ようやく犬たちが追いついてきた。レーレは彼らのほうは見ずに、砦を観察していた。二階だ。中に侵入できそうな小窓がある。レーレはまた「進め」の合図をするなり駆けだした。外壁をよじ登って、ためらうことなく小窓から砦の中に入りこんだ。そこは屋根裏部屋だった。壁はなく、一階を見下ろすことができた。敵がいる。うじゃうじゃいる。その中に人間がいた。女じゃない。男だ。まだ若い。年としの頃ころはたぶん、レーレと同じくらいだろう。一瞬、魔王かと思ったが、違う。その隣に腕が四本ある熊くまみたいなやつがいる。あっちが魔王だ。男の場合は魔女とはいえないから、魔術師と呼ばれる。魔女と比べると、圧倒的に少なくて、めずらしい。

　魔王がこっちを見た。熊というよりは鳥みたいな顔をしていた。宝石でも埋めこまれているかのような、きらきらした目。魔王はクエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエと吼ほえた。びりびりしたが、それだけだった。平気だ。魔術師もレーレのほうに顔を向けた。驚いた、というよりは、怯ひるんだ表情。レーレは舌なめずりをした。あいつは弱い。簡単だ。

　後続の犬たちが砦とりでの中に入ってくる前に、レーレは鈍どん剣けんと魔王殺しを抜きながら屋根裏部屋から一階へと身を躍らせた。床じゃなくて、ブードの頭に着地した。跳んで、他のブードの後頭部を鈍剣でぶん殴りつつ、グーシーの目玉を魔王殺しで貫いた。犬たちがようやく屋根裏部屋に傾なだれこんできたようだった。敵は動揺した。レーレはその機に乗じて、ブードやグーシーどもの間を突っ切り、魔術師に肉薄した。魔王が魔術師をかばおうとして前に出てきた。鷹たかの目には魔王の急所が見えていた。喉のどだ。レーレがその部分めがけて魔王殺しを突きだすと、魔王は四本の腕で守ろうとした。そうくると思った。レーレは鈍剣を振りあげて魔王の腕を吹っ飛ばし、がら空きになった喉に魔王殺しの一撃を見舞った。あっさり心玉に達した。魔王はギエエエエエエエエエエエエエエと鳴いた。魔術師が何か叫びながら短剣を抜いてレーレに突っかかってきた。レーレはその肩口に鈍剣を叩たたきこんだ。魔術師は崩れるように倒れた。その左目に魔王殺しを突き入れてやりながら、レーレは呟つぶやいた。

「さよなら」

　途と端たんにおかしくなってきて、笑ってしまいそうになったが、なんとかこらえた。まだ敵はいる。殺さないと。皆殺しにしないと。おれはそのためにいるんだから。おれは犬なんだから。



　二十人の犬だけで小規模な砦を壊滅させる試みは成功した。命を落とした犬は二人だけで、負傷者は六人いたが、全員、傷は軽い。それで、五十以上の敵をほとんど始末したのだから、どう考えても上出来だろう。

　この戦いでサリ隊のイナキが死んだことをあとでサリから聞かされて、レーレは、やっぱり、と思った。イナキは最初から死にそうな匂においがしていた。

　おれはどうなのかな。

　自分の匂いを嗅かいでみたが、よくわからなかった。



　　　



　夜は魔女の時間だ。魔女の軍団にとっては、眠るよりも、活動していることが多い時間帯。こんなふうに静かな夜はめったにない。

　つめたい闇やみと、降りそそいできそうな星々の下で過ごす夜は、けっこう好きだ。

　ドラコの部隊はこのところ、移動に次ぐ移動の毎日を送っている。たまたまこの時間、長い休憩をとるのにいい場所にさしかかった。水を確保することができて、なおかつ安全、ということになると、なかなか難しいのだ。

　ユユは部隊から少し離れて、結けつ跏か趺ふ坐ざするのではなく、ただ地べたに膝ひざを折って座り、目をつぶることもせずに、夜空を見上げていた。

　ずっとレーレのことを考えていた。

　ユユが魔女ヨモジに救われ、とりあえず魔女の軍団に加わることにしたのは、レーレが死んだからだ。レーレは魔女たちに殺されたはずなのに、どうして彼らと行動を共にしようなんて思ったのか。自分でも不思議だった。その反面、納得している部分もあった。人間たちと魔女たち。長い間、争っている両者のどちらが正しいのか。ユユにはわからなかった。どちらにも理由があることは確かだ。人間たちは自分たちの生活圏を守るために戦っていて、魔女たちは自分たちが暮らすことのできる場所を獲得するために戦っている。その理由は、一方にとっては正当で、もう一方にとってはそうじゃない。結局、そういうことなのかもしれない。誰だれにとっても正しいことなんて、どこにも存在しないのだろう。でも、ユユはおそらく、知りたかったのだ。いろいろなことをちゃんと理解して、自分を知りたかった。人間たちの正しさがあって、魔女たちの正しさがあるのなら、ユユの正しさもあるはずだ。自分にとっての正しさを見つけることができれば、世界はもっとはっきりして、生きることも、死ぬことも、自分で決められるはずだ。

　そんな考えだって、本当は最近、芽生えてきたものでしかない。

　ハイデンから逃げだして、雨雲が壊滅したと聞かされ、レーレも死んだと思い、魔女の軍団に加わったあのころは、混乱していたというより、ほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた。他に選択肢はない気がして、ただそれだけの理由で、決断ともいえないような決断をした。たぶん、状況に流されただけなのだ。流されるまま、後方支援とはいえ、魔女の戦いに荷担してきた。動機は何であれ、係かかわれば係わるほど抜けだしづらくなってゆく。人間は、獣たちとも、怪物のような見かけのブードやダングーたちとも、友情を育はぐくむことができる。それは魔女の受け売りじゃない。ユユの実感だ。もちろん、中にはそりがあわない者、気にくわない者もいるけれど、そんなの人間同士だって変わらない。人にもよるだろうけれど、ユユにとっては、人間よりも魔女の友たちのほうが親しみやすいくらいだ。ポルモたちはもちろん、言葉が通じなくても、目があえば微笑ほほえみかわす。そんな間柄の者がたくさんいる。たまに、戦いで傷つく者がいる。死んでしまうことだってある。そうすると、ユユの胸は勝手に痛む。とてもとても、痛い。彼らは少なくとも、ユユの敵じゃない。敵だなんて思えない。でも、ユユは魔女じゃない。彼らを友と見なすことはできない。人間を敵だと考えることも、やっぱりできない。ユユはどこまでも宙ぶらりんだ。

　戦いのことはできるだけ耳に入れないようにしている。わざとだ。次にどこへ行って、何のために戦うのか。知らずにいれば、宙ぶらりんでいられるような気がする。

　ユユは自ら望んで宙ぶらりんの状態でいるのだ。

　ずっとレーレのことを考えていた。

　レーレは戦場で死んだ。ユユはそう思っていた。証拠はない。雨雲が壊滅した。根拠はそれだけだ。でも、生き延びたかもしれないなんて思えなかった。希望を抱くのは怖い。その希望が裏切られたら、心が完全に壊れてしまうから。木っ端微み塵じんになってしまうに違いないから。いっそ、あきらめてしまったほうが楽だ。レーレは死んだ。そう思ってしまったほうがいい。

　レーレは本当に死んだのだろうか。まだ生きている。その可能性はないのか。もし生きているとしたら、どこで何をしているのだろう。ユユを捜しているだろうか。それは考えづらい。だって、ハイデンは魔女ルチアの部隊によって焼き払われてしまった。レーレが生きていたら、そのことを知ったはずだ。死体は見つからないけれど、ユユは死んだ。きっとそう思うだろう。ユユのように。いや。どうだろう。レーレのことだ。あきらめずに、ユユを捜そうとするかもしれない。ユユは乏しい根拠でレーレは死んだと決めつけた。でも、レーレは、根拠なんか何もなくたって、その証拠さえもたらされなければ、信じようとするのではないか。ユユは生きている、と。

　レーレはわたしのことが好きだから。

　ユユは目をつぶって胸を押さえ、唇をきつく噛かんだ。

　不意に後ろから名前を呼ばれた。

　アラーニャ、ではなく、「ユユさん」と。

　ユユは目を開けて振り向いた。ドラコだった。

　ドラコはゆっくりと歩いてきて、ユユの隣に腰を下ろした。

「一つ、申しあげておかなければならないことがあるのです」

　ユユはドラコをちらりと見て、すぐに夜空に目を戻した。

「はい」

「これからわたくしたちは、かなり大きな作戦を実行に移しますのよ。ユユさんはご存じでしたかしら」

「……いいえ」

「では、よくお考えなさい。十分とは言えないかもしれませんが、あなたには時間があったはずです。そろそろ決めなければなりません。わたくしたちと共に歩むか。それとも、道を分かつのか。これより先、わたくしたちに同行するおつもりでしたら、覚悟を決めていただく必要がありますわ。おそらく、わたくしたちも、彼らも、大いに傷つくことになります。それでも、わたくしたちは今このときに必要だと考え、この作戦を成功させるために全力を尽くすのです。犠牲を顧みずに」

「今、ここで、決めないといけませんか」

「一日」

　ドラコは断言した。

「明日の夜までに決断なさい、ユユさん」

　ユユは声を出すことができなかった。でも、返事はしないといけない。それはわかっているので、首を縦に振った。ドラコはため息ともつかないため息をついた。

「この一年、魔女と魔王が死にすぎています。わたくしたちは大きな成功を収めねばなりませんわ。できるだけ早く。人間たちを勢いづかせる前に」

「……そのために」

　言いかけて、口をつぐんだ。また余計なことを話してしまうところだった。危ういところでのみこんだ言葉を、ドラコはでも、見逃してはくれなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      「おっしゃってください、ユユさん」

「そのために……」

　ユユは乱れかけた呼吸を整えた。

「そのために、たくさん死なないといけないなんて、おかしいです」

「わたくしもそう思いますわ」

　ドラコは平然とうなずいた。

「ですが、ここで退ひけば、わたくしたちはただ失いつづけるしかないのです。すべてはルルケが聖戦と称して殺さつ戮りくと略奪を恣ほしいままにしたことから始まったのですが、過去はどうでもいい。わたくしたちは現在と未来を手に入れたいのです。手に入れるつもりですわ。必ず。たとえこの身が滅びようとも。なぜなら、わたくしは好きだからです。わたくしの友たちのことが好きで好きでたまらない。だから、わたくしは戦うのです。わたくしの理由は、じつのところ、それだけなのですよ」

　ユユは笑みを浮かべようとして、やめた。自分がなぜ笑おうとしたのか、よくわからない。でも、笑えなかった自分が嫌いになりそうだった。心配ない。とっくに嫌いだ。いつもそんなユユのそばにいてくれた。レーレ。わたし、レーレに会いたいよ。会えるものなら、会いたい。でも、無理。だけれど、一人でいたくもない。わたしは弱い。



    

  
    
      
第５話　【暗黒と闇やみ】





　紀元一四〇一年太たい星せい月づき、一の月。

　星の鎖はローウォックの大山脈に沿って北へ北へと向かっていた。

　隊員たちは疲労の極にある。それでも、休みは最低限にとどめなければならない。

　人も馬も、倒れそうになるまで足を動かせ、動かせ、動かせ。

　星の鎖は敵を追いかけているのだ。

　最初はわざわざ荒天をついて慈悲の海を渡ってきた数十隻の大船団だった。それらの船の大半はブルノー公領の沿岸で座礁、または転覆したが、乗員たちはかまわず大荒れの海を泳いで上陸してきた。鬼とも呼ばれる巨人アントラたちに率いられたブードやグーシー、鱗うろこ肌はだガガーらの大軍団だった。星の鎖は上陸地点の近くに布陣していたのだが、後手に回った。異変を察知して影犬がすっ飛んでいったときにはもう、敵は北進を開始していた。それから、影犬が先行し、本隊がそのあとをついてくる恰かつ好こうで追跡が始まったのだが、連中は疲れ知らずで、二日に一度しか休憩をとらなかった。影犬はともかく、本隊はどんどん離された。かといって、影犬だけで攻撃を仕掛けられる規模ではなかった。敵は数百どころか二千以上、おそらく三千ほどもいた。星の鎖は敵を追尾しながら、二十人ばかりの犬をあちこちに放った。周辺の街に警戒を促すため、あとは、他の魔女討伐隊と連絡をとるためだ。だが、敵は足を止めず、どこも襲わなかった。まっすぐ北を目指して、途中で別の大部隊と合流した。魔女ルチアと魔王バルバロの部隊、それからブードの“〝闘鬼”〟イングルードの鋼鉄戦隊だった。

　そこから敵の動きは鈍った。というよりも、まともな行軍速度になった。それでも、星の鎖本隊はすでに三日分ほどの距離を離されていた。かなり急いでも、簡単には追いつけそうにない。だからといって、追うのをやめるわけにもゆかない。仮に追いついたとしても、敵は四千以上にふくれあがっていた。あまりに戦力差が大きすぎる。いくらなんでも勝てるわけがない。

　奇妙な追いかけっこだった。

　唐突に終わった。

　場所はローウォック、ブルノー公領の北端だ。

　ローウォックの山中に突入していった敵は、夜のうちに雲散霧消してしまった。

　レーレら犬の捜索によって、明らかに自然に出来たものではない、多数の大小さまざまな洞穴が見つかった。敵はそれらの洞穴に入っていったものと思われる。犬たちは手分けして洞穴の中を探ったが、はかばかしくなかった。四人が一日経たっても帰らず、そうとう複雑な構造になっているトンネルだということがわかっただけだった。

　この結果を受けて、ヴィリー・ブランドロウはとうとう追跡の断念を決定した。

「だがな。これで終わったわけではないぞ」

　苦り切った顔で、星の鎖の隊長は吐き捨てるように言った。

「むしろ、ここからが始まりだ。あれだけの戦力を集めて、いったい何をやらかすつもりなのか。私に考える時間を与えたことを後悔させてやる。必ずな」



　　　



　クジェ帝国とカラリヤ王国にまたがる山々は、古くはボルゼク、今では白銀山脈と呼ばれている。

　本当に白銀の粒が降り積もっているかのようだ。木々も、地面も、輝きをまとった白一色に染め抜かれている。眺めていると、その美しさに心を奪われて、寒さなんて忘れてしまう。でも、その名の由来はこの冬景色ではなくて、白銀がたくさん採れるからなのだという。実際、白銀山脈には人間の鉱山がたくさんあるのだけれど、坑道の入り口は山やま裾すそにしかない。少し登ってしまえば、人間たちの手は及ばないのだ。

　白銀山脈の北側にあるレーメという山の中腹にある秘密の山荘で、ユユは魔女ヨモジや魔王キジタカと再会した。ヨモジは防寒具でもふもふになっていたけれど、キジタカはいつもどおりの恰かつ好こうでちょっと寒そうだった。あくまでユユがそう感じたというだけの話だ。キジタカは人間じゃない。魔王だから、大丈夫なのだろう。

「あらあら、まあまあ、お元気にしてらっしゃいましたのかしら、アラーニャさん！　ヨモジはもちろん、とってもとっても元気ですのよ！」

「それは見ればわかるけど」

「うふふふふ！　そうでしょうとも！　暗ぁーい顔をしていたら、みぃーんな元気がなくなっちゃいますのですわ！　魔女たる者、いつだって明るく前向きでないといけないのですから！」

　ヨモジはまだ若い。たしか、十四歳。ただ、もっと幼く見える。喋しやべり方や仕し種ぐさも子供っぽいけれど、彼女は一人の魔女として成長しつつある。魔女ドラコもそれを認めて、永久凍土に友軍を迎えに行くという重要な仕事をヨモジに任せた。見事に、といってもいいだろう。ヨモジは期待に応こたえてみせた。足あし速はやのランドール、雪狼セアード、猛たける角ハドラック、血ち塗まみれ鹿しかイーウェを主体とした総勢二千以上の友たちを、人間の目を避けながらここまで導いてきたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ユユはヨモジの頭を撫なでてあげたい衝動に駆られた。そうしてしまう前に、とんでもないことだと気づいた。ヨモジを子供扱いなんてできない。彼女はもうすっかり一人前だ。半人前、いや、それ以下なのはユユではないか。

「大変だったでしょう」

「ぜんぜん！　まったくですのよ！　へっちゃらですわ！　ヨモジにかかれば、これくらい、お茶の子さいさいなのですから！」

　ヨモジは雪焼けした顔を笑わせて、平らな胸を叩たたいてみせた。

「でも、ユユさ――おっと、アラーニャさんが出迎えてくださるとは、ヨモジ、ちょっと予想しておりませんでしたのよ」

「みんな忙しいから。わたしにできることは多くないし」

　ユユはドラコの友である森の狼おおかみクオードの偉大なる首領フリード率いる三十頭のクオードたちや、ポルモの三人組、ニムムとランラ、メロルと共に、雪に閉ざされた白銀山脈に入って、この山荘でヨモジたちを待っていたのだ。

　ドラコらはカラリヤ王国の各地に潜伏して、作戦の準備を着々と進めている。

　ルチアも流刑島の大部隊を従えて、そろそろカラリヤ入りしているだろう。

　そして、ヨモジが永久凍土の精鋭部隊をここまで連れてきた。

　魔女の軍団はかつてない大きな規模の作戦を実行に移そうとしている。

　ユユはその前に魔女の軍団から離脱することもできた。でも、そうしなかった。

「アラーニャさん」

　ヨモジは明るく鮮やかな色の瞳ひとみでまっすぐユユを見つめた。

「では、よろしいのですね」

「ええ」

　ユユはうなずいてから、ちょっとだけ笑った。

「といっても、わたしはやっぱり、戦うことはしないわ。みんなの戦いを否定することはできない。みんながどんな思いで戦っているか、どれだけの犠牲を払って戦いつづけてきたか、少しだけかもしれないけど、わたしもわかっているつもりだから。だけど、わたしは戦いたくない。この手で血を流すことが正しいとは、わたしにはどうしても思えないの。でも、短い間だけど、みんなと一緒にいて、親切にしてもらったり、助けてもらったり、ほんのちょっとだけ手伝いをしているうちに――わたしはみんなのことが好きになった。故郷で、そして、人間の街から街へと旅していたころは、こんな気持ちになったことはなかったの。わたしはいつも、自分は違うと思っていた。誰だれの仲間にもなれない。気のせいかもしれないけど、自分だけのけ者みたいに感じていた。ここではそうじゃない。わたしは人間で、魔女でもない半端者なのに、みんな爪つま弾はじきにしないで、受うけ容いれてくれる。言葉が通じなくても、心が通いあう瞬間がある。わたしはみんなと一緒に戦うことはできない。でも、戦いで傷つくみんなを放ほうっておくこともできない。自分には関係ないと割り切ることもできない。わたしはだから、みんなのそばにいることにしたの。自分の心に従って、みんなのためにできることがあれば、しようと思う。わたしはそうドラコに言ったの。そうしたら、かまわないってドラコは言ってくれた」

「そうでしょうとも！　なんてったって、ドラコさまですもの！」

　ヨモジは誇らしげに胸を張ってみせた。

「魔女は自らの意志で立って歩くものなのですわ！　ひとりひとり少しずつ違う道でも、手をとりあうことはできちゃうのです！　本来はみんなそうやって生きるべきなのに、かくあるべしと決められて、ひたすら同じ方向へ進まされ、そっぽを向く者は排除されてしまうのが現在の人間社会です！　ヨモジたちは正々堂々、否！　――と言い放って、必ずや真の自由を取り戻しちゃうのですわ！」

「でも、その前に身体からだを休めないと。シチューを作ってあるわ。外のみんなにも、食べ物を用意してあるから」

「じゃあ、ヨモジがささーっと行って、みんなに伝えてきちゃうのですよ！」

　ヨモジはそう言うが早いか外へと飛びだしていった。

　キジタカはヨモジを追いかけようとしたが、足を止めて赤い瞳ひとみにユユを映した。

　ユユは首をひねった。

「どうしたの……？」

「用心しろ」

「え？」

「ルチアはドラコとは違う」

　キジタカはユユに背を向けた。

「以上だ」

　そうして一陣の風のように出ていった。

　ユユはしばらくの間、キジタカの言葉について考えていたけれど、それより今はやることがある。何かしていれば、余計なことはぜんぶ片っ端からとけてゆく。一見、筋道が立っていそうな、でも、重ねれば重ねるだけ空疎になってゆく理屈より、ただそのために自分はここにいるのかもしれない。そんな思いさえもあっという間に消えてしまうのだ。



　　　



「――連中も無理をしているのだ」

　星の鎖は、カラリヤ王国のアマルディア湖南岸に位置するラヤの街近郊で野営している。アマルディア湖の周囲にいる魔女討伐隊は星の鎖だけではない。猛き剣、朱の槍やり、哀歌隊、銀の弓、烈心隊、輪舞、暴れ馬、金の喇らつ叭ぱ、そして星の鎖――雨雲が壊滅して十二個になった魔女討伐隊のうち合計九個が、それぞれひそかにカラリヤ王国入りして、アマルディア湖を取り囲んでいるのだ。

　紀元一四〇一年黒こく星せい月、二の月といえば、一年中でもっとも冷えこみが厳しい時期だ。カラリヤ王国では、北のクジェ帝国ほどではないが、雪もいくらか降る。天幕の中で毛皮にくるまっていても、真冬の夜は長い。

　本営用の大きな天幕の中も、じっとしていると指がかじかむくらい寒い。手袋をつけているのに。

　レーレはだから、ゆっくりと、絶えず手指を動かして、ときどき足踏みをする。隊長のヴィリー・ブランドロウや副隊長のダーヴィッド・リンチ、その他の有力な騎士たちは蒸留酒をちびちび飲やって寒さを紛らそうとしているが、影犬の御お頭かしらイアン・ブラックハートや禿はげのゲズーと一緒に端のほうに控えているレーレには酒なんて回ってこない。回ってきたとしても、レーレは酒を飲まない。あれは頭がぼうっとして、感覚が鈍り、身体からだがちゃんと動かなくなるから嫌いだ。だからレーレは、手指を動かして、そっと足踏みをする。足の指も動かす。わずかに体勢を変える。

「一昨年から去年にかけて、我々は少しずつ、だが、着実に戦果を上げた。とりわけアヤミとガオララをふくめて、魔女と魔王を十九ずつ討ちとった。これは大きい」

　ブランドロウはレーレたちのほうをちらっと見た。

「下っ端どもをいくら殺したところで、やつらは虫のごとく涌わいて出てくるからな。魔女と魔王さえいなければ、連中はただ、名も無き荒野や流刑島、永久凍土で細々と命脈を保っていたことだろう。ムウラなどという狡こう猾かつな種族もいるが、所しよ詮せん、やつらに怪物だの獣だのをとりまとめる力はない。その意味では、魔女はムウラに利用されているだけの哀れな者たちという見方もできなくはない。しかし、人類にとってはきわめて有害だ。まずは魔女と魔王を除く。それが最善の道だとわかっていながら、そのための有効な方法が我々にはなかった。とりわけ魔王。やつらをしとめるには、一に対して百、それ以上であたるしかない。むろん、それとて一つの知恵ではあるが、いかんせん効率が悪すぎる。言うまでもなく、戦いにおいては、最小限の犠牲で最大限の成果を上げるのが理想だ。我々はその理想から程遠いところにあった。今は違う。状況は変わりつつある。敵も馬ば鹿かではない。勘づいているのだ。流れが我々に傾きつつあるということを。この段階で止めようとしている。まあ、悪くない判断だ。私が敵でもそうする。というか、そうせざるをえん。問題は流れを止めるために何をするか、だが――」

「もし私が敵の大将ならば」

　リンチが笑みを貼はりつかせた顔で言った。

「ヴィリー・ブランドロウの息の根を止めますね」

　ブランドロウは片方の眉まゆを動かしただけでそれには答えず、騎士たちを見まわした。

「敵は間違いなくエルウシオンを狙ねらう。口に出すも恐れ多いことだが、仮に教主ヨムル猊げい下かがお命を落とされるようなことになれば、サイオンの権威も地に落ちる」

「ですが、アマルディア湖に浮かぶエルウシオンは難攻不落です。城門を閉ざしてしまえば、入りこむことはできない」

「人間にとってはな」

　ブランドロウは、今度はリンチを無視せずに軽く笑った。

「だが、連中には魔王がいる。とくに、グルブブ。あまり表に出てこないから未知数の部分もあるが、アルジャーノン・ラングレン司教からの情報によれば、やつはかつて名も無き荒野に近い一帯で信仰されていた異端の神だったという。彼は名も無き荒野の果てから歩いてきて西方に恵みをもたらした者で、すべての土と岩と砂はその目や鼻から流れだしたか、足の裏からあふれでたものだと考えられていたのだそうだ。主しゆアルド・サイオンに討伐され、その大いなる力の大半は失われたものと見なしていいだろうが、それでもまだやつは土や岩に影響を及ぼすことができる。それは確認済みだ。グルブブをエルウシオンに近づけてはならん。何が起こるかわからんからな」

「逆を言えば、敵はグルブブをエルウシオンに接近させようとする。そういうことでしょうか」

「おそらくは、カラリヤ王国首都パルメクを攻め落とし、その勢いでエルウシオンに迫ろうとするだろう。パルメクの桟橋からエルウシオンまでは目と鼻の先だからな」

「しかし、他の経路でエルウシオンを目指す可能性もあります」

「なくはない――が、私の読みではパルメクだな」

　ブランドロウは悠然と肩を回して、息をついた。

「連中は無理をしている。あちこちから集められるだけの兵をかき集めて、その上で小細工を弄ろうするだけの余裕があるとは思えん。やるとしたら、陽動だろう。裏をかくふりをして、正面突破を図る。何があろうと、戦力はあくまで集中させるべきなのだ。繰り返すが、敵は馬ば鹿かではない。奇策は常道がどうしても叶かなわぬ場合のみに用いる。それが大原則だ。十中八九、敵はパルメクを衝ついてくる」

「大きな戦いになりますね」

「そうだな。当然、諸君にとっては本望だろうが……？」

　ブランドロウが酒杯を持ちあげてみせると、騎士たちは笑った。

　レーレは手指を動かしつづけている。

　静かに足踏みをしながら、足の指も動かさないといけない。



　　　



　黒こく星せい月十二日。

　明日、魔女たちの戦いが始まる。

　まずは、アマルディア湖の東西と南に配置されたグーシーやガガー、総勢千余りの部隊が、湖を押し渡ってエルウシオンへと向かう。

　かつて慈悲の海を泳いで渡り、流刑島に到達したという彼らは、天性の泳者だ。凍りつく寸前のアマルディア湖となると多少事情は違うが、そのための準備をちゃんとしているらしい。

　ただし、彼らは本命ではない。囮おとりだ。アマルディア湖の周辺には魔女討伐隊やカラリヤ王国軍がうろついている。もしかしたら、彼らのほとんどは湖までたどりつけないかもしれない。そのことは彼らもわかっている。覚悟の上なのだ。

　本命は、パルメクを攻めて一気にエルウシオンを目指す、魔女ドラコと魔女ルチア、それから魔女ヨモジの部隊だ。

　名も無き荒野から少しずつ西方に入りこんできたブードやダングー、獣たち、それに直属の部隊を加えた約六千のドラコ隊は、東からパルメクに突撃する。

　流刑島のアントラ、ブード、獣たち、それから、イングルード鋼鉄戦隊や直属の部隊をあわせて、約三千のルチア隊は、西からパルメクを攻撃する。

　永久凍土のランドールや獣たちで構成されている約二千のヨモジ隊は、パルメクの北から西へと向かい、ルチア隊に合流する。

　ユユはヨモジ隊に同行して、パルメクの北、だいたい３モーデン（約24km）の森の中にいる。

　明日、戦闘が開始されたら、後方で傷ついた者たちの手当てに専念することになるだろう。忙しくなる。最前線じゃなくても、そこは戦場だ。たくさん死ぬ。ユユの目の前で息絶える者もいるだろう。恐ろしくないわけじゃない。そのときのことを考えると、やっぱり怖い。でも、なんだか実感がわかなくて、変に落ちついている自分がいる。

　夜の森には雪がちらついている。

　積雪は足をつけば地面が露出する程度の量だ。

　ユユは白い息を吐きながら一人で森を歩いている。

　少し遠くにいるみんなは、興奮して仲間同士で語りあったり、戦いに備えて一眠りしたり。永久凍土に住んでいた者たちにすれば、この程度の寒さは寒いうちに入らないのかもしれない。雪狼セアード、猛たける角ハドラック、血ち塗まみれ鹿しかイーウェはもちろん、足あし速はやのランドールたちも、地べたにごろんと横になって平気で寝息を立てる。たくましいのだ。

　ユユは防寒具を身につけていても、震えているのに。

　耳が痛い。ちぎれてしまいそう。

　しゃがんで、手袋を外し、雪をすくってみた。すぐに捨てた。

　突然、叫びたくなった。

　レーレ！

　叫ぶことができたら、どんなにいいだろう。

　届かないとわかっている声を張りあげる勇気なんて、ユユにはないのだ。

　ひょっとしたら、レーレはどこかで生きているかもしれない。でも、もしそうだとしても、会える保証はない。だったら、望みなんか持っていたくない。叶かなう見込みがおぼつかない望みは重すぎる荷物だ。無理に背負って、よろめきながら歩くくらいなら、放ほうり投なげてしまおう。



　　　



　黒こく星せい月十三日のまだ日が落ちきらない黄昏たそがれどき、パルメクの東１モーデン（約８km）に布陣していた星の鎖は敵の動きを察知した。森だ。多数のブードやダングー、狼おおかみどもが群れをなして森の中を移動している姿を複数の犬が目撃し、これを本陣に伝えたのだ。

　報告を聞いたヴィリー・ブランドロウは「よし」と満足げにうなずいた。

「手を出さずに追尾だ。近くにいる暴れ馬、金の喇らつ叭ぱ各隊にも報しらせてやれ。余計なお世話だろうが、念のためだ」

　星の鎖は天幕を捨てて移動を始めた。

　黒星月の初旬から、魔女討伐隊はアマルディア湖周辺の警備をカラリヤ王国軍に任せて、パルメクの近くへと移動していた。星の鎖、暴れ馬、金の喇叭はパルメクの東へ。輪舞、猛き剣、朱の槍やりは西へ。哀歌隊、銀の弓は北へ。そして、烈心隊は新たに南から駆けつけてきた散り花と共に、パルメク市内に入った。

　アマルディア湖周辺に展開しているカラリヤ王国軍は二千、パルメク市内に配置されているのが五千。さらに、聖騎士団教都防衛隊三千がパルメクの防衛にあたる。

　魔女討伐隊は十個、戦闘要員一万余名がパルメクの内外にいることになるから、総計二万人に及ぶ大兵力がこの一帯に集中しているのだ。

　敵の総数はさまざまな情報、証拠から、一万ほどではないかと推測されている。

　もしそうならば、二倍の戦力を有するこちら側が圧倒的に有利だ。

　星の鎖は敵の背後についた。暴れ馬と金の喇叭も遅れずに星の鎖と並走した。

　レーレは馬に乗って星の鎖の中段やや前あたりでブランドロウのすぐ後ろにいる。周りは御お頭かしら以下、影犬の精鋭たちだ。他の犬は方々に散って敵の動向をうかがっている。

　状況は把握している。近くにブランドロウがいるので、いやでも耳に入ってくる。何が起こっているのか、起こりつつあるのか、これから何が起こるのか。知ることは重要だ。いつ命令が下るかわからない。おれは犬なんだから。命じられて、敵を追う。付け回す。付け狙ねらう。噛かみついて、喉のど笛ぶえを掻かき切る。それが仕事だ。そのためにおれはいる。そのためだけに。うずうずしている。早く命令をくれよ。敵を殺せ。そう言ってほしい。それだけなんだから。おれにできることは。

　レーレの中にはいつも焦りがある。苛いら立だちが渦巻いている。怒鳴り散らしたい。大暴れしたい。

　すっとするんだ。

　敵を殺すと、気分が落ちつく。満たされる。

　レーレは前を行くブランドロウをじっと見ている。あの男が命令を下す。そのときをひたすら待っている。他のことはどうでもいい。

「レーレ……！」と声をかけられた。

　見れば、隣にサリがいた。レーレと並んで馬を走らせている。

　レーレは何か返事をした。

「あんた、ぼうっとしてない……!?」

　してないよ、と答えたと思う。

「なんか、このごろずっと、様子が変だから……！」

　そうかな。そんなことはないと思うけど。だいたい、ぼうっとなんて、してるわけないじゃないか。戦いだ。戦いだ。戦いだ。戦い。戦いが始まるんだ。大事じゃないか。それが一番大事なんだ。そうだ。何よりも大事だ。戦いのことを考えると、身体からだの奥が熱くなってくる。頭がじんと痺しびれる。何もかもがゆっくりになる。自分の血の流れまで把握できるようになる。心臓の動きが激しくなる。今まで殺してきた魔王や魔女の死に様が浮かぶ。どうやって殺したか。それをなぞる。丁寧に。頭の中で再現する。もうちょっとこうすればよかったかな。それとも、ああすればよかったか。次はもっとうまくやろう。そう思うと胸が騒ぐ。楽しみだし、楽しいんだ。興奮する。こんなにおもしろいことは他にない。血がたぎればたぎるほど、おれの目はよく見えるようになるんだ。何でもできるような気がする。そこにしか、本当のものはないんじゃないかって、このごろ思うんだ。戦う。敵を殺す。息の根を止める。その瞬間だけは間違いなく本当なんだって、信じられる。あとはぜんぶ嘘うそなんじゃないかな。夢？　幻？　そんなものなんじゃないかな。命じられて、敵を殺す。そのときだけ、おれは起きていて、あとは眠っている。そんな気がしてしょうがないんだ。

　まだ、おれは寝ているんだ。

　眠りは破られていない。ぜんぶ、少しずつ、ぼんやりしている。

　星の鎖は騎士隊が先行して、従士隊がそのあとにつづいている。騎士隊はときおり速度をゆるめて、従士隊が追いついてくるのを待つ。騎士隊だけなら、敵軍に食らいつくこともできるが、その必要はない。敵軍の目的地はわかっている。カラリヤ王国首都パルメク。アマルディア湖から引かれた水をたたえた濠ほりと、高くて分厚い頑丈な防壁に守られている、西方でも指折りの大都市だ。跳ね橋は上げられているから、敵軍は濠の前で立ち往生するだろう。いや、すぐに攻撃を開始するかもしれないが、向かう防壁の上には守備隊がいる。そして、後ろには魔女討伐隊が。敵軍は前後から挟み撃ちにされる。

　おれの出番はいつかな。いつになったらブランドロウは命令してくれるのかな。

　ずっと、ずっと、そのことばかり考えていた。

　気がついたら、１モーデン（約８km）あったはずの距離が半カーレル（約１km）もなくなっていた。このへんは森じゃない。農地だ。パルメクはもうすぐそこだった。

「暴れ馬、金の喇らつ叭ぱと足並みをそろえろ……！」

　ブランドロウがそう叫ぶと、他の騎士たちも似たようなことを口々に言った。右側の暴れ馬、左側の金の喇叭よりもやや先んじていた星の鎖は、全体的に足をゆるめた。三個の魔女討伐隊はみるみるうちに一つの軍団となった。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド。主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド。主しゆの加護を願う声がそこらじゅうからわきあがった。レーレもひっそりと呟つぶやいてみた。

「主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド」

　どうか命令をください。敵を殺す命令を。守ってくれと言いながら、命令を欲しがるなんて、なんか変だ。まだ半分眠ってるのかな。だから、ずれているのかもしれない。

　それにしても、騎士たちはご苦労なことだ。みんな、あんなに重い鎧よろいを身につけて、兜かぶとを被って、動きづらいったらないだろう。いつもそう思う。馬だって大変だ。でも、おまえはそうでもないよな。レーレは自分の馬に話しかけた。あれ。おまえ、名前は何だっけ。エリオ？　違うか。エリオは黒くろ鹿か毛げだった。こいつは栗くり毛げだ。そうだ。エリオは死んだんだった。違う、違う。殺したんだ。おれがこの手で殺した。おれは犬だから、殺すしかできないんだ。いつだってそうなんだ。レーレは呟いてみた。

「主の御為にロオ・エルウ」

　すべては主しゅのために。

　違うな。サリのおかあさんのためか。サリのおかあさんは、喜んでくれるかな。知らないけど。会ったこともない人だけど。サリのおかあさん。それ、誰だれだっけ。おかあさんだから、サリを産んだ人か。どこにいるんだろ。どこだっけ。わからないや。

　パルメクの濠まで、あと２ナート（約２００ｍ）くらいか。

　前方の敵軍が止まった。

　そのうちの半分くらいが一斉にこっちを向いた。

「粉砕するぞ！　突撃……！　主の御為にロオ・エルウ……！」

　ブランドロウが剣を振りあげて号令をかけた。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。主の御為にロオ・エルウ。みんな同じことを言うんだな。でも、おれはさっき言ったし、いいか。

　突撃。

　――突撃、か。

　ああ。

　じゃあ、おれも戦っていいってことかな。敵を、敵を、敵を、殺せってことかな。だって、突撃だし、そうだよな。みんな、前のめりになってる。敵に、敵に、敵に、突っこむんだ。おれだって、戦わないと。戦って、殺さないと。

　レーレは馬ば腹ふくを蹴けった。何度も、何度も、蹴った。さあ、走れ。もっとだ。もっと速く走れ。走れ、エリオ。負けるな。どの馬より速く走るんだ、エリオ。さあ。

「はは、エリオじゃない」

　そうだった。おまえはエリオじゃない。何だっていい。

　星の鎖は、魔女討伐隊は突き進む。レーレは前に行きたい。どんどん前へ。でも、ほとんど密集隊形に近い。これではとても前になんて行けない。頭にくるな。苛いら々いらする。邪魔だ。何もかも邪魔だ。

　敵は赤い金属の鎧よろい兜かぶとで身を固めて、さらに盾と槍やりを持っている。ブードとダングーだ。こっちに向かってくる。魔女討伐隊はほとんど全速力でやつらにぶつかってゆこうとしている。正面衝突だ。うおおおおおおお。ふおおおおおおお。おおおおおおおお。そんな声が前のほうから聞こえてきた。もうちょっとだ。あと少しでぶつかる。

　いろいろな、たくさんものが一斉に潰つぶれる、とても、とても大きな音がした。

　前のほうが詰まった。

　激突した敵と味方がごた混ぜになって、壁みたいになった。

　その壁めがけて、敵と味方が突進した。

　人馬と怪物、金属の壁はどんどん厚みを増していった。

　そのおぞましい壁を突き崩さなければ勝利はない。

　でも、レーレにとってはどうでもよかった。勝つとか、負けるとか。そんなことのために戦うわけじゃない。

　壁が迫ってくる。

「行け、エリオ！」

　レーレは馬をあおった。自分はエリオじゃない。まるで抗議するように馬は速度を上げ、ブランドロウたちを押しのけるようにして抜き去った。レーレは鐙あぶみから足を抜いて、鞍くらの上で膝ひざ立ちになった。壁は目の前だ。

　馬は壁に思いきり突っこんだ。

　その前にレーレは手綱を放して鞍くらを蹴けった。

　壁を飛び越えて、ブードの兜かぶとの上に着地した。

　踏み台にして、また跳んだ。

　空中で短い魔王殺しを抜いた。

　別のブードの頭に飛びつき、兜の隙すき間まに魔王殺しを突き入れた。脳に達したら、すぐに引き抜いた。そのブードが倒れる前に、別のブードに躍りかかって、鎧よろいと兜の隙間、首の横側に魔王殺しを突き刺した。そいつを蹴け倒たおしながら魔王殺しを抜いて、敵の真まっ只ただ中なかに降りたった。体勢を低く、低くして、あいていた左手で鈍どん剣けんを抜いた。すぐそばのブードの膝ひざを鈍剣で殴りつけながら、ダングーの首と顎あごの境目に魔王殺しを突き入れた。別のブードの膝を鈍剣でぶん殴った。立てつづけに、違うダングーの股こ間かんに鈍剣を叩たたきつけながら、三匹のブードの兜の目の部分の隙間に魔王殺しを、ずた、ずた、ずた、と叩きこんだ。鈍剣を振りまわし、振りまわして、動きまわることのできる空間を作って、魔王殺しを敵の、敵の、敵の、急所に、致命的な箇所に、大事な部分に、的確に、迅速に、無駄なく、決して雑にならないように、注意深く、角度と深度を間違えないように、突っこむのだ。それが適切なら、魔王殺しは驚くほどすんなりと、何の抵抗もなく、敵の命を破壊してくれる。ちょっとでもしくじると、すべてが乱れてしまう。レーレは知っている。そのことを誰だれよりも熟知している。一つの過ちも犯してはならない。すべては正確に行われなければならないのだ。レーレはそのために、決して目をつぶらない。まばたきもしない。鷹たかの目は生命線だ。この目に見えないものなんてない。どんなに速くても、この目はしっかりと捉とらえてくれる。見えているかぎり、レーレは動くことができる。誰よりもよく状況を把握して、早く反応し、先手をとって、敵を制圧できる。でも、見えなくなったら終わりだ。レーレはわかっている。おれが敵を殺せるのは、鷹の目のおかげだ。だから、レーレは目をつぶらない。ずっと開けたまま見つづける。そうして、左手の鈍剣を振りまわしながら、右手の魔王殺しで敵を殺す。一撃で殺す。確実に殺す。

　やがて視界が小刻みに揺れはじめた。気にならなかった音が気になりだした。間延びした低い音。いろいろな音。雑音。自分の呼吸音。心音――。

　限界が近づきつつある。目が痛い。眼球が破裂してしまいそうだ。痛みはさらにレーレを乱す。ゆったりしていた時間の流れが速まって、あたりまえにできたことができなくなる。レーレはそれでも目を開けている。探すのだ。探さないと。壁だ。人馬と怪物の壁に綻ほころびが生じている。あそこだ。

　レーレは近くにいたブードの顎めがけて鈍剣を振りあげた。兜が吹っ飛んで、ブードも尻しり餅もちをついた。そいつの肩に跳び乗って、後方に跳躍し、くるっと回ってそこにいたダングーの脳天に鈍剣を叩きつけた。ダングーは昏こん倒とうした。レーレはそいつを踏みつけて、壁の綻ほころびを目指して駆けた。体勢をぐっと低くして、敵には一切かまわず、まっすぐ走った。レーレには道が見えていた。一本の道が。その道を突っ走れば絶対に大丈夫だという確信があった。そのとおりだった。

　レーレは壁の綻びから向こう側に出た。

　その瞬間、人馬と怪物の壁がどっと崩れた。

　一気に低くなった壁の上を星の鎖の騎士たちが乗り越え、あるいは飛び越えていった。

　レーレは立ち止まって振り返った。

　眼球の痛みが耐えがたいものになった。額からこめかみ、後頭部にかけてが何かにきつく締めつけられた。吐き気がした。肺が軋きしむ。胃が、腸がよじれる。どばっと涙があふれて、何も見えなくなった。レーレの右を、左を、騎士たちが駆けてゆく。その気配が恐ろしかった。見えないからだ。見えないと、敵か味方かさえわからない。レーレは騎士たちだと思っているが、違うかもしれない。レーレは叫びたくなった。唇を噛かんで、どうにか我慢した。手の甲で何度も何度も目の周りをこすった。止まれ。涙なんか。止まれ。止まれ。止まってくれ。痛くてもいい。それはいいから、涙は止まれ。頼む。お願いだから。神さま。おれの涙、止めてくれませんか。見えないと困るんだ。すごく困るんだ。何もわからないじゃないか。怖いじゃないか。仕事ができないじゃないか。敵を殺せないじゃないか。殺さないといけないのに。もっと殺さないと。

　くそ。くそ。くそう。やっとだ。ようやくちょっと見えるようになってきた。

　騎士たちは敵を押している。それに従士たちがつづいている。レーレの脇わきを通りすぎてゆくのはもう従士だけだ。レーレは荒い息をしながら首を回した。まだ重い。頭が。首が。肩が。全身が。だるい。眼球も痛い。口の中はからからだ。でも、動ける。

「あああああ……！」

　大声を出して、それからレーレは走りだした。

　すぐに足が止まった。

　後ろだ。

　スオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ……！

　総毛立った。その咆ほう吼こうに心臓をわしづかみにされた。それどころか、握りつぶされた。そんなふうにさえ感じた。レーレはへたりこんでしまいそうになった。でも、これは恐怖じゃない。それだけじゃない。

　ひれ伏すべきなのかもしれない。

　地面に額をつけて、とにかく謝らないといけない。

　冗談じゃない。

　空はもうだいぶ暗い。

　西の果てが赤く燃えている。

　雲は少ない。

　雪が降っている。

　細かい雪が、ちらちらと。

　月が出ている。

　大きな月だ。

　満月。

　いつだったか、こんな空を見たような気がする。

　あのときはたしか、何とも思わなかった。それどころではなかったし、気にもとめなかった。なんでこんなことを思いだすのか。でも、月――、

　そうだ。

　クローデルが襲撃されたときもこれくらいの時間帯で、月が出ていた。

　まん丸い月が。

「敵襲……！」

　レーレは声をかぎりに叫んだ。

「後ろだ！　後ろに敵がいる……！」

　言うまでもないことではあった。みんな、あの声を聞いたはずだ。周りの従士たちはだいたい凍りついている。呆ぼう然ぜんとしている者もいる。座りこんでいる者もいる。魔王の咆ほう吼こうに慣れている星の鎖の隊員たちでさえ、この有様なのだ。あれはやはり、普通の咆吼じゃなかった。そういうことだろう。とはいえ、そこは魔女の軍団との戦いに慣れた精鋭たちだった。誰だれも彼もすぐに立ちなおって振り向いた。

　彼らの目には、まだはっきりとは見えないかもしれない。

　レーレの鷹たかの目にはしっかりと見える。

　これくらいの暗さなら、まだなんとか平気だ。

　連中はゆっくりと、ひたひたと、近づいてくる。

　見たところ、ほとんどは獣だ。狼おおかみ。そして、熊くま。もっと小さな生き物もいる。ブードやらダングーやらはたぶん、少数だ。

　総勢は千に届かないだろう。

　でも、あいつらは手て強ごわい。

　先頭にあの女がいる。

　魔女ドラコ。

　そして、その傍らにいる、やけに背の高い男は間違いなく魔王だ。

　ドラコの伴はん侶りよ、魔王グルブブだろう。あれはきっと、グルブブの咆吼だったのだ。

「……謀られたのか」

　レーレのそばで、一人の従士がそんなことを呟つぶやいた。星の鎖が捕捉したのはドラコの部隊だった。ただし、ドラコはその大部分を先発させて星の鎖、暴れ馬、金の喇らつ叭ぱに追わせた。そうして、自分は残る少数を率いて、魔女討伐隊の後背をつく。魔女討伐隊は自分たちとパルメク守備隊で敵を挟み撃ちにしようとしたが、今こちらも同じ目に遭おうとしている。つまり、そういうことか。

「――だめだ！　ここで止まるな！」

　別の従士が叫んだ。

「騎士隊に追いつけ！　誰だれでもいい！　隊長に状況を報しらせて指示を仰ぐんだ！　我々の勝手な判断で動いてはならん！」

「そうだ！　行くぞ！」

「走れ！　走れ！」

　戦場ではどう振る舞うべきか。騎士だけじゃない。従士たちも熟知している。何か起こったときは、互いに声をかけあい、叱しつ咤たし、励ましあう。浮き足だってばらばらに行動したりはしない。それが魔女討伐隊というものだ。

　従士たちがこぞって前進を再開した。レーレも従士の列に加わった。人馬と怪物の壁はもう穴だらけの低い垣根みたいな状態になっていた。レーレたちはその垣根を越えて進んだ。休まずにずんずん進んだ。星の鎖の前衛と敵軍はパルメクの防壁を囲んでいる濠ほりの前で激しく揉もみあっていた。防壁の上からは矢の雨が敵軍めがけて降り注いでいるが、連中の大半は立派な鎧よろい兜かぶとを身につけて、頑丈そうな盾まで持っている。矢は嫌がらせ程度の効果しかないだろう。ブランドロウはどこにいるのか。いた。前衛の真まっ只ただ中なかだ。相変わらず兜を被っていないので、すぐにわかる。その周りには御お頭かしらもいる。御頭は他の者たちより頭一つ分背が高いし、髪の毛の色も独特なので目立つのだ。よく見えないが、他の犬たちもいるはずだ。動きがあった。複数の騎馬が左右に散っていった。あれは犬たちだ。伝令か。おそらく、従士の誰かがブランドロウにドラコの出現を報せた。その情報を耳にして、ブランドロウが何らかの決断を下し、それを伝えるために犬たちを放った。きっとそんなところだろう。

　レーレは前衛部隊の最後尾について振り返った。

　ドラコたちはまだ３ナート（約３００ｍ）以上後方にいる。ゆったりとした進軍速度だ。いや。くる。急に加速した。

　同時に数十人の騎士が前面の敵めがけて火ひ打うち銃じゆうをぶっ放した。

　一瞬の間まができた。

　その間に騎士たちが一斉に右へ、北へと転進した。レーレをふくめた従士たちも騎士たちにつづいた。星の鎖に押されるような恰かつ好こうで、右側にいた暴れ馬も北へ方向を変えた。左側にいた金の喇らつ叭ぱもついてくる。前面の敵が一気に押しだしてきた。後ろからはドラコたちが迫ってくる。「走れ！」「駆けろ！」「止まるな！」というような声が無数に飛び交った。魔女狩りたちはひたすら馬を駆った。あるいは自らの足で懸命に走った。北へ。北へ。北へ。足を折った馬から騎士が投げだされた。騎士は別の馬に轢ひかれた。馬も次々と蹴け飛とばされた。転んだ従士を助け起こそうとした従士にぶつかった別の従士がよろめいてさらに別の従士を突き倒した。「見捨てろ！」と誰だれかが叫んだ。「かまうな！」「走れ、走れ！」という怒号が飛んだ。彼らは非情なのではない。ただ自分たちが何をするべきか知っている。それだけだ。見捨てられた者も仲間を恨んだりはしないだろう。彼らは戦場の兵士だから死ぬ覚悟はできているはずだ。戦場では敵が死んで、味方が死ぬ。あたりまえのことだ。みんなわかっている。人が死ぬことをわかっていない者は戦えない。大勢がばたばたと倒れてゆく現実を身にしみて知っているからこそ戦える。死があたりまえだからこそ戦える。死が特別だったら戦って死ぬことなんてできない。死はあまりにありふれている。ここには死が充満している。死の匂においが強すぎて、レーレは窒息しそうだ。こんなにも息苦しいのに、なんでおれは走ってるんだろう。

　レーレは足を止めずに振り返った。

　ちょうど金の喇叭の尻尾しつぽにあたる部隊が濠ほりの前にいた敵軍とドラコたちに挟みこまれて、ぐしゃっと、簡単に、じつにたやすく押しつぶされたところだった。

　魔女狩りたちは、だが、顧みずに進む。まっすぐではない。やや東に進路をとった。隊列は弧を描いている。それどころではない。曲がる。曲がってゆく。どんどん角度がきつくなって、円に近づきつつある。このまま逆戻りして、今や一体となった敵軍に突撃するつもりなのだ。

「主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ……！」「主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ……！」

　騎士たちが、従士たちが、口々に叫んでいる。

　レーレは呼吸だけに専念した。

　だいぶ暗いな。

　もうずいぶん暗い。

　月があるだけ、ましかな。

「あああああ……！」「行くぞおおおああ！」「だあああああ……！」「わああああああああ！」「がああああああ！」「あああああああああああああああああああ……！」

　魔女狩りたちの祈りの言葉は次第次第に単なる雄お叫たけびへと、もしくは奇声へと変わっていった。

　敵と味方がぶつかる直前だった。

　その中間地点で畑の土が急激に盛りあがって小山になった。

　小山は大きな音を立てて砕け散り、土だの小石だのが魔女狩りたちに吹きつけたり降り注いだりした。

　それで魔女狩りたちの勢いが弱まった。敵はそこに襲いかかってきた。おかげで、激突という形にはならなかった。敵に狼おおかみが多いせいもある。敵は魔女狩りたちに食いつくだけではなくて、隊列の隙すき間まにするすると入りこんできた。あっという間だった。敵と味方が入り交じった。乱戦だ。こうなったら、騎士も従士も獣も怪物もへったくれもない。とにかく近くにいる者が敵なら組みついてでも殺す。それしかない。組織だった戦いを得意とする、というよりも、組織だった戦いに持ちこむことで勝利を収めてきた魔女狩りたちにとっては、有利とは言いがたい状況だ。でも、レーレにとってはそうでもない。むしろ、他の連中と協力しあって何かをしないといけないなんて、煩わしいだけだ。

　味方なんていらない。邪魔だ。敵だけでいい。

　どうせ、ぜんぶ見えるんだ。

　見えてしまえば、殺せる。

　レーレは低い姿勢で疾駆してきた狼の頭に鈍どん剣けんを叩たたきつけて頭ず蓋がいを叩き割った。もう一頭くる。そいつの右目に魔王殺しをぶっ刺して吹っ飛ばし、味方の間を縫うように走って見つけた別の狼の頸くびに鈍剣を叩きこんだ。狼は、狼は、狼なんて、群れてかかってくるから怖いのであって、一頭一頭は雑ざ魚こだ。雑魚。本当に頭がよくて強い狼なんてそうそういない。おれにはわかるんだ。雑魚と雑魚じゃないやつ。見分けられる。今、脳天に鈍剣を食らってぎおおおおおおんと悲鳴をあげて崩れるように、ぺしゃっと潰つぶれるように四肢を折ったこの狼は雑魚。躍りかかってきておれの喉のどにかぶりつこうとして、その顎あごの下に魔王殺しをぶちこまれてそれが脳まで達して身体からだをばたばたさせて、うざったいからおれは魔王殺しを抜くのと同時にそいつを近くの狼めがけて投げつけてやった。どっちも雑魚。生意気にも後ろから迫ってきて、おれの背中にのしかかって押し倒そうとしたみたいだが、もちろんおれは気づいていてぐっと身を屈かがめて腰をはねあげて、そうしたらそいつは頭から地面に突っこんで、でも、くるっと斜めにでんぐり返しをして体勢を立てなおそうとした。おれはすかさずその鼻面を鈍剣でぶん殴ってやった。雑魚。雑魚。雑魚だ。弱い。弱い。弱すぎる。

　不意に思いついた。何もわざわざ鷹たかの目なんか使わなくなって、こんな雑魚どもの相手はできるんじゃないのか。あれは使いすぎると、疲れるし。眼球が痛くなるし。

　レーレは目をつぶった。耳を澄まして、匂においを嗅かいだ。風を感じようとした。

　頭の中心で何かがカッチリとはまった。

　ああ――、

　世界は広い。

　レーレは薄目を開けた。

　視覚。

　聴覚。

　嗅きゆう覚かく。

　触覚。

　それらがあわさると、これまでとはまったく別の世界がそこには広がっていた。

　大地は遥はるかに遠くまでつづく黒と白の濃淡だ。

　空気は青と緑の濃淡。

　生き物は赤と黄。

　その上にさまざまな色がちりばめられている。

　レーレはそれを見ているのではない。感じている。

　すべては静止しているかのようだが、そうではない。少しずつ動いている。空気どころか、大地までも。速度がそれぞれ違うだけだ。

　変わらぬものなど何もない。

　何もかも刻一刻と変化しつづける。

　一個の赤と黄の変動体となったレーレは、他の赤と黄の変動体の間をするすると移動した。それらが敵か味方かなんて、今のレーレにはわからない。見分けがつかない。でも、相手にはわかっているようだ。レーレに向かってくる変動体がある。ゆらり、ゆらりと。ふわふわと。しずしずと。レーレはそれを壊す。難しいことは考えなくもいいし、しなくてもいい。ただ壊すだけでいい。そうすると、その赤と黄の変動体に白い部分が生まれて、その白はだんだん明度を失ってゆく。暗く、暗くなってゆきながら、だんだんとその部分が広がってゆく。そのあとのことは知らない。ただ、おそらく、赤と黄の領域はどんどん減っていって、ついにはなくなってしまうのだろう。それは黒と白の濃淡になる。そうなってからも、とどまることはなく、ゆっくりと、緩慢に、変化しつづけるのだろう。

　それが死なんだ。

　死すらも永遠じゃない。

　生も、戦いも、死も、結局、同じだ。

　変化でしかない。

　おれは変化の中にいる。

　おれも変化でしかない。

　だから、こんなにも静かなんだ。

　おれは壊す。近づいてくる赤と黄の変動体を壊す。壊して、進む。進んで、壊す。

　壊す。

　それも変化だ。

　変化でしかない。

　おれは変化させる。おれは変化だ。変化が変化させる。それは変化でしかない。

　変われ。

　変われ。

　変われ。

　みんな変われ。

　でも、前のほうに、揺るがぬものがいる。それは色じゃない。光。輝きだ。そいつは輝きで出来ている。強い。強い輝きだ。引きよせられる。どうしてもそこに行かないといけない。そんな気にさせられる。

　レーレはそこへ向かった。邪魔しようとするものは壊せばよかった。変化させた。

　ところが、そこに近づけば近づくほど、レーレの世界はざわつき、乱された。

　目も、耳も、鼻も、肌の感覚も、あんなに研ぎ澄まされていたのに、これは何だ。

　人間がいる。

　怪物がいる。

　獣がいる。

　鉄。鋼。血。肉。骨。

　醜い。うるさい。臭い。汚い。

　何なんだ、これは。

　あいつだ。きっとあいつのせいだ。あいつはもう、輝きなんかじゃない。人間みたいな姿をしている。髪の長い、背の高い男。その斜め前には女がいる。魔女ドラコ。あの男は魔王グルブブ。あいつは変化しない。変化の外にいる。いつだったか、ユユが――そう、ユユが教えてくれた。魔王はもともと神だった。この世界を創つくったのはウドラという神で、ウドラは多くの分神を生みだした。その分神が堕落して魔王になったのだ。神は変わらないのか。不変。永遠の存在なのか。世界は変わってゆくのに。

　いや。あいつらも滅びる。レーレは実際、この手で滅ぼしてきたのだ。

　あいつらを消してしまえば、世界はちゃんと変化しつづける。こんな醜悪な、やかましい、悪臭芬ふん々ぷんたる、汚濁に満ちた戦場も、変化に押し流される。人間の寂しさも悲しみも苦しみも変化の中に消える。

　レーレは突き進んだ。ブードを、ダングーを、鈍どん剣けんで押しのけ、撥はねのけ、魔王殺しで突き殺しながら、まっすぐひた駆けに駆けた。

　グルブブがレーレに気づいた。

　距離はまだ３ゲイン（約60ｍ）以上ある。

　レーレは限界まで腰を落とした。背が高いほうではないので、こうするだけでたやすく敵の中に埋没できる。レーレはもう敵にはかまわず、前進することだけに専念した。あえてグルブブを意識の中から追い払って２ゲイン（約40ｍ）進んだ。そのときだった。

　敵が左右に分かれた。

　１ゲイン（約20ｍ）近く前にドラコとグルブブがいる。

　レーレは止まらなかった。少し重心を高くして、一番速く走ることができる姿勢になって、速度を上げた。

　グルブブが右手を持ちあげた。

　レーレの身体からだが持ちあげられた。地面だ。地面が盛りあがった。隆起した地面が破裂する直前に、レーレは跳んだ。後ろから土や小石が押しよせてきたが、それがどうした。着地して、転がって、すぐに起きあがって走った。正面にはドラコ。その斜め後ろにグルブブ。ドラコは細い剣を抜いたが、案の定だ。グルブブがドラコを押しのけるようにして前に出てきた。グルブブが右足で地面を踏みしめると、そのすぐそばから黒い岩で出来た剣がせりあがってきた。グルブブはその黒剣を手にとって軽く振った。

　たったそれだけの動作だったが、速い、とレーレは思った。

　鷹たかの目で捉とらえられないことはない。でも、速い。暗いせいか。おかげで鷹の目が鈍っているのか。違う。ただ速いのか。そうじゃない。動きの質が違う。重みがある。魔王ガオララがやや似ていたか。ガオララは最後まで殺せる気がしなかった。だから結果的には、魔王の身体を維持するのに不可欠な魔女の血が切れるまで待つことになった。とにかく段違いだ。勝てるのか。わからない。でも、やるしかない。

　グルブブはもうレーレに狙ねらいを定めている。逃げられない。殺すか。殺されるか。結末は二つに一つだ。

　距離は半ゲイン（約10ｍ）。

　グルブブは黒剣を斜めに振りおろした。

「スアアアアアアッ……！」

　いくらなんでも届かない。それなのに、レーレは反応していた。身体を左に向けて、でも、前進はやめない。少し右斜め前方に進む恰かつ好こうになった。

　何か飛んできた。何か、としか言えない。何かのかたまりだ。色も匂においもない、形もない、それでいて濃密な、正体不明の、力そのもののような何かだった。

　通りすぎていった。

　完全にはかわしきれなかった。

　額から頬ほおにかけて、ズッパリやられた。もっといえば、額の右側から、眉間を通って、左頬までだ。切れた。浅くはない。それなりに深い。血が噴きだした。レーレは右目をつぶった。どうせ血が入って見えない。左目だけで見るしかない。

　勝てないな。

　きっと、グルブブには勝てない。絶対に、勝てない。勝てっこない。

　おれは死ぬ。

　レーレは笑った。まあ、いいか。いっぱい殺してきたし。今度はおれの番だ。それだけじゃないか。

　左側に体重をかけて少し軌道修正して、レーレは突進した。

　グルブブが黒剣を振りかぶろうとした。

　何だ。何か見えた。右のほうだ。敵の中から何かが、異物が飛びだしてきた。それは大きかった。なんだか四つ足の獣を思わせる走り方だった。でも、人間だった。そいつは速かった。レーレよりもたぶん、いくらか速い。橙だいだい色いろの縮れた髪の毛を振り乱して駆けるそいつは――御お頭かしら。イアン・ブラックハート。その右手には、長い、反りのある片刃の剣。左手には、魔王殺し。グルブブが、たぶん、レーレの視線で気づいたのだろう、そっちに顔を向けた。そのときにはもう、御頭はグルブブではなく、ドラコに肉薄していた。

「――ドラコ……！」

　グルブブが身体からだをひねり、御頭めがけて黒剣を振りおろした。御頭は斬撃をすり抜けた。そう見えたくらい紙一重だった。御頭はドラコに詰め寄って片刃の剣で斬きりつけた。ドラコはとっさに後ろへ倒れこんだようだ。やったのか。わからないが、グルブブは間を置かずに剣を引いて、今度こそ御頭を斬きり伏ふせようとしたのだろう。御頭も読んでいた。中途半端なよけ方はしないで、思いきり遠くへ跳んだ。正解だった。一瞬前まで御頭がいたあたりの地面に大きな穴があいた。グルブブがやったのだ。

　御頭はさらに距離をとって、グルブブに向きなおった。

　レーレの足は知らずに止まっていた。

　グルブブは背中にドラコをかばっているが、御頭とレーレに挟まれているので、動きがとりづらいだろう。

　ドラコはどうなったのか。やったか。いや――起きあがろうとしている。右手で左肩を押さえているので、無傷ではないみたいだが、しとめることはできなかったのだ。

「貴様ら……」

　グルブブの身体が小刻みに震えだした。

「人間の分際で、よくもオレのドラコを……！」

「次は殺す」と御頭が言った。

「ふふ……」笑ったのはドラコだった。

　ドラコは地面を左手で叩たたいた。

「わたくしとの遺い恨こんの契約に従いて……出いでよ、暗黒騎士トラオロ……！」

　月が出ている。大きな満月だ。クローデルが襲撃されたときも、まん丸い月が空に浮かんでいた。

　ドラコの近くの地面が盛りあがったので、またグルブブの仕業かと思った。どうやら違うようだ。それは土じゃない。土の中から何か別のものが出てこようとしていた。まるで土中に埋められていた死者が蘇って、自ら這はい出してこようとしているかのようだった。実際、そんなふうにしか見えなかった。最初は手だった。右手だ。それから、左手。そいつは両手を駆使して自分の身体からだを引っ張りあげた。頭が出た。そこで何か音を発した。口笛のような音を。それから、上半身。そして、下半身も。そいつは黒かった。全身に暗くら闇やみを塗りたくったような黒さだ。鎧よろい兜かぶとを身につけて、その上に襤ぼ褸ろ布きれ同然の衣を着ているようだが、いずれにしても真っ黒だった。

　遠くから何か駆けてきた。馬だ。やはり真っ黒い馬だった。

　そいつは馬に跳び乗って、腰の両方に一本ずつ吊つるしてあった剣を抜いた。

「アイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ……！」

　あいつだ。クローデルで荒猟師を率いていた。暗黒騎士トラオロ、とドラコが言った。それがやつの名なのか。トラオロ。暗黒騎士。レーレの顎あごが震えて、膝ひざが笑った。やばい。やばい。怖い。なんだか、やけに怖い。死ぬことさえ怖くないのに、あいつは怖い。怖いのは、いやだ。レーレは逃げようとした。敵から、じゃない。恐怖から逃げたくて、足を前に踏みだした。暗黒騎士がこっちを見た。馬が足を進めた。くる。向かってくる。御お頭かしらが何か叫んだ。おまえはそっちをやれ、とか何とか。返事なんかできなかった。

　暗黒騎士が突っこんできた。

　レーレは鈍どん剣けんを振りあげた。

　暗黒騎士の剣を弾はじいたのか。いや、弾かれたのはレーレだ。なんとか鈍剣を手放さずにすんだが、尻しり餅もちをつくどころか背中を打った。瞬間、息が詰まった。気が遠くなりかけた。それでもレーレの左目は勝手に暗黒騎士を追った。暗黒騎士は黒馬の腹を両脚で締めつけて身体をねじった。黒馬は飛び跳ねながら方向転換した。レーレは手の甲で右目の周りと額から頬ほおにかけての傷を乱暴にぬぐった。痛みなんて感じなかった。右目をこじ開けて、両目で見た。暗黒騎士はまた突撃してくる。レーレは起きあがった。でも、どうすればいいのか。どうやって対処すればいいのか。わからない。きた。すれ違いざまだった。さっきとは違う。暗黒騎士は黒馬の上から身体を伸びあがらせて、右手の剣を、そして立てつづけに左手の剣を振りおろしてきた。レーレは右手の剣をなんとか鈍剣で受けた。左手の剣でその鈍剣が吹っ飛ばされた。同時にレーレはまた地面に背中を打った。右目に血が入った。レーレは左手で血をぬぐいながら立ちあがろうとした。そこに黒馬が襲いかかってきた。踏まれる。あの蹄ひづめにかけられたら終わりだ。黒馬は踊った。それは恐ろしい舞踏だった。レーレはくるくる身体を回転させて必死に黒馬の蹄から逃れた。ああ。だめだ。無理だ。こんなの。どうにもならない。心は折れそうなのに、レーレは左手で血をぬぐいつづけた。鷹たかの目は暗黒騎士と黒馬の動きを捉とらえつづけた。

　今だ。ここだ。

　そんなふうには思わなかった。レーレの身体は勝手に動いた。



    

  









    
      　今度こそレーレを踏みつぶしてしまおうとしたのかもしれない。黒馬が竿さお立だちに近い体勢になり、左右の前肢で一回ずつ宙を掻かいた。レーレはその隙すきに黒馬の腹にしがみついた。右手の魔王殺しを脇わき腹ばらに突き立てた。暗黒騎士の左足がレーレの右手を蹴けりつけようとした。危ういところでレーレは魔王殺しを手放した。とてもしがみついていられない。レーレは地面に叩たたきつけられた。死ぬ、と思った。大丈夫だった。黒馬が嘶いななきながら、また竿立ちになったからだ。レーレはその間に飛び起きて可能なかぎり距離をとった。といっても、１バーレ（約５ｍ）程度だ。暗黒騎士が剣の平で黒馬の尻しりを叩いた。黒馬はふたたびレーレめがけて突進してくる。レーレは素手だ。腰から別の魔王殺しを抜こうとしたが、やめた。すぐそこに戦せん鎚ついが転がっている。赤い金属で出来た、魔女の軍団のブードか何かが持っていたのだろう戦鎚だ。レーレはそれを両手で拾いあげた。重い――が、使える。使うんだ。渾こん身しんの力を振りしぼれ。

「――らああああああああああああああああああああああああああああああ……！」

　狙ねらいは暗黒騎士じゃない。黒馬だ。その顔面に戦鎚を叩きこんでやった。黒馬はまともに食らった。当然だ。まっすぐ突進してきたのだ。よけられっこない。戦鎚そのものの重さ、威力に、黒馬の速度が加わった。戦鎚は黒馬の眉間にめりこんで骨を砕いた。二つの目玉が飛びだした。そのときにはもう、レーレは戦鎚の柄から手を放していた。暗黒騎士が黒馬の上から身を躍らせた。その姿を鷹たかの目は捉とらえていたからだ。

　黒馬はそのまましばらく進んだが、四肢を折って倒れた。

　暗黒騎士は襤ぼ褸ろ布きれのような衣をはためかせながら落下して、ほとんど音を立てずに着地するなり、レーレに斬きりかかってきた。

　魔王殺しを抜く余裕なんてレーレにはなかった。そこらに落ちている武器を拾うのも、もちろん無理だ。よけて、かわして、逃げまくるしかない。他にできることといったら、たった一つ。傷からあふれる血をぬぐう。それだけだ。

　鷹の目で、見る。見る。見る。ひたすら見る。片時でも目を離したら、斬られる。しかも、その一太刀は必ず致命傷になる。一刀のもとにレーレは斬り捨すてられる。見ていないといけない。見つづけないと。ああ、でも――、

　暗い。

　あたりはもう、ほとんど真っ暗だ。

　暗黒騎士は、身につけている鎧よろい兜かぶとや衣だけじゃない、双剣まで真っ黒だ。光沢がない。闇やみに紛れて、ひどく見づらい。

　それなのに、なんでおれ、かわすことができてるのかな。

　右手の剣も左手の剣も鋭さは一緒だ。完全に。速度にしても、力強さにしても、柔軟性にしても、まるで差がない。癖らしきものが一向に見えてこない。まさしく変幻自在だ。次にどう攻めてくるのか。予測が立たない。それなのに、なんでかわせるのか。

　わかるんだ。どうしてか、おれにはわかる。手にとるように、わかる。だからだ。

　レーレは耳を澄ました。匂においを嗅かいだ。風を感じた。

　頭の中心で何かがカッチリとはまった。

　目を半開きにすると、まったく別の世界がそこには広がっていた。

　大地は黒と白の濃淡。空気は青と緑の濃淡。生き物は赤と黄。輝きは魔王。その上にさまざまな色がちりばめられている。レーレはそれを鷹たかの目で見ているのではなくて、感じている。

　暗黒騎士はとにかく暗いとしか言いようがない、揺らめくかたまりだった。

　その中心にどす黒いものがある。

　あれが暗黒騎士の本体か。

　暗黒騎士が迫ってくる。赤と黄の変動体となったレーレはそれをぎりぎりでかわす。暗黒騎士は追ってくる。赤と黄の変動体は逃げる。やがて暗黒騎士と赤と黄の変動体は渾こん然ぜん一いつ体たいとなって円を描く。混じりあっているようで、決して交わることがない。

　赤と黄の変動体は悟った。

　そうか。

　そういうことか。

　このままじゃだめだってことだ。

　もっと。もっとだ。もっと近づかないと。接近しないと。紙一重。それじゃ足りない。ぜんぜん足りないんだ。

　レーレは両目を見開いた。たちどころに世界は元に戻った。暗黒騎士は目と鼻の先だ。レーレは斬撃をかいくぐって、その足あし許もとに飛びこんだ。暗黒騎士はレーレを蹴け飛とばした。吹っ飛ばされたレーレは、そこに転がっていた大きな剣を、ほとんどしがみつくようにして両手で持った。立ちあがらず、片かた膝ひざ立ちで振りおろした。暗黒騎士は双剣でレーレの大剣を弾き飛ばした。レーレはのけぞりながら大剣の柄から手を放した。すぐにふたたび暗黒騎士の足許に飛びつこうとした。また蹴けられた。今度はその爪つま先さきが左目に食いこんだ。レーレはすっ飛ばされた。左半分の視野もどこかに行ってしまった。かまわず、レーレは魔王殺しを二本抜いた。長いものと、中くらいのものだ。レーレは半分転がるようにして、やはり暗黒騎士の足許に突っこんでいった。すくいあげるようにして振りあげられた暗黒騎士の双剣がレーレの身体からだのどこかを斬きり裂いたが、それくらいは覚悟の上だった。レーレは暗黒騎士の下半身に肉薄した。暗黒騎士はまたぞろ足を出してきた。右足だ。レーレは顎あごを蹴られて、気を失いそうになったが、どうにかその足にしがみついて、足首と膝ひざに魔王殺しを一本ずつ埋めこんだ。そうして暗黒騎士から飛び離れようとしたが、間に合わなかった。暗黒騎士はレーレの左肩に剣を突き刺した。もう一突きされていたらやばかった。レーレは暗黒騎士から離れて、ちょうどそこに転がっていた鈍どん剣けんを拾った。

　暗黒騎士は地面に右足をついた。その途と端たん、右足が、がくん、と力を失いかけた。それでも立っているが、動きは鈍っている。

　レーレは左手を握ってみた。握ろうとしたのだが、手に力が入らなかった。

　左側がまったく見えない。

　鈍どん剣けんを持っている右手の甲で右目の上のあたりをぬぐっておいた。

「アイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ……！」

　暗黒騎士が吼ほえた。

　レーレは無言で駆けだした。

　間合いに入る直前、レーレは鈍剣を暗黒騎士めがけて投げつけた。

　暗黒騎士は左手の剣で鈍剣を叩たたき落とした。

　その瞬間、少しだけ体勢が開き気味になった。

　レーレは低い姿勢でそこに突っこんだ。

　暗黒騎士は右手の剣を突きだしてきた。

　そのままだと、心臓だ。レーレは身体を起こした。これで腹だ。ど真ん中よりも、やや右寄り。ぶっ刺さっても気にしなかった。逆に押しこんだ。背中から剣先が突きだす感触があった。レーレは暗黒騎士の胸に顔を押しつけて右手でナイフを抜いた。逆手に持って暗黒騎士の背中に右手を回した。その背の中央あたりにナイフを突き立てた。

「むうん……」

　暗黒騎士は低く唸うなって左手から剣を取り落とした。そうして左腕でレーレの身体からだを抱えこみながら、踏んばろうとしたようだが、体勢が崩れた。暗黒騎士は後ろに倒れた。もちろん、レーレも一緒だった。暗黒騎士が背中を地面に打ちつけた瞬間、その右手の剣がレーレに深く、さらにいっそう深く、鍔つばまで突き刺さった。息が止まりそうになった。レーレは、でも、地面と暗黒騎士の背中に挟まれる恰かつ好こうになった右手をナイフの柄から放さなかった。ぐりぐりと左右に、上下に動かした。そのたびに暗黒騎士は、ぐう、ううむ、むうん、と呻うめいた。まるで人間みたいな声だった。レーレはだんだん可お笑かしくなってきた。何だ、こいつ。人間みたいじゃないか。暗黒騎士のくせに。なんで人間みたいな声を出すんだ。人間みたいな――、

「何なんだ、いったい……」

　レーレは笑おうとしたが、できなかった。激しく咳せきこんだ。咳せきだけじゃない。何か吐きだした。液体だった。ああ、苦しいな。やけに苦しい。息もろくにできない。苦しい。レーレはようやくナイフの柄から手を放した。右手を暗黒騎士の背中と地面の間から引き抜くと、少しだけ楽になった。

　暗黒騎士の身体が崩壊しはじめた。それは末端から始まった。まずどろどろに溶けて、やわらかくなって、それから細かく、細かくなってゆき、ついには塵ちりになるのだろう。

　レーレは今や自分が魔女の軍団に取り囲まれていることを知っていた。

　ドラコやグルブブも近くにいる。御お頭かしらは結局、グルブブに敵かなわず逃げたのだろう。

　何やってんだろ、おれ。

「うむう……」

　暗黒騎士が頭をもたげた。

　髑髏されこうべに面めん頬ぽおをつけたような形の兜かぶとだった。

　面頬の格子の隙間から人間みたいな目がのぞいていた。

　レーレは右手を面頬にかけて、押しあげた。

　咳せきが出た。げぼげぼと血を吐いた。

　おぼつかない手つきで暗黒騎士の兜を外した。

　月明かりが蒼そう白はくの顔を照らした。

　人間だった。男だった。三十歳か。四十歳か。長い髪の毛には癖がある。巻き毛だ。

　男は黒い涙を流し、唇の端からも黒い液体が流れ出ていた。

　知っている。

　この顔。

　覚えている。

　はっきりと。

　男は腕を持ちあげようとした。すぐにとろけて、崩れてしまった。

　それから眉まゆをつりあげ、目を見張って、歯を食いしばり、ふうううううう、と獣みたいな唸うなり声ごえをもらした。

　憎んでいるんだ。おれを。自分を斃たおした、滅ぼそうとしている、おれを。

　おれのことが、わからないんだ。

　わかるはずもない。

　だって、別れたのは、ずいぶん前だから。

　おれはまだ小さかったから。

　でも、あなたは聖騎士だったのに。

　聖騎士じゃなくなった。魔女を逃がして、異端審問を受けて、聖騎士団から追放された。身分も、名誉も、財産も、ぜんぶなくした。おれをギューヌ・カルヴァンに託して、どこかへ行った。たぶん、死んだんだ。カルヴァンさんも死んだよ。ユユも死んじゃった。みんな死ぬんだ。あなたも死んだんだろう。

　なのに、あなたは暗黒騎士なんかに成り果てて、ここにいた。

　そうして、おれがあなたを殺した。

「ぐあああああああああおおお……！」

　男は叫びながら上半身を起こそうとしたが、そのせいで崩壊の勢いが増した。

　レーレは動いていないのに、どんどん身体からだの位置が低くなってゆく。

　下敷きにしている男の身体の嵩かさが、みるみるうちに減っているのだ。

　もう半分も残っていない。

　ついに男の声が絶えた。

　それでもレーレを睨にらみつけている。

　レーレは右手の指をその頬ほおにふれさせた。

　何も感じなかった。

　つめたさも、あたたかさも。

　レーレの指には感覚がなかった。

「父さん」

　一いち縷るの望みをかけて呼んでみたが、男の眼まな差ざしはこれっぽっちも変わらなかった。

　レーレは目をつぶった。

　すぐに圧倒的な闇やみが迎えにきてくれた。

　やっと眠れる。

　最後にそう思った。



    

  
    
      
最終話　【騎士の嘆きと魔女の知恵】





　防壁の端に腰かけて、両腕で左膝ひざを抱え、右足を投げだしているセルジュ・フレンドールの後ろ姿は、やけに小さく見えた。

　もとよりセルジュは、騎士としてはずいぶん小柄なほうなのだが、それにしても頼りない背中だ。

　ヨナハン・クロムスティードの幼おさな馴な染じみは、騎士でありつつも、女なのだ。

　今さらながら、そのことを強く意識してしまい、それでずっと声をかけられずにいる。

　魔女の軍団によるパルメク強襲は、開始から半日も経たたずに幕を下ろした。

　東から魔女ドラコの部隊、西から魔女ルチアの部隊がパルメクに襲いかかり、ルチア隊には北からの増援もあったのだが、星の鎖影犬の統率者イアン・ブラックハートがドラコを負傷させると、間もなくその部隊は撤退を始めた。もちろん、星の鎖、暴れ馬、金の喇らつ叭ぱはこれを追撃したが、狼おおかみたちによる攪かく乱らんや、数度の反撃を交えた彼らの退却戦は巧みだった。それに、夜の森に逃げこんだ彼らを深追いするのは危険でもあった。三個の魔女討伐隊はすぐに追いかけるのをやめて、パルメクの西側に回った。すでにパルメクの北に展開していた哀歌隊、銀の弓も、北からの増援を追って西に移動してたので、魔女ルチアの部隊は、もともと西に布陣していた輪舞、猛たけき剣、朱の槍やり、それに五個を加え、総計八個の魔女討伐隊と、パルメクの防衛隊を相手にすることになった。それでも、さかんに動きまわったり、分裂したり、合流したりしながら、連中は粘りに粘ったが、夜が明ける前には退ひいた。ルチアの部隊に対する追撃は、ドラコの部隊に対するそれよりは長く行われたが、敵のしんがりは魔王バルバロや魔王キジタカだった。魔王どもは思うさまに魔女狩りたちの命を刈りとった。あまりに被害が大きくなりすぎたために、やはり結局、追走は断念せざるをえなかったのだ。

　敵の目的はパルメクを攻略して教都エルウシオンを陥落させ、教主ヨムル猊げい下かを害することだったのだろう。敵はエルウシオンに迫るどころか、パルメクの防壁を突破することもできなかった。

　魔女討伐隊が、聖騎士団が、サイオンが、人類が勝利したのだ。

　だが、この戦いで大勢が命を落とした。

　星の鎖だけでも百二十一人が死に、四百人以上が傷を負った。そのうちの五十人ほどは二度と剣を握ることは叶かなわないだろう。直接戦闘に参加した八個の魔女討伐隊約八千名の戦闘要員で、無傷か無傷に近い者は六割といったところだ。他は何らかの傷を負うか、戦場で果てた。あるいは、戦いが終わったあとで息をひきとった者もいた。

　今日、黒こく星せい月十五日の段階で、死者は千名を超えた。

　朝を待たずして、この夜の間に天国への階段を上りはじめる者もいるだろう。

　もちろん、敵もたくさん死んだ。正確な数はわからないが、獣と怪物をあわせて優に千以上、もしかしたら三千に達するほどの敵が、今も戦場でつめたい骸むくろをさらしている。連中の死骸は近日中にカラリヤ王国軍と近隣の住民によって片づけられ、その魂は永えい劫ごうに地上をさまよう亡者となるか、悪霊に堕するのか。ヨナハンは聖職者ではないのでしかとは言えないが、いずれにしても彼らには安息など与えられないはずだ。

　我々は勝利したのだ。

　それにもかかわらず、勝ったという実感はない。

　栄光などない。この勝利はどこまでも無残だ。

　それでも、戦後の処理に追われているうちはよかった。戦場を見回って負傷者を捜索したり、息のある敵にとどめを刺したり、重傷を負った知りあいの騎士の面倒を見たり、その家族に連絡をとる算段をしたり。そんなことをしているうちにどんどん時間が流れた。余計なことを考える余裕はなかった。目の前に広がる光景だけがすべてだった。他のことは頭に入らなかった。耳にも入ってこなかった。

　今日の日暮れ近くに聞いた。それまでヨナハンは知らなかったのだ。セルジュはどうだろう。気になって、手があいたので、幼おさな馴な染じみを捜した。なかなか見つからなかった。ようやくここで、パルメクの防壁の上で、発見した。

　ヨナハンは深呼吸をした。

　一歩踏みだそうとしたら、セルジュがこっちを向いた。

「ああ……いたのか」

　防壁には一定間隔で篝かがり火びが焚たかれている。暗くはない。セルジュは気が抜けたような顔をしていた。

　ヨナハンはうなずくともなくうなずいて、セルジュに近づいてゆき、その隣に腰を下ろした。しばらく何も言えなかった。自分は意気地のない男だと思った。無残な勝利に暗あん澹たんたる思いを味わいながらも、心のどこかでアラベラ・リデルに戦場で出くわさずにすんだことを主しゆに感謝していた。そんな男なのだ。ヨナハン・クロムスティードは。

「聞いたか、セルジュ」

「うん」

　セルジュは防壁の向こう側へと視線を投げて、首を縮めた。

「聞いた。帰ってこないって。亡なき骸がらも見つかっていないし、きっとだめだろうって。今日だけどな。いろいろ忙しくて……知らなかったんだ。今日まで」

「私も同じだ」

「そうか」

「こんなことは言うべきではないのかもしれないが――」

　ヨナハンは唇を噛かもうとして、やめた。

「いつかこうなるのではないかと思っていたのだ。私は危き惧ぐしていた。セルジュ、あるいは君もそうかもしれないが……」

「うん」

　セルジュは、はあ、と妙に軽いため息をついた。

「あたしもそう思っていた。あいつはいつか死ぬ。戦って、殺して、戦って、自分も死ぬ。そうなるんじゃないかって。もちろん、あたしたちだって、いつ死ぬかわからない。魔女狩りの聖騎士なんだからな。でも、あいつは違う。あたしが無理やり従卒にしたんだ。あいつは強かったけど、兵士じゃなかった。あたしが無理やり引きこんだんだ。そのせいで、あいつはユユを失った。その復讐なのか、何なのか――あたしにはよくわからないけど、とにかくそれで、あいつはあんなふうになってしまった。あたしのせいだ」

「セルジュ、それは……」

「あたしのせいなんだ」

　口調はやけに坦たん々たんとしていた。セルジュはゆっくりと首を横に振った。

「あたしのせいで、あいつは死んだんだ。ユユはユユ・ビューレだった。あたしは知っていた。本当に知っていたんだ。あたしは近くで見た。クローデルで、魔女審判を見たんだ。あれはユユだった。でも、あたしは知っていた。ユユは魔女じゃなかった。あれは冤えん罪ざいだ。あんな審判は茶番だ。そんなことくらい、わかるよ。あたしだって魔女狩りなんだ。それなのに、あたしはユユを告発すると脅して、レーレを従卒にした。なんであんなことをしたのか。わからない、なんて言わない。わかっている。ぜんぶわかっている。あたしの醜さのせいだ。あたしは醜い。根性が汚い。ねじ曲がっている。あたしはユユが嫌いだった。あの娘は気高かった。自由になろうとしていた。そして、あの娘のそばにはレーレがいた。信じあって、頼りにしあっている、あいつらが嫌いだった。あいつらはあたしにないものばかり持っていた。あたしはあいつらから奪いたかった。とりあげてしまいたかった。そんなことをしても、自分のものにはできないのに。あたしの醜さが、汚らわしい心が、ユユとレーレを殺したんだ」

「セルジュ」

　ヨナハンは腕を伸ばしてセルジュを抱きよせた。こんなことをしてもいいのか。自分でも驚いたが、こうしたかったのだ、こうするべきなのだとヨナハンは思った。



    

  
    
      



    

  
    
      　なぜなら、彼は騎士であり、彼女も騎士だが、その前に彼と彼女は幼おさな馴な染じみなのだ。

　セルジュは逆らわずにヨナハンの胸に顔を押しつけた。途と端たんに堰せきを切ったように泣きだした。

　ヨナハンはセルジュを抱きしめ、その背や頭を撫なでながら、だが、涙は一滴たりとも出てこなかった。ただ失った友との出会いや交えた剣の鋭さや重さ、会話の一つ一つが脳裏に去来して、そのたびに胸が軋きしんだ。つまるところ、彼は友のために何もできなかったのだ。今は悲しみよりも苦さが遥はるかに優まさっていた。悲しみは時の風がさらってゆき、やがて薄れゆこうとも、この耐えがたい苦さは決して消えまいと思った。



　　　



　こうして、つめたい、凍りつく寸前の浅い泉に、薄布一枚のみをまとった身を横たえていると、刻一刻と身体が作り替えられてゆくような心地がする。

　そのとおり。不変なものなど世界にはないのだ。

　すべては流れ、巡る。

　命ある生き物の肉体さえも。

　彼女が身を起こすと、泉の畔ほとりからグルブブがせりあがってきて、倒木に腰かけた。

　深い森のひそやかな泉に近づいてくる者がある。

　一人ではない。二人。女と巨人だ。二人はグルブブのすぐそばで足を止めた。女はグルブブに一礼したが、グルブブはそっぽを向いて無視した。彼女の魔王にはそんな子供っぽいところがあるのだ。彼女がそっと笑うと、グルブブは舌打ちをした。

　魔女ルチアは腕組みをして少しだけ首を傾けた。

「傷の具合はいかがですか、ドラコさん」

「おかげさまで」

　ドラコは立ちあがって両手で髪の毛を軽く搾った。鷹たかの目を持つ背の高い男に斬きられたのは左肩だ。痛みはあるが、丁寧に縫合した傷口を清潔に保ち、伝来の霊薬を服用してもいるので、膿うんでいない。発熱もない。そのうち癒いえるだろう。

「大事ありませんわ。ですが、結果的にわたくしの負傷で軍を退ひかせるに至ったこと、ルチアさんにはあらためてお詫び申しあげます」

「現在のところ、あなたは我々の象徴です。今この時点であなたを失うわけには参りません。とりあえずは、あなたがご健在であれば、機会はまた巡ってくるでしょう。撤退のご決断は間違っておられなかったと、わたくしめは思っております」

「ルチアさんにそうおっしゃっていただけますと、わたくしとしてもだいぶん心が慰められますわ」

「それは重畳です。ところで――」

　ルチアは目を細めて、前歯の端のほうで舌を軽く噛かんだ。すると、その端整な顔に作り物の笑みが広がった。

「お尋ねしたいことがあります」

「はい」

　ドラコも笑みを返した。

「何なりと」

「あれはどう使うおつもりなのです」

「何か利用価値があればと思い、運ばせたのですが」

　考えこんではいけない。ルチアにも考える余地を与えることになる。

「ルチアさんにいいお知恵がございましたら、うかがいたく存じますわ」

「トラオロの後あと釜がまに据えるのですか」

「それも一つの方法ですわね」

「鷹たかの目を持つ暗黒騎士がほんの子供に打ち倒されてしまうとは、あなたもさぞかし口く惜やしいでしょう」

「あの者も鷹の目を持っていたのです」

　ドラコは左手を軽く振ってみせた。

「鷹の目持ちは他にもおりますわ」

「星の鎖は油断ならぬ相手ですね」

「ええ。本当に」

「一つ、あなたのお耳に入れておきたいことがあります」

　ルチアの笑みが消えた。

「あのアラーニャという娘。どうやら、あれを存じているようですよ」

　完全に虚を突かれた。

　たしかにアラーニャにはあの者の手当てや世話を命じたが、特別な意味はなかった。魔女ではない。しかし、人間の側にも立つことができない。そんなアラーニャは適任だと思った。ただそれだけだった。

「気づいていらっしゃらなかったのね？」

　ルチアは唇を三日月を横たえたような形にゆがめた。

「わたくしめにいい知恵があります、ドラコさん。あれが生きながらえるようなら、その処遇、わたくしめに一任していただけませんか」

了



    

  
    
      
あとがき





　前回、真面目まじめ話をしているうちに紙数が尽きてしまい、この物語への思い入れについて書くことができなかったのですが、そうこうしているうちに残すところあと１巻ということになってしまいました。『いつも心に剣を』は次巻で完結します。そこで、今回はこの物語にも出てくる犬について書こうと思います。

　僕は猫好きで猫を飼っているのですが、犬も好きです。好きですが、怖いのです。がぶっとやられたことがあるもので。でも、いつか大きな犬を飼いたいという夢があります。それで、よく犬や狼の本を読んで、犬の習性などを勉強しているのです。それから、たまに動物園に行って、狼を眺めます。たいがいシンリンオオカミです。そうすると、飽きません。いつか狼のように大きな犬を飼いたいという夢がどんどん膨らんでゆきます。猫と犬に囲まれて、僕は死にたいのです。あれ。もう終わりですか。仕方ありませんね。僕としてはまだまだ書き足りないのですが、ｋａｙａ８さんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関わったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様にあらんかぎりの愛と感謝をこめつつ、今日のところは筆を置きます。

十文字　青　
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